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依頼の管理 
[依頼の管理] 画面は、依頼（個人またはキャンペーン）を最初から最後まで管理するために使用します。

各手順は依頼が最初に作成されてから転記されるまで管理できます。この画面を開くには [FTA] メニュー

の [ダッシュボード] セクションにある [依頼の管理] を選択します。 

 

 

概要 
依頼の進行と完了を適切に管理して追跡できるよう、[依頼の管理] 画面にはすべての依頼（ステータスを

問わない）とともに依頼の管理に必要な情報が表示されます。 
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[依頼の管理] のリンク 

[依頼の管理] グリッドには、依頼を最初から最後まで管理するために必要な ONESOURCE FTA 

Management の他の画面への 3 つのリンクが表示されます。 

 

依頼の管理 [依頼の管理] 画面に移動します。サプライヤーがすでに依頼に応答している場合、サプライ

ヤーが提供した書類が表示されます。サプライヤーがまだ依頼に応答していない場合、依頼

に含まれる製品のリストが表示されます。依頼に含まれる製品は [未処理] タブに表示されま

す。 

サプライヤーダッシ

ュボード 

[サプライヤーダッシュボード] 画面に移動します。この画面には以下が表示されます。 

• サプライヤーベースに送信されたすべての（現在と過去の）依頼 

• サプライヤーと共有されるコメント 

• 過去の依頼に対してサプライヤーが提供した書類 

• 各依頼の完了率 

サプライヤーページ サプライヤーが依頼に応答するときに使用する画面に移動します。この画面にアクセスする

と、依頼者は依頼された製品を表示できます。 

また、サプライヤーがアプリケーションを使用せずに依頼者に書類を提供した場合、依頼者

は提供された情報をサプライヤーに代わって ONESOURCE FTA Management に直接入力で

きます。 

メモ：Supplier Portal Plus（SPP）を使用するように設定している場合、この列は表示されま

せん。 

このセクションの詳細については、このユーザーガイドの「新しい依頼の作成」のセクションを参照して

ください。 
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[依頼の管理] のデータ列 

[依頼の管理] 画面には以下のデータ列があります。 

タイトル 依頼の名前 

サプライヤー ID 依頼の受信者 

送信日 依頼が送信された日付 

期間開始日 依頼の期間の開始日 

期日 サプライヤーが依頼に応答する期日 

リマインダー設

定日 

リマインダーが送信された日付 

ステータス 依頼のステータス。詳細については、以下の「リクエストステータス」のセクシ

ョンを参照してください。 

メモを表示/追加 依頼に関する内部ノートへのリンク 

コメントを表示/

追加 

サプライヤーと共有されるコメント 
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[依頼の管理] のステータス 

依頼を完了する前に、ユーザー（依頼者）は、サプライヤーが提供した情報をレビューして承認する必要

があります。以下のステータスの表を参照してください。 

未送信 依頼は作成されましたが送信されていません。 

送信済み サプライヤーに依頼が送信されました。 

必要なアクショ

ン 

サプライヤーは FTA Management にログインして依頼に応答しました。その応答

は特恵原産地証明書を提供するか、製品が非原産であることを指定してレビューす

る必要があります。 

完了 依頼者はサプライヤーが提出した情報をレビューして承認しました。依頼は完了し

ました。 

未完了 依頼者はサプライヤーが送信した情報をレビューし、受領/拒否/削除しました。す

べての情報が送信されないと依頼は完了しません。 

アーカイブ済み 依頼は完了してアーカイブされています。推奨されるベストプラクティスでは依頼

が完了したら依頼をアーカイブします。 

クライアントの企業が依頼をアーカイブすると、[証明書の依頼] 画面にはアクショ

ンが必要なアクティブな依頼のみが表示されます。 

拒否 依頼者はサプライヤーが送信した情報をレビューして拒否しました。 
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[依頼の管理] 画面のフィルタリング 

[依頼の管理] 画面にはフィルタリング機能があり、これを使用すると、依頼、アイテム、またはサプライ

ヤーに関する特定の情報をすばやく検索できます。 

各列のフィルターを有効にするには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

列のヘッダーの下にフィルターの行が表示されます。フィルターのフィールドのある列をフィルタリング

できます。フィルタリングする列を選択します。列の対応するフィルターの入力欄に値を入力し、フィル

ターアイコンをクリックします。 

 

フィルターのオプションのリストが表示されます。フィルターを選択するオプションを選択してクリック

します。フィルターオプションは、列のヘッダーのタイプ（英数字、日付、数値）によって異なります。 

 

指定されたフィルターのパラメータに一致するように結果が絞り込まれます。 

複数のフィルターを同時に使用して、検索結果をさらに絞り込むことができます。これは再帰検索と呼ば

れます。 

[フィルター] のオプションは以下で構成されますが、フィールドやアプリケーション内の画面によって異

なる場合があります。 

英数字フィルター 数値フィルター 日付フィルター 

• フィルターなし 

• 含む 

• 含まない 

• 前方一致 

• 等しい 

• 異なる 

• より大きい 

• より小さい 

• フィルターなし 

• 等しい 

• 異なる 

• より大きい 
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英数字フィルター 数値フィルター 日付フィルター 

• 後方一致 

• 空白 

• 空白以外 

• Null 

• Null 以外 

• 以上 

• 以下 

• 2 点の間にある 

• 2 点の間にない 

• より小さい 

• 以上 

• 以下 
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[依頼の管理] のその他のフィルター 

ONESOURCE FTA Management に固有の 4 つの追加フィルター（以下参照）があります。これらのフィ

ルターを適用するには、[依頼の管理] 画面の上部にあるボックス（複数可）をオンにします。 

 

[アクティブのみ] フィルターを使用すると、画面にすべての依頼（アクティブと終了の両方）を表示する

か、アクティブな依頼のみを表示するかを選択できます。 

 

[アクション必須] フィルターを使用すると、注意が必要な依頼のみを表示できます。選択すると、グリッ

ド内の依頼のステータスがすべて [アクション必須] になります。 
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[年別表示] フィルターを使用すると、依頼を年ごとに区分できます。依頼が分類されて、依頼の年に対応

するそれぞれのタブに表示されます。 

 

[タイプ別表示] フィルターを使用すると、依頼を FTA/依頼のタイプごとに区分できます。依頼が分類され

て、依頼の FTA プログラムに対応するそれぞれのタブに表示されます。 

 

フィルターのリフレッシュ 

[依頼の管理] 画面でどのフィルターが選択されていても、グリッドの右上に [リフレッシュ] ボタンが表示

されます。このボタンをクリックすると、グリッドの内容がリフレッシュされ、すべての変更が表示され

ます。 
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メール管理 
[メール管理] をクリックすると [メールテンプレート] ポップアップが表示され、メールテンプレートの作

成と管理が行えます。テンプレートの作成の詳細については、このユーザーガイドの「メールテンプレー

トの作成」のセクションを参照してください。 

                                         

 

新規依頼 
新しい依頼を作成するには、[新規依頼] をクリックします。 

 

[新規依頼] をクリックすると、[依頼の管理] 画面が開きます。 
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以下の表で示したデータ入力欄に入力し、[保存] をクリックします。 

依頼のタイ

トル 

依頼の名前を入力します。タイトルは必要に応じて保存後に編集できます。 

開始日 依頼の期間の開始日を入力します。 

終了日 依頼の期間の終了日を入力します。 

期日 サプライヤーが依頼を完了しなければならない期日を入力します。 

リマインダ

ー日付 

期日までに依頼を完了するためにメールで送信する自動のリマインダーをサプライヤーが受信する

日付を入力します。 

ヘッダー情報が保存されると、[依頼の管理] 画面に依頼が正常に保存されたことを確認するメッセージが

表示されます。 

 

 

 

メモの詳細（内部ノートの作成） 
依頼が保存されると、内部ノートを依頼に添付できます。内部ノートは依頼に関する情報を他の内部ユー

ザーに伝えるため、または特定の依頼に関する詳細を取得するために使用されます。この情報はサプライ

ヤーとは共有しません。 

各内部ノートは日付、時刻、そのノートを入力したユーザー名とともに個別に保存されます。以下の 2 つ

のセクションで説明するように、内部メモは [依頼の管理（Solicitation Administration）] 画面または [依

頼の管理（Solicitation Management）] 画面から追加できます。 

[依頼の管理] 画面から 

内部メモを作成するには、内部メモを含める依頼の行へ移動して [内部メモ] をクリックします。 
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[メモ] をクリックすると、[メモ] ポップアップが開きます。ボックスにメモの内容を入力し、[追加] をク

リックします。 

 

依頼に内部メモが追加されると、メモの詳細がグリッドに表示されます。[x] をクリックして閉じたり、

上記の手順で新しい内部メモを追加したりすることができます。 
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[依頼の管理] 画面から 

[依頼の管理] 画面の [メモの詳細] セクションに移動して [メモを追加] をクリックします。 

 

[メモを追加] をクリックすると、[メモを追加] ポップアップが開きます。メモの内容を入力し、[追加] を

クリックします。 

 

 

メモが依頼に追加されると、[依頼の管理] 画面にメモが正常に追加されたことを確認するメッセージが表

示されます。 

 

メモは [メモの詳細] グリッドに表示されます。 
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保存した内部メモは、[メモを表示/追加] 列の [内部メモ] をクリックすると、後で参照することができま

す。 
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FTA/依頼タイプの追加 

[依頼の管理] 画面の [メモの詳細] グリッドの下には、依頼タイプまたは協定を追加するオプションがあり

ます。ONESOURCE FTA Management が単一の FTA を依頼するよう設定されている場合、自動的にその 

FTA がデフォルトに設定されます。 

FTA/依頼タイプを追加するには、[依頼タイプを追加] をクリックします。 

 

[依頼タイプを追加] をクリックすると [既存の FTA を追加/コピー] ポップアップが開き、設定された FTA 

と依頼タイプのリスト（原産国、AALA、Buy America など）が表示されます。リストから、依頼に追加

する FTA/依頼タイプのボックス（複数可）をオンにします。すべてのオプションを選択するには、リス

トの上部にある [すべて選択] チェックボックスをオンにします。必要な FTA/依頼タイプをオンにした

ら、[保存] をクリックします。 

 

依頼に FTA/依頼タイプを追加すると、[依頼の管理] 画面の [依頼タイプを追加/コピー] リンクの下に以下

のようなタブが 3 つ以上表示されます。 

1. 利用可能な製品 

2. 選択した製品 

3. メール（追加なし） 

4. 無効（該当する場合にのみ表示されます） 

 

これらのタブは以下の列ヘッダーをグリッドと共有します。 

• 製品番号 

• 製品説明 

• サプライヤー ID 

• サプライヤーのメール 
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ONESOURCE FTA Management の多くの画面と同様に、上記のタブでも [フィルターの表示/非表示] ボタ

ンを使用できます。フィルターは特定の情報（[製品番号]、[サプライヤー ID] など）や特定の製品を検索

するために使用します。 

 

 

 

利用可能な製品 

依頼情報のヘッダーを保存すると、ONESOURCE FTA Management の [利用可能な製品] タブには依頼に

追加できる製品とともに製品グリッドが自動的に表示されます。 

デフォルトでは、このタブには過去の依頼に含まれている製品またはすでに有効な原産地証明書がファイ

ルにある製品は表示されません。 

製品グリッドに表示されるすべての製品には、サプライヤー ID と サプライヤーの E メールアドレスが関

連付けられています。製品にサプライヤー ID と サプライヤーの E メールを関連付けると、ユーザーは依

頼に含まれるサプライヤのそれぞれに 1 通ずつ E メールを送信できます。 

個別の製品を依頼に追加 

個々の製品を依頼に追加するには、グリッドから製品を選択します。その製品の左端にあるチェックボッ

クスをオンにして、[選択項目を追加] をクリックします。 

 

 

すべての製品を依頼に追加 

すべての製品を依頼に追加するには、列のヘッダー行の [すべて選択] チェックボックスをオンにし、[す

べて追加] をクリックします。 
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すべての製品の追加を確認するポップアップが表示されます。[OK] をクリックします。 

 

[OK] をクリックするとワークフローが開始します。利用可能なすべての製品を依頼に追加するワークフロ

ーの間、ユーザーはページを離れて他の作業を行うことができます。 

[スプレッドシートのアップロード] を使用して、製品を依頼に追加 

スプレッドシートのアップロードで製品を依頼に追加するには、[スプレッドシートのアップロード] リン

クをクリックします。 

 

ダイアログボックスが表示されます。このボックスで、テンプレートをダウンロードできます。ファイル

をアップロードする準備ができたら、スプレッドシートファイルを選択して [アップロードされたデータ

を適用] をクリックします。 

 

ファイルのアップロードが完了すると、アップロードが成功したことを知らせるメッセージが表示されま

す。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   27 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

スプレッドシートに無効な製品がある場合、リンクが表示されるので、そこで見つからなかった製品をダ

ウンロードすることができます。 
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製品ワークフローの追加 

前のセクションで説明したワークフローが完了すると、すべての製品が依頼に正常に追加されたことを通

知する E メールがシステムで生成されてユーザーに送信されます。依頼からすべての製品を削除するため

に [すべて削除] を選択した場合も同じプロセスが適用されます。 

 

[選択項目を追加] または [すべて追加] をクリックすると、チェックボックスをオンにしたすべての製品が

依頼の詳細に保存されて [選択した製品] タブに追加されます。 

 

選択された製品 

以下の画像は [選択された製品] タブの表示の例です。製品グリッドは構成可能であるため、フィールドと

列のヘッダーはパートナーによって異なる可能性があります。グリッドは実装中に構成されます。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   29 

© 2026 Thomson Reuters 
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選択した製品の削除 

選択した製品を削除するには、削除する製品をグリッドから選択します。次に、その行の左側にあるチェ

ックボックスをオンにして [選択項目を削除] をクリックします。 

 

選択したすべての製品を削除 

選択したすべての製品を削除するには、[すべて削除] をクリックします。 

 

無効な製品 

[無効な製品] タブには、選択したものの情報が無効または不十分（存在しないメールアドレスなど）なた

めに依頼に追加できなかった製品が表示されます。このタブは無効な製品がある場合にのみ表示されま

す。無効とされた製品は、すべての問題が解決するまで依頼に追加できません。 

無効な製品の削除 

無効な製品を削除するには、削除する製品をグリッドから選択します。次に、その行の左側にあるチェッ

クボックスをオンにして [選択項目を削除] をクリックします。 
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無効な製品をすべて削除 

無効な製品をすべて削除するには、[すべて削除] をクリックします。 

 

無効な製品の再検証 

無効な製品を再検証するには、再検証する製品（複数可）を選択し、その製品の左側にあるチェックボッ

クスをオンにします。次に、[選択項目を再検証] をクリックします。 
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検証が問題なく終了すると、その製品は [無効な製品] タブから削除されます。 

検証に問題があると、その製品は [無効な製品] タブから削除されません。その場合、製品に必要な変更を

行って再検証します。 
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メールテンプレートの作成 

メールテンプレートは、サプライヤーへの依頼の「デフォルト」のメッセージとして使用できます。メー

ルテンプレート機能を利用すると、システムで作成した各依頼に対して個別にメッセージを作成する必要

がなくなります。 

メールテンプレートを作成するには、[勧誘の行政] 画面の上部にある [メール管理] リンクをクリックしま

す。このリンクをクリックすると、新しいテンプレートの追加や既存のメールテンプレートの変更が行え

る画面に移動します。 

 

テンプレートを作成するには、以下の入力欄に入力して [保存] をクリックします。 

テンプレート

名 

メールテンプレートの名前を入力します。 

タイプ ドロップダウンメニューからテンプレートのタイプを選択します。 

件名 E メールの件名を入力します。 

メッセージ本

文 

サプライヤーへの E メールのメッセージを入力します。 

文字数制限がないため、依頼について必要な情報をすべて含めることができます（応答の方法、質

問の連絡先など）。 

 

テンプレートを作成したら、依頼の [E メール] タブを開いて [テンプレート] ドロップダウンをクリックす

ると依頼に追加できます。テンプレートは、ドロップダウンのオプションの 1 つとして表示されます。使

用するテンプレートを選択すると、テンプレートの内容に基づいて E メールが自動入力されます。 
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また、[メール] ドロップダウンからは、依頼する FTA プログラムにすでに関連付けられている E メールを

選択できます。 

 

E メールを選択したら、依頼に合わせて件名を付けます。件名が空白の場合、「依頼メールの依頼 - 協定

名」と表示されます。 

 

 

[保存] をクリックして続行します。 

 

上記の操作をすべて行うと、[メール(未追加)] タブを [メール(追加済み)] に 変わります。[保存] をクリック

して変更を保護します。 

 

ステータスメッセージ（「メールが正常に追加されました」）が [依頼の管理] 画面の上部に表示されま

す。 

 

画面上部の [保存] をクリックします。 

 

新しい依頼の送信準備ができているか確認する画面が表示されます。確認後、[送信] をクリックして送信

します。 
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依頼を送信すると、選択したテンプレートに合わせてフォーマットされた E メールが自動生成されて、依

頼に含まれる製品に関連付けられたサプライヤーに送信されます。このテンプレートによって、依頼に関

する重要な情報と ONESOURCE FTA Management にログインして依頼に応答する方法がサプライヤーに

通知されます。 

サプライヤーが依頼に応答するために必要な手順は、このユーザーガイドの「サプライヤー証明書」のセ

クションで説明しています。 

メモ：  [依頼の管理] の内部確認プロセスにより、同じ製品に依頼が複数回送信されるのを防止します。

これは、ブラウザの複数のウィンドウ/タブで同じ依頼を開いている場合などで機能します。 

依頼を送信すると、[依頼の管理] 画面が表示されます。画面上部に以下のメッセージが表示されます。 

 

新しい依頼は、ステータスがまだアクティブで、[送信済み] ステータスである他の既存リクエストととも

に表示されます。 

この時点で、サプライヤーには、ONESOURCE FTA Management にログインして依頼を完了させるため

の E メールが届きます。依頼が複数の協定に対して行われる場合は、E メールにリストとして表示されま

す。また、この E メールには、ログインリンクの有効期限が記載されています。有効期限を過ぎると、サ

プライヤーはメールのリンクからシステムにログインすることができなくなります。その場合はサプライ

ヤーに依頼を再送信してください。 

 
送信した依頼のレビュー 

個別に送信した依頼を表示してレビューするには（依頼に含まれる製品を含む）、[依頼の管理] グリッド

から依頼を選択し、[依頼の管理] 列の [表示] リンクをクリックします。 
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[表示] をクリックすると、[依頼の管理] 画面に移動します。[書類] タブと [未処理] タブとともに依頼のヘ

ッダー情報が表示されます。 

サプライヤーはまだ依頼に応答していないため、[書類] タブには「提出された書類はありません」という

メッセージが表示されます。サプライヤーがレビューのために必要な書類を提出するとこのメッセージは

変更されます。 

 

[未処理] タブには依頼には含まれているが、サプライヤーが提出した書類にはまだ含まれていない製品が

表示されます。 
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リマインダーの送信 
サプライヤーによっては応答が遅れることがあります。その場合、[依頼の管理] 画面を使用して、サプラ

イヤーにリマインダーのメッセージを送信できます。サプライヤーにリマインダーを送信するには、[依頼

の管理] グリッドから依頼（複数可）を選択し、その依頼の左側にあるチェックボックスをオンにしま

す。チェックボックスをオンにしたら、画面上部の [リマインダー情報を更新] をクリックします。 

 

[リマインダー情報を更新] をクリックすると、[リマインダー情報の管理] ポップアップが開き、特定のリ

マインダーの指示をリマインダーメッセージに含めることができます。依頼のリマインダーメールには依

頼した製品のリストを含めることもできます。リマインダーに使用する日付とテンプレートを設定し、[リ

マインダを今すぐ送信] をクリックします。 

 

[リマインダを今すぐ送信] をクリックすると、元の依頼を受け取っているすべてのサプライヤーにリマイ

ンダーの E メールが送信されます。ただし、メールアドレスが有効であることが前提です。メールアドレ

スが無効の場合、そのアドレスは無視されます。ユーザーには無効なメールアドレスを通知する E メール

が送信されます。メールアドレスを修正してリマインダーを再送信してください。 

無効な製品を提出 
サプライヤーは、無効/廃止部品を無視して、チェックボックスを選択せずに依頼を提出することがあり

ます（無効ではない部品のみ）。 

FTA クライアントはその依頼を受領しますが（青色）、その依頼に関してまだ保留中のレコードがあるた

め、依頼のステータスは「未完了」になります。これらの保留中のレコードは現時点でのみ無効/廃止で
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あり、過去に有効な部品が少なくとも 1 つは提出されている必要があるため、これらを提出することはで

きません。つまり、クライアントが過去に有効な部品を提出するときに部品を無効/廃止として提出する

ことは可能でしたが、先に有効な部品を提出してしまった場合は、戻って無効な部品を提出することはで

きなかったのです。 

無効/廃止製品のみを含む依頼がある場合、 

 

 

クライアントはその依頼を無効な製品とともに、他の依頼と一緒に提出できます。 

 

メモ：リンクの横に付いてる疑問符は、リンクをクリックすると実行される機能に関するヒントを提供し

ます。この疑問符にカーソルを合わせると、ヒントが表示されます。 
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サプライヤーダッシュボード 
[サプライヤーダッシュボード] 画面はサプライヤーに送信した依頼の管理とレビューに使用します。この

ダッシュボードでは、サプライヤーに送信した各依頼の追加情報が提供されます。 

この画面を開くには、[FTA] メニューから [サプライヤーダッシュボード] を選択します。 

 

サプライヤーの情報を表示するには、[サプライヤーを選択] ドロップダウンをクリックします。 

 

リストからサプライヤーを選択します。 
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サプライヤーを選択すると、[サプライヤーダッシュボード] 画面がリフレッシュされ、[依頼] と [製品依頼

を開く] の 2 つのタブにコンテンツが表示されます。この 2 つのタブについては、以下のサブセクション

で詳しく説明します。 

メモ：Supplier Portal Plus（SPP）が設定されている場合、[製品依頼を開く] タブは表示されません。 

 

依頼 

[依頼] タブには、サプライヤーに割り当てられたすべてのアクティブ、保留、解決済みの依頼の履歴と添

付されたコメントが表示されます。 

このページの利用はサプライヤーの選択から始まります。 

 

ヒント：検索ボックスに製品番号を入力すると、その製品番号を含むすべての依頼のリストを取得できま

す。 

検索対象を有効な依頼のみに絞り込む場合は、[有効な依頼のみを表示] チェックボックスをオンにしま

す。 
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この操作により、以下の情報を含むグリッドが開きます。 

 

列 情報 

依頼タイトル サプライヤーに送信した依頼の名前。 

期日 依頼の期日。依頼の作成時に入力された情報です。 

期間開始日 依頼を入力する期間の開始日。 

期間終了日 依頼を入力する期間の終了日。 

完了 依頼に含まれる製品のうちサプライヤーが完了した数。完了とは製品に特恵原産地証明書を添付

すること、または製品を不適合とすることです。 

合計項目 依頼に含まれる品目の合計数。 

完了したパーセ

ンテージ 

依頼全体の完了率。完了率を使用すると、依頼者はサプライヤーが各依頼をどの程度完了してい

るかを可視化できます。 

ステータス 依頼のステータス（未開始、進行中、完了） 

依頼を表示 このリンクをクリックすると、[FTA サプライヤー証明書] 画面に移動します。この画面は、依頼

者が依頼に含まれる製品を表示したり、サプライヤーの代わりに依頼を完了するときに使用しま

す。 

サプライヤーが [FTA サプライヤー証明書] 画面を使用せずに原産地証明書のハードコピーを依頼

者に送付した場合、依頼者がシステムで依頼を完了する必要があります。依頼者は [FTA サプライ

ヤー証明書] 画面に依頼されたデータを入力し、送付された原産地証明書をスキャンしたコピーを

添付することで完了できます。 
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列 情報 

[FTA サプライヤー証明書] 画面への外部データ入力の詳細については、このユーザーガイドの

「サプライヤー依頼回答方法」のセクションを参照してください。 

メモ：Supplier Portal Plus（SPP）を使用するように設定している場合、この列は表示されませ

ん。 

証明書 このリンクを選択すると、ONESOURCE FTA Management に保存されているすべての証明書を表

示するグリッドに移動します。 

この機能は、以前の依頼に応じてサプライヤーが提供した原産地証明書を表示する必要がある場

合に特に便利です。 

このグリッドの [証明書名] リンクを選択するとポップアップが開き、保存されている証明書のデ

ータが表示されます。 

コメントを表示 グリッドの下にあるチェックボックスをオンにすると、追加されたコメントが表示されます。 

コメントを追加 このリンクを選択すると、コメントを入力できるポップアップが開きます。入力したコメントを

保存するには、[コメントを追加] を選択します。 

 

 

依頼にコメントを追加 

依頼にコメントを追加するには、[依頼] グリッドから依頼を選択し、右端の [コメントを追加] をクリック

します。 
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[コメントを追加] ポップアップが画面に表示されます。コメントのテキストを入力し、[コメントを追加] 

をクリックします。 

 

コメントが [サプライヤーダッシュボード] の [コメント] グリッドに表示されます。 

 

依頼の詳細情報（子グリッド） 

依頼に関する詳細情報は、以下のスクリーンショットのように、左端の展開矢印をクリックすると表示さ

れます。 
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子グリッドが表示されます。このドロップダウンは、ステータス別（例: [完了]）、協定別（例： [NAFTA-

US]）にまとめられており、ユーザーはそれぞれのドロップダウンを展開/折りたたむことができます。 

 

子グリッドのステータスが [準備 OK] の場合、その依頼はアクションを必要とします。依頼にアクション

を起こすには、[依頼を表示] リンクをクリックします。 
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依頼に複数の協定がある場合、子グリッドには協定ごとに異なるドロップダウンカテゴリが表示されま

す。これは、ステータス（[未完了]、[完了] など）についても同様です。 

 

製品依頼を開く 

メモ：Supplier Portal Plus（SPP）が設定されている場合、[製品依頼を開く] タブは表示されません。 

[未完了の製品依頼] タブには、サプライヤーに割り当てられた未完了の製品依頼がすべて表示されます。

依頼は協定や有効期間（開始日と終了日）別にまとめられ、右端の列には各依頼へのリンクが表示されま
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す。さらに、グリッドの右上にある [フィルターの表示/非表示] ボタンを使用して、このグリッドをフィ

ルタリングすることもできます。検索ボックスに製品番号を入力することでも、その製品番号を含むすべ

ての依頼のリストを取得できます。 

同じ協定の依頼が複数の年で未完了の場合、同じ協定（例：「ASEAN - 中国」）に対して複数の行がグリ

ッドに表示されます。 

このグリッドを展開して、特定の協定の追加情報（製品番号、説明、HS 番号、ステータス）を表示する

こともできます。この情報を表示するには、グリッドから協定を選択し（複数可）、対応する展開矢印を

選択します。 

 

 

[ステータス] 列には以下のステータスがあります。 

準備 OK  証明書はまだ生成されていません。 

受領済み  証明書が生成され、送信されました。 
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依頼に対するサプライヤーの応答 
依頼がサプライヤーに送信されると、サプライヤーは ONESOURCE FTA Management へのログインを促

すメールメッセージを受け取ります。このセクションでは、サプライヤ-が依頼に応答する手順について

説明します。 

まず、依頼の E メールを開きます。E メールの内容を読んでレビューし、「証明書提出依頼」のハイパー

リンクをクリックします。このリンクをクリックすると、サプライヤーは自動的に ONESOURCE FTA 

Management にログインできます。 

E メールのプラットフォームが HTML をサポートしていない場合は URL をコピーします。Web ブラウザ

（Internet Explorer など）を開いて URL を貼り付けます。 

 

サプライヤーが E メールのハイパーリンクから [サプライヤーダッシュボード] 画面を開きます。[サプラ

イヤーダッシュボード] では、依頼者から受信したすべての依頼のレビューと管理が行えます。 

また、各依頼の完了率も表示され、依頼者にコメントを送信する機能も利用できます。 
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依頼の表示 
依頼を表示して詳細情報を確認するには、[サプライヤーダッシュボード] グリッドから依頼を選択し、[依

頼リンク] 列の対応する [依頼を表示] リンクをクリックします。 

 

[依頼を表示] リンクをクリックすると、[サプライヤー証明書] 画面が表示されます。依頼を完了する方法

については、このユーザーガイドの次のセクション、「サプライヤーによる特恵原産地証明書の完了と生

成」で説明します。 
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証明書の表示 
前に依頼に添付された証明書を表示するには、[サプライヤーダッシュボード] グリッドから依頼を選択

し、その依頼の行にある [証明書] リンク（利用可能な場合）をクリックします。 

 

[リンク] 列のハイパーリンクされた証明書名をクリックすると、[証明書] ポップアップに証明書が表示さ

れます。 
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依頼にコメントを追加 
依頼について依頼者に対するコメントを残すには、[サプライヤーダッシュボード] グリッドから依頼を選

択し、その依頼の行にある [コメントを追加] リンクをクリックします。 

 

[コメントを追加] ポップアップが画面に表示されます。コメントのテキストを入力し、[コメントを追加] 

をクリックします。 

 

コメントがダッシュボードの [コメント] グリッドに表示されます。 

 

コメントを表示 

特定の依頼または依頼のグループのコメントのみを表示するには、コメントを表示する依頼を選択し、そ

の依頼の行にある [コメントを表示] チェックボックスをオンにします。チェックボックスをオンにした依

頼のコメントのみが表示されます。 
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サプライヤーによる特恵原産地証明書の完了と生成 
[サプライヤーダッシュボード] の [依頼を表示] リンクをクリックして [サプライヤー証明書] 画面を開きま

す。 

 

証明書を完了、保存、および生成するには、以下に示したタブを使用します。各タブの詳細については、

以下のサブセクションで説明します。 
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製品 

依頼者が選択し、依頼に含まれるすべての製品は [製品] タブのグリッドに事前入力されています。このタ

ブで表示される製品は、依頼ごとに一貫して表示されます。 

• 製品がまだ送信されていない場合は、ステータスは [未送信] になり、グリッドの左端にアクティブな [編

集] リンクが表示されます。 

• 製品がすでに送信されている場合、ステータスは [送信済み] または [受入済み] と表示され、グリッド上

のそのライン品目には [編集] リンクは表示されなくなります。 

 

さらに、一部の補足フィールド（[累積非原産価額] や [労働原産割合] など）もグリッドに表示される場合

があります。これは、証明書の対象となる協定（「USMCA」など）によって完全に異なります。 
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FTA の依頼の必須のセクションおよび/または依頼者から依頼された情報を完了するには、[製品] のグリッ

ドに以下の情報を入力する必要があります。製品グリッドで要求される情報は、FTA/関連書類タイプの要

求に固有のものです。 

グリッドに表示されるフィールドの例は次のとおりです。 

適合 依頼された FTA の規則に適合する製品。 

不適合 依頼された FTA の規則に適合しない製品。 

無効/廃止 サプライヤーが廃止した製品。 

製品番号 内部の製品番号。 

説明 製品の説明。 

HS 番号 製品に関連する統一スケジュールの番号（HS 番号）。 

特恵基準 このフィールドは FTA の要件に合わせて使用したり、顧客ユーザーのニーズに合わせて構成す

ることができます。フィールドの長さは最大 3 文字です。 

生産者 製品の生産者。 

純費用 製品の純費用。 

原産国 協定の加盟国は [原産国] ドロップダウンの上部に表示されます。 

トレース値 依頼者が追加するオプションのフィールド。 

サプライヤー製品

番号 

依頼者が追加するオプションのフィールド。 

メモ（証明書に印

刷） 

印刷した証明書にサプライヤーが含めるメモ。 

表示 証明書を表示します。 

累積非原産価額 累積を必要とする協定（例: CPTPP）に表示される補足フィールド。このフィールドを表示する

には、ユーザーの ONESOURCE FTA Management システム内での設定が必要です。 

テーブル C インジ

ケータ 

累積を必要とする協定（例: CPTPP）に表示される補足フィールド。このフィールドを表示する

には、ユーザーの ONESOURCE FTA Management システム内での設定が必要です。 

[テーブル C インジケータ] フィールドでは、サプライヤーが「Y」（はい）または「N」（いい

え）で指定する必要があります。「Y」 以外の値（「N」または空欄のフィールドなど）は

「N」として扱われます。 

[製品詳細] セクションに入力して完了するには、以下の 2 つの方法のいずれかを使用します。 
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スプレッドシートへの抽出 

[スプレッドシートへの抽出] と [アイテムのスプレッドシートをアップロード] のオプションは設定可能

で、依頼者が機能をオンまたはオフにすることができます。これらの機能が無効になっている場合、[サプ

ライヤー証明書] 画面には [スプレッドシートへの抽出] も [アイテムのスプレッドシートをアップロード] 

も表示されません。 

スプレッドシートのアップロードが無効になっている場合、サプライヤーは方法 2 の手順に従って、FTA 

Management の [サプライヤー証明書] 画面から直接製品のグリッドを入力する必要があります。 

スプレッドシートのアップロードが有効になっている場合、[スプレッドシートへの抽出] をクリックしま

す。 

 

[スプレッドシートへの抽出] をクリックすると、依頼に含まれるすべての製品が入力された Microsoft 

Excel スプレッドシートが作成されます。スプレッドシートが生成されると、サプライヤーはそのスプレ

ッドシートをローカルのハードドライブに保存して、ONESOURCE FTA Management の外部で作業でき

ます。 

スプレッドシートの行に必要な変更を加えます。行は並び替えたり削除したりしても構いませんが、列と

行は挿入しないでください。セルの既存のダウンロードデータは変更しないでください。 
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不適合の製品の場合、サプライヤーは [HS 番号] （まだ入力されていない場合）と [原産国] のみを入力し

ます。[優先基準]、[生産者]、[純費用] は適合している製品のみ入力します。 

スプレッドシートに命名規則はありません。 
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スプレッドシートを更新して保存したら [サプライヤー証明書] 画面に戻り、[アイテムのスプレッドシー

トをアップロード] をクリックします。 

 

[アイテムのスプレッドシートをアップロード] をクリックすると、[スプレッドシートからアイテムデータ

をアップロード] ポップアップが開きます。ポップアップで [参照...] をクリックして、スプレッドシートを

添付します。 

 

スプレッドシートが正常にアップロードされたら、[アイテムにスプレッドシート値を適用] をクリックし

ます。 

 

アップロードプロセス中、ONESOURCE FTA Management ではスプレッドシートデータを使用して、選

択した FTA で必要とされる要素が検証されます。 

ファイルが正常に読み込まれず、画面に検証エラーが表示される場合、スプレッドシートの内容が正確か

どうかをレビューする必要があります。必要な変更を加えて再試行します。 

スプレッドシートの検証エラーが継続する場合は、依頼者に連絡してスプレッドシートのアップロードを

妨げる問題を解決してください。 
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製品グリッドを使用した手動の更新 

製品グリッドにデータを入力して応答を完了するには、[サプライヤー証明書] 画面のグリッドに移動しま

す。 

適合している製品の場合、左端のチェックボックスをオンにして [適合] ボタンをクリックします。 

適合していない製品の場合は、左端のチェックボックスをオンにして [不適合] ボタンをクリックします。 

製品が無効または廃止されている場合は、左端のチェックボックスをオンにして [無効/廃止] ボタンをク

リックします。 

すべての製品がいずれか一方に該当する場合は、代わりに [すべて選択] チェックボックスをオンにするこ

ともできます。 

 

次に、[複数製品を更新] 機能を使用します。以下のいずれかまたはすべてに入力して、選択した製品を更

新します。 

• HS 番号 

• 優先基準 

• 生産者 

• 純費用 

• 原産国 

• トレース値 

• サプライヤー製品番号 

• メモ（証明書に印刷） 

正しい情報が入力できるよう、ドロップダウンのフィールドには必須項目を入力する方法の説明が追加さ

れています。カーソルをドロップダウンの上に置くと説明が表示されます。 
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必要な情報をすべて入力したら、[選択した製品を更新] をクリックします。これで、選択したすべての製

品が [複数製品を更新] の情報で更新されます。この方法は特に、複数の製品が同じ適合性情報を共有して

いる場合に役立ちます。 

 

複数の製品が正常に更新されると、検証のメッセージが画面上部に表示されます。 
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個々の製品の詳細の更新 

個々の製品のレコードを編集するには、[サプライヤー証明書] グリッドから製品を選択し、左端の [編集] 

をクリックします。 

[編集] をクリックすると、サプライヤーはリストの各フィールドに情報を手動で追加または更新できま

す。 

 

[編集] ボタンの一般的な機能は以下のとおりです。実装中のフィールドの設定によって、以下とは異なる

使用が可能な場合もあります。 

• 製品に対して [適合]、[不適合]、「無効/廃止] のいずれかを選択 

• 誤った HS 番号の変更 

• [HS 番号] の空欄への HS 番号の入力 

• [優先基準]、[生産者]、[純費用]、および/または [原産国] の変更。適合製品には、リストの FTA の [原産

国] のみが表示されます。 

• 製品に関連するトレース値の追加（該当する場合） 

• メモの追加 

• サプライヤー製品の参照番号の追加（必要な場合） 

必要な変更を加えます。[更新] をクリックして変更を保存するか、[キャンセル] をクリックして変更を中

止します。 
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一括更新（500 以上の製品） 

500 以上の製品に対応する必要がある場合は、以下の手順に従います。 

グリッドの下部にある [ページサイズ] ドロップダウンをクリックします。 

レコード数を 500（必要に応じて 1000）に増やします。 

 

次に、グリッド内の製品をレビューして含める製品を選択します。含める製品については、その行の左側

にあるチェックボックスをオンにして [適合]、[不適合]、「無効/廃止] から製品に該当するものを選択し

ます。 

 

 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   64 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

[サプライヤー証明書] 画面のフィルタリング 

グリッドの製品をさらに絞り込むために、[サプライヤー証明書] 画面にはフィルタリング機能がありま

す。グリッドの上部にフィルターのフィールドがある列は、フィールドのパラメーターに基づいてフィル

タリングできます。 

フィルターを適用するには、列のヘッダーをクリックして値を入力します。フィルターのボタンをクリッ

クして適用するフィルターを選択します。 

フィルターのオプションはフィールドのタイプ（日付、時刻、数値、英数字など）によって異なる場合が

あります。 

 

含める製品をすべて選択したら、[生成] をクリックします。製品のグリッドには選択した製品の書類に加

え、選択しなかった製品の書類も表示されます。 

製品を追加するには、該当するすべての製品が書類に追加されるまで上記の手順を繰り返します。 

次のステップに進む前に選択した製品の一部またはすべてを検証するには、[選択した製品の検証] をクリ

ックします。この時点でサプライヤーが検証しなかった場合、書類の生成の前にシステムによって検証さ

れます。 
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他の文書を添付 

製品を文書に添付したら、[送信] をクリックして完成した書類を送信します。依頼者が原産地証明書以外

の書類（メーカーの誓約書、FTA 以外の文書など）を依頼する場合は、[他の書類を添付] をクリックして

グリッドの選択したアイテムの一部またはすべてに追加のファイルを添付します。 

 

[他の書類を添付] をクリックすると、[サポート文書をアイテムに添付] ポップアップが開きます。 

ファイルを添付するには [参照...] ボタンをクリックし、ローカルのハードドライブからファイルを選択し

ます。[添付ファイル名] の入力欄を使用して文書の名前を入力します。このフィールドに入力した内容は

すべて [添付ファイル] タブに表示されます。 

 

[参照...] の入力欄にファイルの場所を入力すると、画面に「ファイルが正常にアップロードされました」

というメッセージが表示されます。[添付ファイル名] の入力欄が空白のままの場合、添付ファイルへのリ

ンクは [リンク] として表示されます。 

ファイルをアップロードして依頼の応答に選択したアイテムに添付するには、[チェックされたアイテム

に文書を添付して保存] をクリックします。 
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文書をアップロードすると、サプライヤーは証明書の提出前に [サプライヤー証明書] 画面の [表示] 列の下

にあるリンクを選択して文書を表示または削除できます。 

証明書を提出すると文書を削除することはできなくなります。 

依頼を送信すると、これらのファイルは [依頼の管理] 画面の [添付ファイル] タブに表示されます。 

 

当事者 

[当時者] タブは輸出業者、輸入業者、または生産者の情報のレビューと変更に使用します。サプライヤー

が依頼された協定ごとにタブが表示されます。サプライヤーは [署名] タブに移動する前に各タブの情報を

入力する必要があります。 

当事者の情報を更新するには、[当事者情報を編集] または [他の FTA からコピー] をクリックします。 
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当事者情報の編集 

「当事者情報の編集」のポップアップでは、当事者の名前、住所、納税 ID、E メールアドレスを追加した

り編集したりすることができます。この画面には 4 つのタブがあります。 

• 輸出業者情報 

• 輸入業者情報 

• 生産者情報 

• 認定者情報（USCMA が、選択された貿易協定である場合） 

 

必要な変更を行い、ポップアップ下部の [輸出業者情報を保存する] をクリックします。さらに、  

• [住所 1] が 200 文字を超える場合、字数を超える分は [住所 2] [住所 3] [住所 4] を使用して入力することができ

ます。 

• [国コード] ドロップダウンには、国名と ISO 国コードの両方が含まれています。 

• オプションがあり、[情報のコピー元] または [その他使用] のドロップダウンを使用すると、入力済みのタブか

ら別のタブに情報をコピーできるので、再度情報を入力する必要がありません。そこで利用可能なオプション

は、アルファベット順に並んでいます。 

• 輸入者が複数の場合は [名前] のフィールドで [その他] を選択し、自由貿易協定の許可に従って [住所] と [納税

者番号] の入力欄を空白のままにします。 

• [生産者情報] タブは、実装中のシステムの構成によってはボックスが 2 つ追加される場合があります。そのう

ち 1 つ目のボックス（[生産者として輸出業者の情報を使用]）を選択すると、[輸出業者情報] を [生産者] タブ

にコピーできます。2 つ目のボックスを選択すると、[生産者名] の入力欄に「依頼に応じて税関に提供可」と

入力されます。 
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当事者情報の編集 - 認定者情報（USMCA） 

[認定者情報] タブ（USMCA の場合に表示されます）には、[選択した証明書からコピーする] と [この情報

を署名として使用する] の 2 つのチェックボックスがモーダルの下部に追加されています。 

 

[パーティー情報を保存する] ボタンをクリックしたときに、[この情報を署名として使用する] チェックボ

ックスがオンになっている場合は、[署名] タブの対応するフィールドに認定者の情報が自動的に入力され

ます。 
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これらの変更を保存するには、[続行前に保存] ボタンをクリックし、[署名] タブに移動します。 

 

すべてのステップが完了して文書が生成されると、署名情報は以下の例のように表示されます。 
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他の FTA からコピー 

[他の FTA からコピー] リンクは、ある協定の当事者から別の当事者へと当事者の情報をコピーするときに

使用します。 

別の FTA の情報をコピーするには、コピーする協定のチェックボックスをオンにします。次に、ドロッ

プダウンを使用してコピーする FTA を選択して [保存] をクリックします。 

 

続行前に保存 

[続行前に保存] は未完成の証明書に加えられた変更を保存して、処理中のデータが消失しないようにする

ために使用します。この操作が完了すると、[当事者] タブのラベルが [（未完了）] から [（完了）] に変わ

ります。 
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署名 

[署名] タブは、サプライヤーの署名情報を保存および変更するために使用します。このタブのフィールド

は以下のとおりです。 

署名日 保存した署名に表示される日付。現在の日付でも将来の日付でも構いません。これは必須フィ

ールドです。 

署名企業 サプライヤーの企業。これは必須フィールドです。 

署名名 署名者の名前。これは必須フィールドです。 

署名のタイトル 署名者の役職。これは必須フィールドです。 

署名音声/ファッ

クス 

署名者の電話番号とファックス番号。これはオプションのフィールドです。 

サプライヤーが証明書を送信するまでは、署名日は常に現在の日付にデフォルト設定されます。この場

合、「署名日が現在の日付に更新されました」という検証メッセージが画面に表示されます。 

 

署名日を現在の日付より前の日付にして送信しようとすると、エラーメッセージが画面に表示されます。

このような場合は、「署名日」の値を現在の日付または将来の日付に修正してください。 

 

[続行前に保存] をクリックすると、この時点までに証明書に加えられた変更が保存されるため、データが

消失することはありません。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   74 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

署名を保存すると、[署名] タブのラベルが [（未完了）] から [（完了）] に変わります。 
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追加フィールド 

[追加フィールド] タブでは、サプライヤーは [製品] タブの標準のフィールドのほかに依頼されたり必要に

なる可能性のある補足情報を入力できます。[追加フィールド] は必要な場合にのみ表示されます。 

[続行前に保存] リンクは、証明書に加えられた変更が失われないように変更が保存されるまでサプライヤ

ーを待機させます。 

 

文書を生成 

以下の手順が完了すると、サプライヤーは特恵原産地証明書、申告書類、および/または他の必要な文書

を生成できます。 

• 証明書に追加される製品はすべて更新され、サプライヤーの応答に追加されます。 

• 必要な添付書類をすべてアップロードします。 

• すべての当事者情報と署名情報を入力します。 

• これまでのすべてのデータを保存します。 

[文書を生成] タブでは、証明書の開始日と終了日の変更、電子署名の付加、以前提出された書類の表示、

依頼された FTA プログラムの原産地証明書の生成が行えます。 

 

依頼日 

依頼日を変更するには、カレンダーのボタンを使用して新しい日付を選択し、[選択されたアイテムに適

用] をクリックします。サプライヤーは証明書の日付を変更できますが、書類の提出時に新しい日付を受

領するか拒否するかは依頼者が判断する点に注意してください。 
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電子署名 

[電子署名を含めますか?] チェックボックスをオンにすることで、電子署名を含めることができます。 

メモ：レポートで署名が不要なときに署名を生成した場合は、生成するレポートには、署名は不要で、表

示されないというレポートが表示されます。 

 

 

 

1. ボックスをオンにすると、ページは更新します。文書に表示する署名を入力し、[電子署名の生成] をクリックしま

す。 

 

2. 署名のプレビューが表示されます。削除する場合は、[削除する画像をクリック] をクリックします。 

 

以前提出された書類 

[以前提出された書類] セクションでは、サプライヤーは現在の依頼のために以前に提出された書類を表示

できます。さらに、[製品数] では、依頼（一部または全体）に含まれていた製品数を確認することができ

ます。 
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文書を生成 

適切な FTA リンクをクリックすると、選択した製品の検証が実行されます。 

 

検証が正常に実行されると、書類が生成され、印刷できるよう追加のリンクが表示されます。 

税関書類を生成する場合、税関書類のアップロードに使用するリンクが追加されます。 

 

画面上部には「レポートの生成が正常に完了しました」というメッセージが表示されます。 

 

検証メッセージの解決 

検証が成功しなかった場合、[検証メッセージ] タブがユーザーに表示されます。このタブには、すべての

未解決の検証問題が表示されます。続行するには、これらの問題を修正する必要があります。警告とエラ

ーの 2 つの検証タイプがあります。 

警告 対応せずに上書きすることができます。通常は顧客ユーザーに依頼されたカスタムの検証で生成されます。 

エラー 完全に停止し、問題が解決するまで文書は生成できません。通常はコンテンツに対して製品データを確認し

たとき、または顧客がカスタムの検証のために完全停止を求めたときに発生します。 

検証の問題（警告またはエラー）を修正するには、修正する検証のメッセージをグリッドから選択しま

す。次に、検証の問題の行の左端にある [編集] リンクをクリックします。 
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[編集] リンクをクリックすると、[製品を編集] ポップアップが開きます。このポップアップには選択した

製品のすべての検証のメッセージが表示されます。必要な変更を行い、依頼者に変更（上書きした場合は

変更を加えていないこと）についてメモを残します。 

変更を保存して作業を続けるには [保存] をクリックします。 

すべての変更を保存してポップアップを閉じるには [保存して閉じる] をクリックします。 
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最後の検証エラー/警告が解決されると、画面上部に以下のメッセージが表示されます。 
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検証の警告の上書き 

サプライヤーは検証の警告に従わなくてもよい場合があります。検証エラーは解決する必要があります

が、検証の警告を上書きして必要な書類を生成できます。 

検証の警告を上書きするには、[検証メッセージ] グリッドに移動します。[検証タイプ] 列に「エラー」の

みが表示されるようにフィルタリングします。 

上書きする警告を選択し、その警告の左側にあるチェックボックスをオンにします。[すべて選択] チェッ

クボックスをオンにするとすべての検証の警告が選択されます。 

[上書き] をクリックします。これですべての検証警告が上書きされます。検証エラーについては、このユ

ーザーガイドの「検証メッセージの解決」のセクションで説明したように解決する必要があります。 
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書類（検証メッセージの解決後） 

すべての検証エラーと警告をレビューして修正/上書きしたら、サプライヤーは [文書を生成] タブを再度

表示して、このユーザーガイドの「文書を生成」セクションの説明に従って必要な書類を生成できます。 

各書類には印刷用のリンクが表示されます。 

 

選択した書類のプレビューが画面に表示されるため、情報が正しいか確認できます。サプライヤーが生成

した処理にロゴを追加することはできません。 

インターネットブラウザの [ファイル]、[印刷]、または [名前を付けて保存] 機能を使用して、書類を印刷

したりローカルのハードドライブに保存することができます。 

書類の印刷、署名、サプライヤーのコンピューターへの読み込みを終えたら、[署名済み…] ボックスの横

にある [参照] をクリックします。これで、サプライヤーは依頼に対する署名済みの書類のコピーをアップ

ロードできます。 

すべての署名済みの書類をアップロードしたら、[提出書類が署名済みの場合はチェック] ボックスをオン

にします。この操作により、[文書を提出] リンクが有効になります。 

[文書を提出] をクリックして、要求応答を完了します。証明書が正常に提出されたかどうかを示すメッセ

ージが画面上部に表示されます。 

 

一部の適合製品が同じ証明書に含まれていない場合、サプライヤーは上記の手順に従って複数の証明書を

作成し、依頼されたすべての製品を元の依頼に対する応答の一部として提出できます。 

メモ：原産地証明書の添付は [書類を生成] タブの [署名入り証明書] フィールドの横にある [参照] 機能を

使用して行う必要があります。[製品] タブの [他の書類を添付] 機能を使用して書類を添付しないでくださ

い。 

依頼者がサプライヤーの情報を拒否したり追加情報を依頼したりしない限り、サプライヤーは依頼を正常

に完了したことになります。 

また、[サプライヤーダッシュボード] に表示されている、サプライヤーと依頼者の両方の依頼の完了率が 

100% に更新され、依頼が完了したことを示しています。 
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サプライヤーによる長期サプライヤー申告書の提出 
ほとんどのヨーロッパの自由貿易協定では、優遇原産地の証拠として長期サプライヤー申告書を受領しま

す。この書類の生成に対応するために、サプライヤーは以下に示すように [製品] タブに追加情報を入力す

る必要があります。 

これらのフィールドは長期サプライヤー申告書を生成する可能性のある協定に対して表示されます。 

 

第二文書言語 ドロップダウンから使用可能な言語を選択します。（オプション） 

累積を使用 累積を使用する場合はこのチェックボックスをオンにします。オンにすると、[国を選択] ハイパー

リンクをクリックして表示されたポップアップに従って適切な累計国を選択するよう求められま

す。 

 
[国を選択] をクリックすると、[国] ポップアップが開きます。 

申告に国を追加するには、国の対応するチェックボックスをオンにします。必要なすべての国がオンにな

るまでこの操作を繰り返します。[選択した国を使用] をクリックして完了します。 

これらの国には累積規則に基づいて優遇措置を受ける資格が必要です。 
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1 枚の長期サプライヤー申告書にすべての適合製品の出力を統合するには、[複数協定レポートを生成] ボ

タンをクリックします。 

 

[複数協定レポートを生成] を選択すると、第二文書言語を選択するオプションが表示されます。[証明書の

開始日] と [証明書の終了日] を更新します。次に、レポートで統合する協定のチェックボックスをオンに

します。[生成] をクリックして続行します。 

 

サプライヤーによる政府証明書の提出 

一部の地域は自由貿易協定に参加しており、通常は政府当局によってシステムの外部で依頼文書が生成さ

れます。これらの協定の依頼プロセスでは、依頼された製品情報と添付文書をシステムで書類を生成せず

に提出できます。 

[依頼の管理] 画面は他の協定と同様に、アジア太平洋の自由貿易協定で定義されているプロセスにも対応

しています。 

サプライヤーは必要に応じて、システム文書を生成する代わりに規制当局から提供された文書をアップロ

ードして依頼を完了することができます。システムは協定ごとに書類のアップロードと生成が必要とされ

る複数の FTA の依頼にも対応しています。 
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サプライヤーによる非優遇原産国申告書の提出 
原産国申告書の証明書提出依頼に応答するサプライヤーは、優遇証明書について定義されたものと同じプ

ロセスに従います。ただし、[製品] タブに必要な情報は以下に制限されます。 

• HS 番号 

• 原産国 

• メモ（必要に応じて） 

• サプライヤーの製品番号（依頼された場合） 

材料の [適合] または [不適合] のステータスに関する情報（例: [優先基準]、[生産者]、[純費用]、[トレース

値]）は、要請依頼の発行者が含めている場合にのみ必要です。 

依頼の承諾および対応 
依頼が作成または送信されると、ユーザーは承諾および応答することができます。依頼は、単一の協定で

も複数の協定でも可能です。 
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複合的な依頼で文書が承諾または拒否されると、このアクションは元の依頼の商品にも反映されます。 

 

この画面では、[フィルターの表示/非表示] ボタンをクリックして、このユーザーガイドの他の章で説明さ

れているように、個々のフィルターを利用することで、列をフィルタリングすることも可能です。 
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特定の依頼およびその関連製品の詳細情報を表示するには、協定および依頼のそばにある展開矢印を選択

してクリックします。 
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Supplier Portal Plus（SPP） 
Supplier Portal Plus（SPP）は、顧客の公認サプライヤーがポータル内で「軽量」版の BOM 分析を実行で

きるオプションの機能です。サプライヤーは自社の BOM を読み込んで、依頼された部品や BOM 全体を

分析できます。また、適合する部品の FTA 証明書の作成と顧客への送信はすべてポータル内で行えます。 

Supplier Portal Plus は以下の 2 つの画面で構成されます。[SPP 製品リスト] 画面と [SPP 分析] 画面。 
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SPP 製品リス

ト  

この画面にはすべてのサプライヤーの依頼された製品の一覧が表示されます。そのサブグリッド

には分析結果と各協定の製品の提出状況が表示されます。また、この後で説明する [SPP 分析] ペ

ージへのリンクも含まれています。 

この画面は [サプライヤー証明書] 画面に似ていますが、それに代わるものではありません。詳細

については、このチャプターの「SPP（製品）リスト」のセクションを参照してください。 

SPP 分析  この画面では、BOM がダウンロード可能なスプレッドシートテンプレートでフォーマットされて

いる場合、サプライヤーが BOM を分析できます。そのテンプレートへのリンクが画面に表示さ

れます。 

この画面の詳細については、このチャプターの「SPP 分析（BOM をアップロード）」のセクショ

ンを参照してください。 

メモ：詳細については、Excel スプレッドシートの SPP Template Instructions を参照してください。 

SPP（製品）リスト 
[SPP 製品リスト] 画面には、サプライヤーの依頼された製品のリストが表示されます。詳細は以降の各セ

クションで説明します。 

 

Supplier Portal Plus を使用するようシステムが構成されている場合、以下の手順で [SPP 製品リスト] にア

クセスできます。まず、[依頼の管理] 画面を開き、[サプライヤーダッシュボード] ビューをクリックしま

す。 

 

 

https://helpcenter.thomsonreuters.com/onesource-global-trade-management/Content/46%20-%20FTA%20Supplier/zz-excel/SPP_Template_Instructions.xlsx
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[サプライヤーダッシュボード] を開いたら、[依頼を表示] リンクをクリックします。 

 

[依頼を表示] リンクをクリックすると、[SPP 製品リスト] 画面が開いて以下の情報が表示されます。 

• 製品番号 

• ステータス（[提出] または [未提出]） 

• サプライヤーが BOM のアップロードと分析に使用できるリンク 

• 製品に適用される協定 

• 製品に添付済みの文書 

追加の製品情報を表示するには、グリッドから製品を選択し、その行の左側にある展開矢印をクリックし

ます。 

 

適用される協定、依頼のステータス、分析のステータスがサブグリッドに表示されます。 
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連絡先情報を更新 

サプライヤーの情報を変更または更新する必要がある場合は、グリッドの上にある [連絡先情報を更新] ボ

タンをクリックします。 

 

[連絡先情報を更新] をクリックすると、[連絡先情報を編集] ポップアップが開きます。必要な変更を加え

た後、[情報を保存] をクリックします。[SPP 製品リスト] 画面に戻ります。 
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詳細ビュー 

詳細ビューでは、製品を分析した後に複数の製品を選択し、特定の契約に関連する、選択したすべての製

品を網羅した文書を生成できます。 

 

 

文書を生成 

単一の文書を生成することも、FTA（自由貿易協定）に基づいて複数の製品を 1 つの文書に統合すること

も可能です。これを行うには、グリッドから目的の製品を選択し、[文書を生成] ボタンをクリックしてく

ださい。必要に応じて、すべての項目を選択することもできます。 

 

システムは適切な文書を生成し、[文書] 列に表示します。 

 

DOO をアップロード 

文書をアップロードする準備ができたら、[DOO をアップロード] ボタンをクリックしてください。モーダ

ルウィンドウが表示され、複数の製品が記載された文書のうち、アップロードと関連付けたい文書を選択

できます。  

 

文書に含まれる製品を確認するには、矢印を選択してください。 
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[ファイルを選択] ボタンをクリックし、お使いのコンピューターからファイルを選んでください。 

 

 文書を提出 

提出の準備が整ったら、対象の製品を選択した後、[文書を提出] ボタンをクリックしてください。 

 

 

裏付け書類をアップロード 

必要な裏付け文書をアップロードする場合は、対象製品を選択し、[裏付け文書のアップロード] ボタンを

クリックしてください。[添付ファイル名] フィールドで各ファイルに任意の名前を付けることができ、必

要に応じて同一文書の複数バージョンをアップロードすることも可能です。 

対応ファイル形式: jpg、gif、png、pdf、bmp、xls、xlsx 
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ファイルを選択すると、画面に [ファイルのアップロードに成功しました] というメッセージが表示されま

す。 画面を閉じるには、[保存して選択項目に書類を添付] を選択してください。 

 

メモ：添付文書を追加または削除できるかどうかは、依頼のステータスによって異なります。依頼のステ

ータスが [送信済み] または [受領済み] の場合、添付文書グリッド内のチェックボックスは無効になり、添

付文書の変更は行えません。 

 

ダッシュボードに戻る 

サプライヤーダッシュボードに戻るには、[ダッシュボードに戻る] リンクをクリックします。 
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SPP 分析（アップロードと分析） 
BOM のアップロードと分析を行うには、グリッドからレコードを選択し、その行にある [アップロードと

分析] リンクをクリックします。 

 

このページは新しいタブで開くので、最初のタブにある元の製品リストにアクセスできます。 

 

[アップロードと分析] をクリックすると、[アップロードと分析] 画面が開きます。この画面には 4 つの手

順があり、それぞれに以下のサブセクションがあります。 

• BOM をアップロード 

• 部品表を編集 

• 分析と結果 

• 文書を生成 

 

BOM をアップロード 

プロセスの ［BOM をアップロード］ の段階では、BOM のスプレッドシートを指定したテンプレートで

提供できます。 

空のテンプレートを取得するには、[スプレッドシートテンプレートをダウンロード] ボタンを選択しま

す。 
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1. テンプレートが開いたら、[編集を有効化」を選択します。 

2. 各フィールドに BOM 情報を入力します。[説明] 列にはテンプレートの正しい記入方法が記載されているた

め、必ず確認してください。 

 

3. 必要な情報をすべて入力したら、テンプレートをローカルドライブに保存します。 

4. [SPP 分析] 画面に戻ります。 

5. [ファイルを選択] を選択します。 

6. ローカルデータベースから該当ファイルを見つけて選択します。 

7. [開く] を選択します。 

アップロード後、確認メッセージが画面に表示されます。 

アップロードに問題がある場合、[検証エラー] タブが表示されます。このタブはエラーが発生した場合に

のみ表示されます。 

エラーの発生箇所とその理由を詳細に説明するグリッドを表示するには、[検証エラー] タブに移動しま

す。[検証エラー] タブに表示される内容の詳細については、以下の表を参照してください。 

列 説明 

ユーザー名 スプレッドシートをアップロードした人のユーザー名が表示されます。 

ファイル名 エラーが含まれるスプレッドシートの名前が表示されます。 

行番号 スプレッドシート内でエラーが見つかった Excel© の行を示します。 

フィールド名 エラーが発生したスプレッドシート内の特定のフィールドを指し示しま

す。 

検証エラーメッセージ エラーの原因を示す、グリッドの最も重要な部分です。 
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メモ：一部のエラーメッセージは標準的ですが、それ以外のエラーメッセージは特定の状況に合わせてカ

スタマイズできます。 

 

部品表を編集 

BOM をアップロードすると、サプライヤ-はプロセスの ［部品表を編集］ に進むことができます。BOM 

の情報は ［完成品］ グリッドと ［購入部品］ グリッドに表示されます。すべてのデータをレビューして

必要な変更を加えます。 

完成品または購入部品に変更を加える必要がある場合は、 

1. 変更する品目を選択し、その行にある ［編集］ ボタンをクリックします。 

 

2. 選択した行は読み取り/書き込みが可能になります。必要な変更を加えた後、[更新] をクリックします。 

 

必要な変更をすべて行ったら、[分析と結果] タブをクリックして次の手順に進みます。 

 

分析と結果 

チェックボックスを使用して協定（複数可）を選択し、[分析を開始] ボタンをクリックします。 
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[分析を開始] をクリックすると、BOM 分析プロセスが開始します。分析が完了すると、画面に以下のシ

ステムメッセージが表示され、[結果] の値が [分析済み] に変わります。 

 

分析が完了したら、[文書を生成] タブをクリックして次のプロセスステップに進みます。 

 

文書を生成 

新しい申告書の生成 

新しい申告書を生成するには、 

1. 対応するチェックボックスをクリックし、グリッドから協定（複数可）を選択します。 

 
2. 有効期間を選択します。 

 
3. 文書の署名と企業情報を入力します。 
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4. 必要に応じて、相手先情報（荷受人名と荷受人住所）と BOM 情報（工場名と工場住所）を入力します。これ

は、アップロード処理には必須ではありません。情報を入力したら、保存ボタンをクリックします。 

 
5. 既存の申告書を提出するには、[ファイルを選択] ボタンをクリックし、ローカルドライブからファイルを選択し

ます。ファイルを選択したら、[文書を提出] ボタンをクリックしてください。 

 

6. 申告情報の入力が完了したら、[文書を生成] を選択します。 

 

追加情報 

 

[追加情報] セクションでは、入札に関連する各契約が個別のタブとして表示され、契約固有の詳細情報を

保存できます。このセクションに入力したデータは、参照用として画面に表示されます。ただし、レポー

トには含まれず、入札管理システムやその他の外部システムとの同期も行われません。  

[RVC] フィールドには、SPP 分析を通じて BOM が取得した RVC パーセンテージを入力できます。入力が

完了したら、[追加情報を保存] を選択してください。  
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サプライヤーが提出した証明書のレビュー 
サプライヤーが証明書を提出すると、依頼者は依頼した情報/書類をレビューする準備ができていること

を通知する E メールを受信します。E メールの件名は「送信された依頼への回答」です。 

この E メールは ONESOURCE FTA Management にログインしてサプライヤーが提出した情報/書類をレビ

ューし、受領するか拒否するかの判断を依頼者に促すことを目的としています。 

サプライヤーの提出物をレビューおよび受領/拒否する方法については以下で説明します。 

 

サプライヤーが応答を送信すると、[依頼の管理] 画面の依頼のステータスが [必要なアクション] に変わり

ます。 

 

依頼を表示するには、[FTA] メニューから [依頼の管理] 画面を開きます。 
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グリッドから最近送信された依頼の応答を選択します。これらの [ステータス] は [必要なアクション] にな

っています。[依頼の管理] 列で [表示] をクリックします。 

 

[依頼の管理] 画面に移動し、サプライヤーが提供した依頼の応答に関する情報と証明書を表示できます。 

サプライヤーが提供した情報を表示するには、[書類] タブを開きます。提供された情報に応じて、タブに

は申告書類、特恵原産地証明書、または税関書類が表示される場合があります。 

 

 

文書のレビュー 
文書を開くには、グリッドから文書を選択し、リンクされた名前をクリックします。正確かつ完全である

ことをレビューします。 
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左端の矢印アイコンをクリックすると、グリッドが展開して詳細が表示されます。矢印をクリックする

と、提出した文書に含まれるすべての製品の詳細が表示されます。ビューを展開すると、依頼の応答に含

まれるすべての製品のより詳細な情報をレビューできます。 

検証機能（右端）では、提供された情報に対してユーザー定義の検証を実行できます。これは、依頼から

送信された情報（HS 番号、原産国など）をサプライヤーが変更したかどうかを迅速に判断するのに役立

ちます。変更によっては拒否の原因になる可能性があります。 
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レビュー後の文書の受領 
ユーザーはレビュー後の情報が正確かつ完全であることを前提に、サプライヤーから送信された情報を受

領することができます。 

文書を受領するには、[依頼の管理] 画面の [文書] タブで文書を選択し、右端の [受領] をクリックします。 

 

[受領] をクリックすると、確定のための [ドキュメントを受領] ポップアップが画面に表示されます。[受

領] をクリックして確定するか、[キャンセル] をクリックして [依頼の管理] 画面に戻ります。 

協定に生産者情報が必要な場合は、サプライヤーが選択した生産者を確認します。生産者情報が変更され

ても、システムの情報証明書は変更されません。ただし、更新された情報は将来使用できるよう、製品を

顧客証明書に追加したときに保存されます。 

 

[受領] をクリックすると、そのレコードに対して [受領] ボタンと [拒否] ボタンが使用できなくなり、[ス

テータス] 列が [受領済み] に変わります。 

 

承認された製品で構成される部品表（BOM）の場合、BOM の原産地証明書のステータスが更新されて、

製品の承認済みの原産地証明書が表示されます。 
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証明書が受領されると、ONESOURCE Global Classification の製品レコードと [FTA 製品レコード] 画面の

両方に保存されます。 

原産地証明書の検索と取得の方法の詳細については、このユーザーガイドの「FTA 製品レコード」のセク

ションを参照してください。 
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依頼に関するすべての製品レコードの無効化 

場合によっては、依頼から作成されたすべての製品レコードを無効にする必要があります。その場合、ユ

ーザーはオプションで依頼を開いてすべての製品レコードを同時に無効にすることができます。 

この機能を使用する場合、ユーザーは、依頼のすべての製品レコードを無効にする必要があることを確認

してください。このアクションを元に戻すことはできません。 

すべての製品レコードを無効にするには、依頼を開きます。[依頼の管理] 画面で [文書] タブを開きます。

依頼のすべての製品レコードを無効にする必要があることを確認してから、[すべての製品レコードを無効

にする] をクリックします。 

 

[すべての製品レコードを無効にする] をクリックすると、確定のための [すべての無効を確認] ポップアッ

プが開きます。 

レコードの無効化を確定するには、[OK] をクリックします。 

変更を取りやめてキャンセルするには、[キャンセル] または [X] をクリックします。 
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サプライヤーが提出した情報の拒否 

サプライヤーが提出した情報が受領されない場合、拒否のメッセージをサプライヤーに送信できます。そ

のメッセージによって、拒否の原因とともに情報が拒否されたことをサプライヤーに通知します。 

文書を拒否するには、[依頼の管理] 画面の [文書] タブで文書を選択し、右端の [拒否] をクリックします。 

 

[拒否] をクリックすると、確定するための [ドキュメントを拒否] ポップアップが開きます。テキストボッ

クスに拒否の理由を入力してから [拒否] をクリックします。そのメッセージが E メールでサプライヤーに

送信されます。 

 

文書は [依頼の管理] 画面の [文書] タブに表示されなくなります。ただし、依頼者とサプライヤーの両方の 

[サプライヤーダッシュボード] に拒否のメッセージが表示されます。拒否のメッセージは [依頼の管理] 画

面の [コメント] セクションにも表示され、依頼のステータスが [拒否] に更新されます。 
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BOM アップロード 
[部品表の編集/アップロード] 画面は以下のプロセスに使用します。 

• 外部の Microsoft Excel スプレッドシートから部品表（BOM）をロード 

• 在庫のトランザクションから BOM の詳細をインポート 

• 新しい BOM を作成 

• 既存の BOM に完成品/部品情報を手動で入力 

この画面は [FTA] メニューから [BOM のアップロード] を選択すると開くことができます。 

 

BOM のアップロード（MS Excel スプレッドシート） 
スプレッドシートをアップロードするには、[参照...] をクリックしてスプレッドシートを選択します。ス

プレッドシートを選択したら [BOM をアップロード] をクリックします。 

 

メモ：スプレッドシートのアップロードまたはインターフェイスを介して読み込まれた BOM に無効な情

報が含まれている場合も、データの消失を防ぐため、レコードを編集用に開いた際には [部品/原料] セク

ションのドロップダウンに無効な値が保持されます。既存の値をそのまま使用するか、ドロップダウンか

ら有効なエントリを選択することができます。 
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既存の BOM のコピー 
既存の BOM をコピーするには、[部品表] ドロップダウンをクリックして、リストから BOM を選択しま

す。BOM の名前またはその一部がわかっている場合は、[部品表検索] にその名前を入力して検索するこ

ともできます。 

 

BOM を選択したら [コピー] をクリックします。 

 

BOM の複製が生成され、下のグリッドに [BOM 名称の変更] として表示されます。[編集] リンクをクリッ

クして、複製した BOM の名前を変更します。 
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[部品表] フィールドの名前を変更してから [更新] をクリックします。 
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BOM の手動入力 
BOM を手動で入力するには、[新規作成] をクリックします。 

 

新しい完成品 

[新規作成] をクリックすると、[新しい完成品] ポップアップが開きます。表示されたフィールドに必要な

データをすべて入力し、[新しい BOM を追加] をクリックします。 

 

以下に示すように、完成品がグリッドに表示されます。 

別の完成品を追加するには、上記の手順を繰り返します。 

完成品を更新するには、左端の [編集] をクリックします。 
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列のヘッダーのフィールドは読み取り/書き込みが可能になります。必要な変更を加えたら [更新] をクリ

ックします。 

 

新しい部品/原材料 

[完成品] グリッドの下にある 2 番目のグリッドは部品と原材料のためのグリッドで、フィルタリングが可

能です。 

 

部品/原材料の情報を追加するには、[行を追加] をクリックします。 

 

[行の追加] をクリックすると、[新規購入部品] ポップアップが開きます。表示されたフィールドに必要な

データをすべて入力します。 
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BOM に複数の部品があって、それが最後の部品ではない場合、[新しい PC を追加して次を追加] をクリッ

クします。すべての部品と製品がグリッドに表示されるまでこれを繰り返します。 

BOM に部品が 1 つしかないため、それが最後の部品になる場合、[新しい PC を追加して閉じる] をクリッ

クします。 

 

入力を完了したすべての部品は [部品/原料] グリッドに表示されます。 

部品を更新するには、左端の [編集] をクリックします。 

 

列のヘッダーのフィールドは読み取り/書き込みが可能になります。必要な変更を加えたら [更新] をクリ

ックします。 

 

PC HS 番号オーバーライド 
[PC の HS 番号上書き] をクリックすると、HS 番号のないすべての部品に完成品の HS 番号が自動的に入

力されます。 

BOM が更新されたら、空の部品の HS 番号の入力欄に完成品の HS 番号が入力されていることを確認しま

す。 
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ソースから入力 
[ソースから入力] は、不足している情報を別のソースから BOM に取り込むために使用します。ソースに

は、ONESOURCE Foreign Trade Zone Management の Item Master や ONESOURCE Global Classification 

などのソリューションがあります。 

この機能を使用するには、完成品と部品の BOM をレビューします。チェックボックスのある列は更新で

きます。更新する列を選択して対応するチェックボックスをオンにします。 

 

必要な列をクリックしたら [ソースから入力] をクリックします。BOM が更新されるまで待機します。入

力のソースは実装するときに設定されます。追加の BOM のフィールドを設定できます。追加のフィール

ドが必要な場合はシステム管理者に連絡してください。 
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BOM 分析 
[BOM 分析] 画面では、製品の適合性を判断する際に分析する BOM を選択します。適合性は FTA 規則エ

ンジンで設定された各自由貿易協定に固有の原産地の規則に基づいています。 

この画面にアクセスするには、[FTA] メニューから [BOM 分析] を選択します。 

 

[BOM 分析] メニュー項目の下には以下の 7 つのタブがあり、BOM 分析を容易に行えます： 

• 選択された BOM 分析 

• 一括 BOM 分析を開始 

• 一括 BOM 分析結果 

• リンク協定 

• 資格情報  

• RVC 方式の選択 

• 規則変更分析 

これらのタブの詳細については、以下のサブセクションで説明します。 
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選択された BOM 分析 
分析する製品の選択（複数可） 

分析を開始するには、[開始] と [終了] の日付パラメーターを指定します。日付は手動で入力するか、右側

のカレンダーボタンを使用して選択します。 

 

パラメータを設定したら [複数製品を選択] をクリックします。 

 

[複数製品を選択] をクリックすると、選択した使用可能な製品を一覧表示したポップアップが開きます。

これらの製品は、指定した [開始] と [終了] の日付の範囲内の BOM に属します。 

[テンプレートのアップロード] をクリックします。 

 

テンプレート内のレコードに問題がある場合は、[アップロード失敗のレコード] リンクに表示されます。

問題がない場合、アクティブの BOM レコードが画面に表示されます。 
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分析する製品を選択するには、その製品の左側にあるチェックボックスをオンにします。一覧が長い場

合、オプションで [製品番号]、[説明]、または [工場 ID] でフィルタリングして検索できます。 

ポップアップのそのページを保存するには、[保存] をクリックします。分析に必要なすべての製品を選択

するまで製品の一覧のページを進めます。 

分析に必要なすべての製品を選択したら [保存して閉じる] をクリックします。 

 

選択した製品は [選択された BOM 分析] タブのグリッドに表示されます。 

選択した製品に複数のレベルまたは部品組み立て品がある場合、下位レベルの BOM の情報を展開する矢

印が表示されます。 

下位レベルの BOM を表示するには、展開矢印をクリックします。 

 

サブレベルに追加のサブレベルが含まれる場合、別の展開矢印が表示されます。 
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分析する協定の選択 

次の手順では BOM 分析を行う協定を選択します（複数可）。 

協定を選択するには、[協定を選択] をクリックします。 

 

[協定を選択] をクリックすると、[処理する協定を選択] ポップアップが開きます。協定の一覧をレビュー

して分析する協定を選択します。 

協定を選択するには、その協定の左側にあるチェックボックスをオンにします。画面の下部にある [選択

した協定を使用] をクリックして続行します。 

協定を選択しないと、BOM 分析は選択された製品に適用されるすべての協定に対して実行されます。 
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選択した BOM 分析のグリッドのレビュー 

製品と協定を選択したら、下のグリッドに不足しているデータがないかレビューします。必要なデータが

不足していないか確認するには [確認] フィールドを使用します。この列に [有効] と表示されている場合、

その BOM は分析に使用できます。 

 

[BOM を表示] リンクをクリックすると、BOM の編集可能なコピーが開きます。不足しているデータ要素

がある場合は、この画面に追加できます。 

 

複数レベル BOM の場合、組立部品を選択すると部品組み立て品も検証されます。部品組み立て品に検証

エラーがある場合、[検証] フィールドにエラーが表示されます。エラーがない場合は [有効] と表示されま

す。部品組み立て品を表示するには左側の展開矢印をクリックします。 

 

分析する BOM を選択するには、BOM の左端の対応するチェックボックスをオンにします。列の上部にあ

るチェックボックスをオンにすると、すべての BOM が選択されます。 
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必要な BOM を選択したら [送信] をクリックします。 

 

BOM 分析結果のレビュー 

[送信] をクリックすると、設定の範囲内で一致した選択した FTA に対して各 BOM が検証されます。[選択

された BOM 分析] タブのグリッドが更新され、以下が表示されます。 

• BOM が適合/不適合だった規則、および選択した FTA 

• BOM が適合/不適合だった理由の簡単な説明 

• [詳細]、[ワークシート]、[BOM 概要] 列の追加詳細 

子グリッド 

一部の BOM には、子（詳細）情報と親情報が含まれています。グリッドの左端にある展開矢印をクリッ

クすると、選択した BOM の子レコードが展開されます。 

 

この情報は、BOM の適合を依頼したり実現したりするのに利用できます。 
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チェックボックスは、親レベルでも子レベルでも選択できます。この機能を使用して、依頼（全体または

一部）を作成することができます。 
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詳細 

BOM 全体をレビューして各部品の適合/不適合の理由を把握するには、[詳細] をクリックします。[詳細] 

に含まれる分析結果から BOM の適合/不適合の理由を判断できます。 

 

 

[詳細] ポップアップのフィールド一覧 

FTA 

部品表 

製品タイプ 

製品番号 

製品説明 

サプライヤー 

COO 

証明書 

HS 

数量 

純費用 

取引価額 

部品の割合 

FOB 値 
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[詳細] ポップアップのフィールド一覧 

原産地 FOB 値の割合 

ビルドアップ 

ビルドダウン 

レビューする BOM に部品組み立て品がある場合（そのように設定されている場合）、下位レベルの BOM 

の [製品番号] 列に有効なハイパーリンクが含まれます。 

 

ハイパーリンクをクリックするとポップアップが開き、選択した部品組み立て品の詳細レポートが表示さ

れます。[前のページに戻る] ボタンと [トップに戻る] ボタンが [エクスポート] ボタンの横に表示されま

す。これらのボタンを使用すると、同じ画面を使用してメインの BOM の異なるサブレベル間を移動でき

ます。 

前のページに戻る すぐ上のレベルの BOM に移動します。 

トップに戻る メインの BOM に移動します。 
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ワークシート 

BOM ワークシートレポートを読み込むには、[ワークシート] をクリックします。このレポートをベース

に、原産地規則に対して BOM が分析されます。[適合に必要な割合] フィールドには原産地規則に BOM が

適合するのに不足している域内原産割合（RVC）が表示されます（該当する場合）。 

 

 
[BOM ワークシート] には以下の分析結果を示す別のレポートが表示されます。 

• 分析が実行された日付 

• 資格の判断で使用された原産地規則と、分析により「適合」とされたすべての規則部品 

• 分析の結果 

• デミニミス例外（該当する場合） 

• 非必須の原産および非原産材料 

 

レポートをダウンロードするには、[ワークシート] リンクをクリックしてモーダルを開きます。[レポート

をキューに送信] リンクをクリックすると、 

 
E メールがユーザーのメールボックスに送信されます。 
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メール内のリンクをクリックすると新しいタブが開き、そこで [PDF をダウンロード] をクリックすると、

レポートがダウンロードされます。 
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詳細な BOM 概要 

BOM 概要をロードするには、グリッドで BOM を選択し、その BOM に対応する [詳細な BOM 概要] リン

クをクリックします。 

 

[詳細な BOM 概要] は作業内容や計算方法を示した監査対応レポートです。これは、監査時や税関での問

い合わせに使用できます。 
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[詳細な BOM 概要] は、以下のような分析結果を示す独立したレポートを提供します。 

• 適合性の判断に使用する原産地規則 

• 判断の認定方法 

• BOM のすべての部品 

 

詳細な BOM 概要 

BOM で相関された HS 番号が使用されている場合は、元の値と相関された HS が [詳細な BOM 概要] に表

示されます。 

 

適合する BOM の証明 

BOM の証明ではユーザーは以下を確認します。 

• BOM がシステムで分析されたこと。 

• BOM 分析結果がレビューされて受領されたこと。 

• BOM が正式に証明されたこと。 

BOM が証明されると原産地証明書に添付できます。 

適合する BOM の証明 

適合する BOM を証明するには、 

1. 受領された分析済みの BOM をグリッドから選択します。受領された BOM のステータスは [適合] になりま

す。 
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2.  製品情報の正確性をレビューし、必要に応じて編集します。 

 

3. BOM が正しいことを確認したら、その行の左端にあるチェックボックスをオンにして [BOM の証明] をクリッ

クします。 

 

4. 証明された BOM は、以下のように列に表示されます。 
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製品番号 一意の製品 ID。 

製品説明 各製品番号に関連付けられた一意の製品説明。 

サプライヤー 必要な製品を供給する組織。 

証明書の開始日 証明書の発効日（YYYY-MM-DD 形式）。 

証明書の終了日 証明書の有効期限（YYYY-MM-DD 形式）。 

証明書タイプ 証明書が作成された FTA。 

優先基準 このフィールドは、優遇措置の基準として使用される原産地基準を示

します。 

生産者 このフィールドは、原産地証明書情報のソースを示します。 

純費用 純費用は、付加価値基準の計算方法を示します。 

 

原産国 製品が生産または製造された国。 

累積非原産価額 商品の生産者または輸出者が、完成品を生産するために使用された非

原産材料のサプライヤーが追加した域内原産割合を、商品の域内原産

割合の一部として含めることを選択できるようにします。 

BOM メモ メモは、BOM に関する情報を他のユーザーに伝えるため、または 

BOM に記載されている特定の製品に関する詳細を捕捉するために使

用されます。 

 

完成品の証明 

前の画面で複数の BOM を選択すると、[複数 BOM を更新] ツールが画面に表示されます。このツールは複

数の BOM を同じ情報で更新するのに役立ちます。 
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複数の BOM を更新するには、更新するすべてのフィールドに入力します。情報を入力したら、更新する

すべての BOM のチェックボックスをオンにします。[更新] をクリックして続行します。[更新] をクリッ

クすると、選択したすべての BOM レコードが一括更新されます。 

 

 

完成品を証明するには、[保存] をクリックします。 
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製造原価明細書（MCS）レポート 

MCS を必要とする協定について BOM を分析する場合、代わりに [MCS レポートの作成] リンクを使用し

てその BOM の MCS レポートを作成できます。詳細については、このユーザーガイドの「製造原価明細

書」のセクションを参照してください。 

 

一括 BOM 分析を開始 
一括 BOM 分析機能を使用すると、証明されていないすべての BOM の適合性を同時に判断できます。適

合性は、すべての主要なグローバル協定の域内原産割合 (RVC）と料金変更基準に基づいています。[一括 

BOM 分析の開始] タブでは、一括 BOM 分析に対して実行する FTA を選択できます（複数可）。 

システムでは、認定の確認が必要な完成品 BOM の製品番号リストをアップロードする機能があるため、1 

つずつ開いて選択する必要がありません。クライアントは完成品 BOM の製品番号で処理するため、認定

の判断は製品番号で行われることになります。 

一括 BOM 分析を実行するには、[テンプレートのアップロード] をクリックします。 

 

テンプレート内のレコードに問題がある場合は、[アップロード失敗のレコード] リンクに表示されます。

問題がない場合、[製品番号をアップロードして BOM を処理] をクリックします。 
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一括 BOM 分析を実行するには、まず、[フィルターオプションを表示] をクリックします。 

 

[フィルターオプション] リストから、一括 BOM 分析に対して実行する FTA を選択します（複数可）。

FTA を選択するには、その FTA の左側にあるチェックボックスをオンにします。チェックボックスをオ

フにすると、すべての可能な FTA が分析されます。必要なすべての FTA をオンにしたら、[選択した基準

による BOM の処理] をクリックします。 
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BOM を分析する追加の規則に対応するため、フィルターを適用するオプションがあります。 

フィルターを追加するには、[AND] または [OR] をクリックします。次に、[式を追加] をクリックします。

フィルタリングするフィールドを選択して値を入力します。このステップは一度に複数のフィールドで実

行できます。 

完了したら [選択した基準による BOM の処理] をクリックします。 

 

[選択した基準による BOM の処理] をクリックすると、[プロセスの確認] ポップアップが表示され、指定

された基準が既存の部品表と一致することを確認するよう求められます。 

続行するには [OK] をクリックします。 

[フィルターオプション] に戻り、さらにパラメータを設定するには、[キャンセル] をクリックします。 
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プロセスを実行すると、既存の BOM の結果が置き換えられ、最新の BOM データに基づいた最新の結果

が表示されます。一括ワークフローの実行が完了するまで待機します。 

画面の右上にある [更新] をクリックすると、一括分析プロセスのステータスをいつでも表示できます

（「60 個中 8 個の BOM を分析中」など）。 

 

一括 BOM 分析結果 
[一括 BOM 分析の開始] からの大量のワークフローが完了すると、[一括 BOM 分析結果] タブに移動しま

す。処理が終了したことを通知するメッセージが下部に表示されます。 

BOM 分析結果をレビューするには、[ステータス] ドロップダウンをクリックして、[適合]、[失敗]、[無

効]、[規則の不適合で失敗した BOM] から表示するステータスを選択します。オプションで、[検索項目] 

ドロップダウンを使用して結果をさらに絞り込むことができます。[すべて]、[製品]、[FTA タイプ]、また

は[ルールの説明] のいずれで検索するか選択します。右側のテキストボックスに値を入力します。[検索] 

をクリックして続行します。 

 

規則の不適合 

[規則の不適合] のステータスを使用すると、特定の規則条件が不適合であるために分析に失敗した部品表

を表示することができます。[失敗した部品表] が選択されている場合でも、適合できなかった規則が [ス

テータス] 列に表示されます（該当がある場合）。 
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BOM の一括証明 

実装時のシステムの設定に応じて、適合した BOM を一括証明するオプションがあります。この機能が実

装時にオンになっていない場合、部品表は自動的に証明されます。 

適合する BOM を一括証明するには、 

1- グリッドから BOM を選択し（複数可）、その BOM の左端にあるチェックボックスをオンにします。 

 
2- [BOM の証明] をクリックします。 
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3- 証明された BOM の結果は、以下のように各列に表示されます。 

 

製品番号 一意の製品 ID。 

製品説明 各製品番号に関連付けられた一意の製品説明。 

サプライヤー 必要な製品を供給する組織。 

証明書の開始日 証明書の発効日（YYYY-MM-DD 形式）。 

証明書の終了日 証明書の有効期限（YYYY-MM-DD 形式）。 

証明書タイプ 証明書が作成された FTA。 

優先基準 このフィールドは、優遇措置の基準として使用される原産地基準を示

します。 

生産者 このフィールドは、原産地証明書情報のソースを示します。 

純費用 純費用は、付加価値基準の計算方法を示します。 

 

原産国 製品が生産または製造された国。 

累積非原産価額 商品の生産者または輸出者が、完成品を生産するために使用された非

原産材料のサプライヤーが追加した域内原産割合を、商品の域内原産

割合の一部として含めることを選択できるようにします。 

BOM メモ メモは、BOM に関する情報を他のユーザーに伝えるため、または 

BOM に記載されている特定の製品に関する詳細を捕捉するために使

用されます。 

詳細レポート [レポート] をクリックすると、このレポートの詳細が表示されます。 

ポップアップウィンドウが開き、その右上にある [抽出] をクリックす

ると、レポートを Excel のシートに抽出できます。 

ワークシート [ワークシート] をクリックすると、BOM 資格ワークシートを表示で

きます。 

ポップアップウィンドウが開き、その右上にある [PDF をダウンロー

ド] をクリックすると、ワークシートをダウンロードできます。 

 

一括 BOM 分析結果のフィルタリング 

結果の列の一部は、フィルタリングして、結果をさらに絞り込むことができます。 

グリッドをフィルタリングするには、列ヘッダーに検索条件を入力し、フィルターアイコンをクリックし

てフィルターを選択します。すると、グリッドが更新され、フィルタリングされた基準に一致する分析結
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果だけが表示されます。

 

BOM 分析結果のエクスポート 

BOM 分析結果をエクスポートするには、[スプレッドシートへの抽出] をクリックします。このオプショ

ンでは Microsoft Excel スプレッドシートに結果を取り込み、ダウンロードしてローカルで保存できま

す。 
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ワークシート  

 
レポートをダウンロードするには、[ワークシート] リンクをクリックしてモーダルを開きます。 

 

 
そこで [レポートをキューに送信] リンクをクリックすると、 

 

 
 

メッセージが [送信済み] に変わります。 

  

 
 

 

レポートをダウンロードするためのリンクを含む E メールが届きます。 
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このリンクをクリックすると新しいタブが開き、そこで [PDF をダウンロード] をクリックすると、レポー

トがダウンロードされます。 

  

リンク協定（オプション） 

協定が WCO 関税の最新バージョンに更新されていない場合、完成品の特定の HS 番号について原産地規

則が欠落していることがあります。[リンク協定] タブ（システムに設定されている場合）を使用すると、

過去の HS 番号とリンクさせて、原産地規則を見つけることができます。  

累積（このタブの動作方式）は、リンクされた協定を識別し、他の協定から証明書を認定プロセスに取り

込む機能です。協定により別の協定の認定商品を認定プロセスに含めることができる場合、累積機能を使

用すると、協定をリンクして既存の証明書を検索できるようになるので、認定の向上にもつながります。  

 

詳細については、ヒントを参照してください。ヒントは、[?] アイコンの上にマウスポインタを置くと表

示できます。 
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このタブのグリッドは以下のように、リンクされた協定のうち、特定の条件を満たすもののみを表示する

ようにフィルタリングすることもできます。 

 

新しいリンク協定の追加 

2 つの協定をリンクさせるには、グリッドの上にある 2 つのドロップダウンを使用して 2 つの協定を選択

します。  
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2 つの協定を選択したら、[FTA をリンク] ボタンをクリックします。 

 

リンクされた協定が、下のグリッドにライン品目として表示されます。 

 

リンク協定の削除 

リンクされた協定を削除するには、グリッドから協定を選択し、その行にある [削除] ボタンをクリックし

ます。 
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確認のポップアップが画面に表示されます。[OK] をクリックして続行します。 

 

すると、リンクされた協定はシステムから削除され、グリッドには表示されなくなります。 

規則変更分析 
[規則変更分析] タブには、原産地規則の更新により再分析が必要となる可能性のある部品表（BOM）が示

されます。BOM の分析後に規則が更新されると、影響を受ける BOM が自動的にこのタブに表示されるた

め、最新の原産地規則を反映していない可能性のある BOM を迅速に特定できます。 

このタブには、以下の読み取り専用列が表示されます。 

• 分析番号 

• 協定 

• 部品表 

• 製品番号 

• HS 番号 

• 古い原産地規則 

• 有効期限 

• 新しい原産地規則 
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• 変更日 

グリッドには読み取り専用列に加え、[元の BOM ワークシート] 列が含まれます。この列の各エントリは

ハイパーリンクとなっており、クリックすると対応する BOM ワークシートがポップアップウィンドウで

開き、原産地規則の変更前に実行された最新の分析結果が表示されます。 

BOM を一括で再分析する 

[規則変更分析] タブには一括選択機能が含まれており、個別に処理する代わりに、更新された規則に基づ

いて複数の BOM を一度に再処理することができます。 

• 再分析する個々の BOM を選択するには、選択列の該当するチェックボックスをオンにします。 

• すべての BOM を一度に選択するには、[すべて選択] オプションを使用します。この操作はリスト内の

すべてのエントリに影響するため、続行する前に、システムより 2 回確認が求められます。 

• すべての選択を解除するには、[すべてクリア] を使用します。 

再分析が完了すると、再分析された各 BOM は、結果に基づいて [不明] タブから [合格] または [失敗] タブ

のいずれかに移動します。新しい分析と以前の分析結果の比較を確認するには、BOM エントリの [詳細] 

列にある [表示] を選択します。 

 

グリッドには読み取り専用列に加え、[元の BOM ワークシート] 列が含まれます。この列の各エントリは

ハイパーリンクとなっており、クリックすると対応する BOM ワークシートがポップアップウィンドウで

開き、原産地規則の変更前に実行された最新の分析結果が表示されます。 

 

資格情報（オプション） 

[資格情報] を使用すると、その協定の規制バッファを超える高い RVC を要求できます。 

 
 

 

 

資格情報を追加 

資格情報を追加するには、[資格情報を追加] リンクをクリックします。ドロップダウンから協定を選択し

ます。協定を選択したら、バッファを入力します。[サブセクション RVC に適用] のチェックボックスを

オンにし、「挿入」ボタンをクリックします。 
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資格情報が、下のグリッドにライン品目として表示されます。   

 

上書き 

[上書き] タブには、協定に対して設定された認定バッファのみが原因で現在 BOM 分析で不適合となって

いる BOM が表示されます。規制要件のもと分析で適合となるはずの BOM が、バッファが原因で不適合

となっている場合、その BOM がこのタブに表示され、上書きすることが可能です。 

タブの上部には、以下の 2 つのボタンがあります。 

• [上書き可能]  — バッファが原因で現在不適合になっており、バッファの上書きが可能な BOM を表

示します。 

• [取り消し可能]  — すでに上書きが適用されており、元に戻すことができる BOM を表示します。 

上書きを適用するには次の手順を実行します。 

1. [上書き可能] を選択します。 

2. グリッド内の BOM リストを確認します。対応するチェックボックスをオンにして、上書きする 

BOM を選択します。 

3. [上書き] をクリックします。選択した BOM を上書きしてもよいか確認するポップアップが表示さ

れます。 

4. [OK] をクリックし続行します。 

上書きを元に戻すには次の手順を実行します。 

1. [取り消し可能] を選択します。 
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2. グリッド内の BOM リストを確認します。対応するチェックボックスをオンにして、上書きを元に

戻す BOM を選択します。 

3. [上書きを元に戻す] をクリックします。元に戻す理由を入力するよう求めるポップアップが表示さ

れます。 

4. 元に戻す理由を入力し、[元に戻す] をクリックして続行します。 

 

上書き履歴 

[上書き履歴] タブには、システム内の BOM に対して行われたすべての認定バッファの上書きおよび取り

消し操作に関する読み取り専用ログが表示されます。各行は 1 つの上書きイベントまたは取り消しイベン

トを表示し、以下の列で構成されます。 
 

• アクション 
• 部品表 
• 製品番号 
• 協定 
• HS 番号 
• RVC バッファ 
• アクションの理由 
• ユーザー名 
• アクション日 

 
 
[アクション] 列を使用してグリッドをフィルタリングすると、上書きのみ、取り消しのみ、またはすべて

のアクションを選択して表示することができます。標準的なグリッドのフィルタリングおよび並べ替え機

能が適用されます。 
 
重要：[上書き履歴] タブは読み取り専用です。このタブから変更を行うことはできません。 
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平均化カテゴリ管理 
[平均化カテゴリ管理] 画面を使用すると、カテゴリを表示、追加、および変更して平均化することができ

ます。これらのカテゴリは、[平均化レポート] 画面でデータを計算するために使用されます。 

 

新しいカテゴリの追加 
新しいカテゴリを追加するには、グリッドの左上にある [新しいカテゴリの追加] をクリックします。 

 

 

[新しいカテゴリの追加] をクリックすると [カテゴリの編集] ポップアップが開き、このポップアップを使

用して新しいカテゴリを作成できます。カテゴリを平均化する場合、以下のフィールドを使用できます。 

• HS 

• 工場 ID 

• 製品 

• 国 

• 四半期 
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• 年 

• 期間開始 

• 期間終了 

• モデルライン 

• クラス 

• オペレーター 

 

 

 

1 つのカテゴリで複数のフィールドセットを使用できます。フィールドセットを追加するには、[フィール

ドセットを追加] ボタンをクリックし、削除するにはフィールドにある [削除] ボタンをクリックします。 

すべてのフィールドセットを追加したら [保存] ボタンをクリックします。[カテゴリの編集] ポップアップ

が閉じて [平均化カテゴリ管理] 画面に戻ります。 

既存のカテゴリの編集 
カテゴリを編集するには、グリッドからカテゴリを選択し、その行の左端にある [編集] ボタンをクリック

します。 
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新しいフィールドセットは、[フィールドセットの追加] をクリックし、[フィールド] ドロップダウンから

選択し、[値] テキストボックスに値を追加すると、カテゴリに追加することができます。それによってカ

テゴリの定義が更新されます。 

 

 

既存のカテゴリの削除 

カテゴリを削除するには、グリッドからカテゴリを選択し、その行の右端にある [削除] ボタンをクリック

します。 
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[削除] をクリックすると確認のポップアップが開きます。[OK] をクリックして削除します。 
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平均化カテゴリレポート（平均化レポー
ト） 
[平均化カテゴリレポート] 画面は、すべてのアクティブな平均化カテゴリのレポートを生成するために使

用します。平均化カテゴリのメンテナンスは [平均化カテゴリのメンテナンス] 画面で行います。 

 

平均化レポートの生成 
レポートを生成するには、協定を選択して日付のパラメーターを設定します。次に、[平均化レポートの

実行] をクリックします。 

 

ワークフローが実行中であることを示すシステムメッセージが画面に表示されます。 

 

ワークフローの進捗を確認するには、[リフレッシュ] ボタンをクリックします。 
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ワークフローの実行が完了すると、結果が画面に表示されます。これらの結果は、特定のカテゴリ、数

量、平均、パーセンテージなど、指定した基準に合致するものだけを表示するようにフィルタリングする

こともできます。 

 

ワークフローの完了後、左側のパネルでカテゴリをクリックすると、そのカテゴリで平均化された BOM 

が、[完成品 BOM] と [材料リスト] の 2 つのタブでロードされます。 

 

 
 

 

子情報の表示 
追加（子）情報は、[材料リスト] をクリックすると表示され、平均化された BOM の部品サプライヤー

（製造者 ID）がグリッドにロードされます。 
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表示されるサプライヤーは展開することができ、メイングリッドの [BOM 平均価格率] と併せて、特定の

サプライヤーに属する部品を確認できます。 

[>] をクリックしてサプライヤーを展開すると、製品番号、単価、合計使用量（送信データの BOM 平均量

からの出荷数量）、総費用、非原産材料の価額、HTS 番号、取得済み証明書、原産国、製品説明、 

BOM 平均価格率（最大～最小）を含む詳細なグリッドがロードされます。 

 

 
 

 

[部品表] 列のリンクをクリックすると、[部品表/配合表の編集/アップロード] 画面に移動します。フィー

ルドやグリッドには、現在の BOM 情報がすでに入力されています。 
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スプレッドシートへの抽出 
レポートを Microsoft Excel に抽出するには、[スプレッドシートへの抽出] をクリックします。 

 

現在のカテゴリでの BOM 詳細をエクスポート 
カテゴリの BOM 詳細をエクスポートするには、右側のグリッドから BOM を選択（複数可）し、対応す

るチェックボックスをオンにします。BOM を選択したら、[現在のカテゴリでの BOM 詳細をエクスポー

ト] ボタンをクリックします。 

 

現在のカテゴリでの BOM をエクスポート 
カテゴリの BOM をエクスポートするには、右側のグリッドから BOM を選択（複数可）し、対応するチ

ェックボックスにオンにします。BOM 選択後、[現在のカテゴリでの BOM をエクスポート] ボタンをクリ

ックします。 
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BOM の認証 
BOM を認証するには、上記の「平均化レポートの生成」に記載されている手順に従います。平均化レポ

ートが生成されたら、レポート内の生成された BOM のリストを確認します。 

対応するチェックボックスをオンにして、BOM を選択します（複数可）。目的の BOM が選択されたら、

[BOM の認証] ボタンをクリックします。 

 

[FTA BOM 規則分析] 画面が開きます。タブには BOM 情報がすでに入力されています。ユーザーは以下の

ことができます。 

1. その BOM に対応する [編集] ボタンをクリックし、必要な変更を加えて個々の BOM を更新 

2. [複数 BOM を更新] フォームにデータを入力し、[更新] をクリックして複数の BOM を更新 

必要な変更がすべて完了したら、フォームの上部にある [保存] ボタンをクリックします。 
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[保存] ボタンをクリックすると、[平均化レポート] 画面に戻ります。BOM 証明書が正常に作成されると、

以下の検証メッセージが画面に表示されます。 
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HS 相関 
[HS 相関] 画面では、関連する HS 番号間の相関関係を確認できます。[FTA] メニューの [BOM] セクション

から [HS 相関] オプションを選択すると、この画面が表示されます。 

 

[HS 相関] メニューアイテムの下には、HS の相関関係を確認するための以下の 3 つのタブがあります。 

• HS 相関 

• 保留中の HS 衝突 

• HS 衝突履歴 

これらの各タブについては、以下のサブセクションで詳しく説明します。また、各タブに含まれている説

明についてもサブセクションで説明します。説明は、画面右上隅の [説明] ボタンをクリックすると表示さ

れます。 
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HS 相関 
協定の原産地規則は、実行関税率表と同時に更新されるとは限りません。このような場合、新しい HS 番

号では、分析中に適用される規則が見つからないことがあります。[HS 相関] タブでは、旧バージョンの 

WCO 関税に切り替えて、適用可能な原産地規則を検索することができます。こうした変更のライブラリ

は、[HS 相関] タブのグリッドにあります。 

このタブは、特に、年ごとの過去の HS 番号の変更についての簡単な参照として使用されます。各レコー

ドは、元の年の HS 番号と、番号が更新された次の年に対応する HS 番号を示しています。また、意思決

定プロセスを支援するために、HS 説明（利用可能な場合）も含まれています。このようにして、ユーザ

ーは規則を見つけるために、現在の HS 番号に代わるべき旧 HS 番号を選択することができます。 

[HS 相関] グリッドは、[フィルターの表示/非表示] ボタンをクリックして、以下に示すように、システム

内の他のグリッドと同じフィルター機能を使用することで、特定の基準のみを表示するようにフィルタリ

ングすることができます。 
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説明 

[HS 相関] タブの説明にアクセスするには、[説明] タブをクリックし、[HS 相関タブのヘルプ] タブを表示

します。 
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保留中の HS 衝突 
規則エンジンが HS 番号を自動相関させようとすると、複数の可能な HS 番号が相関する状況が発生する

可能性があります。この場合、規則エンジンは自動決定を行うことができないため、[保留中の HS 衝突] 

タブのグリッドにレコードが入力され、候補となるすべての HS が選択肢として表示されます。 

指定された BOM が規則エンジンによる処理を続行するためには、これらの選択肢のいずれかを選択して

保存する必要があります。次回の規則エンジンの実行時には、BOM の元の HS の代わりに、選択した HS 

番号を使用して適用可能な規則を確認します。 

グリッドは、使いやすいように協定ごとにグループ化されています。グループ下の各レコードは、HS 衝

突の選択が必要な BOM を表しています。 

 

HS 選択での選択/保存 

規則エンジンで HS 選択を使用するには、HS が選択されている必要があります。選択可能な項目を表示

するには、下図のように、グリッドからレコードを選択し、グリッドの左側にある対応する展開矢印をク

リックします。 
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追加情報がサブグリッドに表示されます。規則エンジンで HS 相関を使用するには、HS が選択されてい

る必要があります。これを行うには、目的の HS 選択の対応するチェックボックスをオンにして、[HS 選

択を保存] をクリックします。 

 

確認のメッセージが画面に表示されます。[OK] をクリックして続行します。 

 

以降、選択した BOM に対して分析が実行されると、現在の HS 番号に代わり、選択した HS 番号が使用さ

れます。選択が正常に保存されたことを示す検証メッセージが画面に表示され、[保留中の HS 衝突] グリ

ッドにも、選択の表示がなくなります。 
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グリッドのフィルタリング 

目的の HS 選択が容易に見つからない場合、[保留中の HS 衝突] グリッドで追加のフィルタリングが必要

な場合があります。これは、[フィルターの表示/非表示] および/または [オプション] ドロップダウンで行

うことができます。 

グリッドの上にある [オプション] ドロップダウンを使用して、すべての情報を表示する、決定が必要な 

BOM の情報のみを表示する、または以前に決定がなされた BOM の情報のみを表示するように、グリッド

を事前にフィルタリングすることができます。 

以前に決定されたことのある BOM は、[HS 衝突履歴] タブで HS の決定が手動で取り消された場合にの

み、このタブに表示されます。これは、無効な HS が選択された場合や、何らかの理由で決定を変更する

必要がある場合に行われます。 

 

グリッドは、以下のように列ヘッダーの値に基づいて特定の協定のみを表示するようにフィルタリングす

ることもできます。 
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前回の衝突情報をコピー 

[前回の衝突情報をコピー] ボタンを使用すると、未処理の衝突を含む BOM のうち、過去に衝突の決定が

行われた協定/HS 番号の組み合わせを有するものを検索することができます。 

これにより、協定/HS 番号の組み合わせに対して行われた最新の決定が自動的に取り込まれ、[保留中の 

HS 衝突] グリッドからクリアされます。これは、多数の決定事項がある場合や、一般的に相関関係が必要

となる HS 番号がシステムに頻繁に表示される場合に便利です。 

 

このボタンをクリックすると、確認のポップアップが画面に表示されます。[OK] をクリックして続行しま

す。 

 

説明 

[保留中の HS 相関] タブの説明にアクセスするには、[説明] タブをクリックし、[保留中の HS 相関タブの

ヘルプ] タブを表示します。 
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HS 衝突履歴 
分析において、現在の HS 番号に代わり相関された HS 番号に関する以前の決定は、[HS 衝突履歴] タブに

表示されます。グリッド内の各レコードは、特定の BOM に対して、最も最近選択された代替 HS 番号を

示しています。 

 
以前の代替 HS の決定 

BOM において代替 HS 番号の決定が複数回行われている場合、グリッドの左端にある展開矢印をクリック

して、レコードを展開することができます。 
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この矢印をクリックすると、その BOM に対して過去に行われた決定の全履歴が画面に表示されます。 

 
決定を元に戻す 

場合によっては、HS 番号相関の選択が誤っていることや、より適切な代替 HS が見つかることがありま

す。こうした場合、当該の BOM に対して [決定を元に戻す] ボタンをクリックします。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   172 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

[決定を元に戻す] をクリックすると、自動相関プロセスが再実行され、以前に検出された HS 衝突が検出

されると、[保留中の HS 衝突] タブに選択候補が再入力されます。さらに、画面にシステムメッセージが

表示されます。 

 

レコードに [決定を元に戻す] ボタンが表示されていない場合、そのボタンは以前にクリックされていて、

決定待ちの保留中の衝突レコードがすでに存在していることを意味しています。 

説明 

[HS 衝突履歴] タブの説明にアクセスするには、[説明] タブをクリックし、[HS 衝突履歴タブのヘルプ] タ

ブを表示します。 
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What If カリキュレーター 
[What If カリキュレーター] は BOM 分析の結果を変更した場合の影響をシミュレートするために使用しま

す。たとえば、購入部品の調達や価格設定などを変更する場合です。 

[FTA] メニューから [What If カリキュレーター] を選択すると画面が開きます。 

 

[What If カリキュレーター]の分析は単一の BOM で実行することも、部品を共有する複数の BOM で実行

することもできます。分析のワークフローが完了すると要約レポートが提供されます。このレポートに

は、BOM への変更が BOM の FTA への適合性に与える影響の概要が示されています。 
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単一の BOM 計算機 
[シングル BOM 電卓] タブは、1 つの BOM の部品を同時に更新するのに使用します。 

BOM を選択するには、[BOM を選択] をクリックします。 

 

[BOM を選択] をクリックすると、[BOM を選択] ポップアップが開き、選択可能な BOM のグリッドが表

示されます。グリッドから BOM を選択し、その行の左端にある [選択] リンクをクリックします。 

 

FTA を選択するには、[FTA] ドロップダウンをクリックし、BOM と比較する FTA を選択します。 
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FTA を選択すると、BOM のすべての部品がそれぞれの現在の値とともに画面のグリッドに表示されま

す。その画面で、必要に応じて以下データを更新できます。 

• HS 番号 

• 取得済み証明書 

• 単価 

右側の情報には BOM を現在比較している規則と分析結果が表示されます。 

 

[ターゲットルール] の下のリンクにはルールのテキストが表示されます。該当する場合、[製品 EXW %] と 

[合計 EXW %] も結果に表示される場合があります。 
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フィールドを変更すると輪郭が青色で表示されます。データを変更すると、右側の情報が更新されて新し

いデータが反映されます。 

 

また、分析の適合と不適合が緑色と赤色で色分けされます。 

 

Adobe PDF 形式で変更を表示するには [What If レポートの印刷] をクリックします。このレポートは、画

面の右上にある [レポートの履歴] に保存されます。 

 

変更を削除して BOM をリロードするには、[選択した BOM をリセット] をクリックします。 

 

印刷したすべての BOM の [What If] レポートの履歴を表示するには、[レポートの履歴] をクリックしま

す。 

 

[レポートの履歴] をクリックすると、[以前に生成されたレポート] ポップアップが開きます。表示するレ

ポートを決定し、その行の左端にある [レポート] リンクをクリックします。 
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BOM の保存 

BOM への変更を保存するには、[変更された BOM を保存] をクリックし、[単一の What If を保存] ポップ

アップを開きます。 

BOM の名前を選択します。 

[保存] をクリックします。 

 

保存した BOM へのアクセス 

保存した BOM にアクセスするには、[保存した BOM を選択] をクリックします。 

 

[保存した BOM を選択] をクリックすると [単一の What If を保存した BOM] ポップアップが開き、保存し

たすべての BOM がグリッドに表示されます。 

保存した BOM が分析のために無効化されている場合、[非アクティブ] として表示されます。 

追加の [What If？] 分析のために保存した BOM を開くには、左端の [選択] をクリックします。 

保存した BOM を削除するには、右端の [削除] をクリックします。 
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複数の BOM 計算機 
[シングル BOM 電卓] タブは、複数の BOM の部品を同時に更新するのに使用します。 

製品の選択と変更 

処理する部品を選択するには、[部品を選択] をクリックします。 

 

[部品を選択] をクリックすると、[変更する部品を選択] ポップアップが開き、選択可能なすべての製品

（および関連する BOM）が表示されます。 

製品の選択 

製品を選択するには、製品を選択し、その行の左側にあるチェックボックスをオンにします。列のヘッダ

ー行のチェックボックスをオンにすると、そのページのすべての製品が選択されます。 

 

一覧が長い場合、パーツ/部品を使用して製品番号、製造者 ID、HS 番号、または BOM 数をフィルタリン

グで検索するオプションを使用できます。 
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ポップアップのそのページを保存するには、[保存] をクリックします。必要なすべての製品を選択するま

で製品の一覧のページを進めます。 

必要な製品をすべて選択したら [保存して閉じる] をクリックします。 

 

[保存して閉じる] をクリックすると [製品の選択と変更] サブタブに移動し、選択したすべての製品がグリ

ッドに表示されます。 

製品/部品の一括編集 

製品/部品を一括編集するには、グリッドから製品/部品を選択し、左端の [編集] をクリックします。HS 

番号の更新、前提となる証明書、またはユニット値を更新できます。 
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製品/部品の削除 

製品/部品を削除するには、[削除] をクリックします。 

 

影響する BOM 

画面の右側には [影響する BOM] ボックスが表示されます。[影響する BOM] ボックスのリンクのいずれか

をクリックすると、別のブラウザタブが開いて [BOM のアップロード] 画面が表示されます。 

 

表示する BOM を事前に選択します。 
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[製品の選択と変更] タブの操作を終了したら、[結果] タブをクリックして続行します。 

 

結果 

[結果] タブは、[製品の選択と変更] タブで選択した製品/部品を対象 FTA で検証するために使用します。 

複数の BOM に対して [What If カリキュレーター] を実行するには、[対象協定を選択] ドロップダウンを

クリックして、FTA を選択します。 

 

次に、[What If を実行] をクリックします 

 

[一括 BOM 分析] ワークフローを完了するには時間がかかる場合があります。画面右上の [更新] をクリッ

クして、いつでもワークフローの進行状況を表示できます。ワークフローが実行中の場合、以下のメッセ

ージが表示されます。 

 

ワークフローが完了すると、元の分析結果と変更に基づく分析結果の両方が画面に表示されます。不適合

のアイテムは赤色で強調表示されます。適合したアイテムは緑色で強調表示されます。 

レポートを Adobe PDF 形式で表示するには [What If レポートの印刷] をクリックします。 
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印刷したすべての BOM の [What If] レポートの履歴を表示するには、[レポートの履歴] をクリックしま

す。 

 

[レポートの履歴] をクリックすると、[以前に生成されたレポート] ポップアップが開きます。表示するレ

ポートを決定し、その行の左端にある [レポート] リンクをクリックします。 
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製造原価明細書（MCS）の生成 
アジア太平洋地域の多くの国には、製造原価明細書（MCS）を必要とする現地機関があります。MSC は 

[MCS 生成] 画面を使用して生成します。 

設定によっては、[FTA] メニューから [MCS 生成] を選択してこの画面を開くことができます。 

 

MCS レポート管理 
[MCS レポート管理] タブは、[BOM 分析] のデータで MCS 文書を作成するために使用します。[BOM 分

析] プロセスの詳細については、このユーザーガイドの「BOM 分析」のセクションを参照してください。 

このタブから以前に生成した MCS 文書を取り出し、関連する BOM の詳細を表示できます。 

[MCS 生成] グリッドの多くの列にはフィルタリング機能があるため、特定の MCS をすばやく検索できま

す。 

MCS レポートを開くには、グリッドから MCS を選択し、[MCS レポート] リンクをクリックします。レ

ポートは別のブラウザタブで開きます。 
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[BOM 分析] 画面から MCS 文書を生成するには、このユーザーガイドの「BOM 分析」のセクションに記

載した手順に従います。 

グリッドが完全に読み込まれたら、[MCS レポートの作成] をクリックします。 

 

[BOM 分析] 画面で [MCS レポートの作成] をクリックしても、[FTA] メニューから [MCS 生成] をクリック

しても、[MCS レポート管理] タブが最初に開きます。 
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MCS レポートの作成 

[MCS レポート管理] グリッドの行の [MCS レポート] リンクが使用できない場合、左端の [作成] 列に 

[MCS の作成] リンクが表示されます。 

 

[MCS の作成] をクリックすると [MCS 文書の作成] ポップアップが開きます。このポップアップには、部

品表の情報が事前に入力されています。 

必要な追加情報で更新または入力して MCS レポートを作成し、生成するレポートを選択します。単一の

レポートを選択するか、[すべて] を選択してすべてのレポートを生成できます。それが完了したら、[作

成] をクリックしてレポートを生成します。 
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ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   192 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

[作成] をクリックすると、ポップアップが閉じて [MCS 生成] 画面に戻ります。生成した MCS 文書は 

[MCS レポート] 列に表示されます。リンクをクリックすると新しいタブに文書が表示されます。 
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証明書のアップロード 

政府機関から証明書を受け取ったら、以下の手順でその文書をアップロードできます。[MCS 生成] グリッ

ドで証明書が属する BOM を検索します。BOM を特定したら、その行の左端にあるチェックボックスをオ

ンにして、右上の [証明書をアップロード] をクリックします。 

 

[証明書をアップロード] をクリックすると、[証明書をアップロード] ポップアップが開きます。[参照...] を

クリックして、システムにアップロードするファイルを選択します。 

 

ファイルを選択すると、アップロードする証明書の日付パラメーターのポップアップに 2 つの追加のフィ

ールドが表示されます。対象範囲の開始日と終了日を適用し、[チェック項目の文書を保存し、条件付きレ

コードを作成] をクリックします。 

 

[チェック項目の文書を保存し、条件付きレコードを作成] をクリックすると、ポップアップが閉じて 

[MCS レポート管理] 画面に戻ります。[証明書] リンクをクリックすると、証明書が表示されます。 
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当局からの MCS 証明書のアップロード 

[MCS レポート管理] グリッドは、部品表に関連付けられた FTA 製品レコードの作成と管理にも使用でき

ます。 

当局からの MCS 証明書をアップロードするには、グリッドで証明を申請している製品をレビューしま

す。製品の左端にあるチェックボックスをオンにして、[証明書をアップロード] をクリックします。 

 

次に、[証明書をアップロード] ポップアップを使用して、文書を参照してアップロードします。 

 

文書をアップロードすると、グリッドの [証明書] 列にその文書のリンクが表示されます。そのリンクを選

択すると、アップロードした文書が別のブラウザタブで開きます。 
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以下のフリーテキストの項目では、デフォルトまたは事前定義のドロップダウンの値を使用できます。 

• 企業名 

• マネージングディレクターの名前 

• 会計士の名前 

• 発電機の電話番号 

• ユニット数 

• エンティティの識別子 

• 輸出国 

• 通貨 

MCS の情報を確認または更新したら [生成] をクリックします。関連する [MCS] と [MCS BOM] （部品内

訳のページ）が利用可能になります。 

別のブラウザタブで文書を開くには、書類名をクリックします。 

単一 MCS の作成 
[単一 MCS の作成] タブは、作成した MCS に追加する協定を選択するために使用します。 

単一の MCS を作成するには、[協定を選択] ドロップダウンから協定を選択します。[BOM を選択] の入力

欄に既存の部品表の名前を入力します。一覧に BOM 名が表示されたら BOM 名をクリックします。 

BOM を選択すると、その情報が MCS の必須フィールドにインポートされます。情報の正確性を確認し、

要件に基づいて必要な更新を行います。空白の入力欄がある場合は続行する前に入力します。 

メモ：相関されている HS 番号が使用されると、「HS 番号」は [HS 番号（使用中の HS 番号）] の表示

で、相関されている HS 番号が括弧内に表示されます。 
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すべての入力欄に入力したら [生成] をクリックします。 

 

[生成] をクリックすると、[生成] リンクの右側に [ASEAN MCS] ボタンが表示されます。 

文書を表示するには、[ASEAN MCS] リンクをクリックします。 
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グリッドに新しい MCS を表示するには、[MCS レポート管理] タブに戻るか、[生成] リンクの横にある 

[ASEAN MCS] ボタンをクリックします。 

当局からの証明書を受け取ったら、[MCS レポート管理] タブに移動して、前出の「証明書をアップロー

ド」のセクションの説明に従って文書を追加します。 

[単一 MCS の作成] タブから以前に生成された証明書を検出するには、各列の見出しの下のフィルターを

使用して、証明書が検出されるまで検索オプションを絞り込みます。 
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コア材料 
[コア材料] 画面は USMCA 固有の画面で、スーパーコア BOM を管理するために使用できます。スーパー

コア BOM を使用すると、乗用車のコア部品を識別し（ユーザーが画面で管理）、これらを乗用車の BOM 

からすべてのコア部品を包括する単一の認定に取り込むことができるようになります。 

この画面では、新しい平均化カテゴリと同様に、乗用車メーカーが「スーパーコア」の認定方法ですべて

のコア部品を認定できるようになります。新しい規制では、すべてのコア材料が原産として認定されなけ

ればならず、これが認定されなければ、乗用車も認定されません。そのため、この方法が利用されること

になります。 

この画面にアクセスするには、画面上部の [FTA] メニューから [コア材料] を選択します。 

 
[コア材料] 画面には、以下の 2 つのタブがあります。詳しくは以下のサブセクションで説明します。 

• BOM コア部品 

• スーパーコア BOM 部品 
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BOM コア部品 
[BOM コア部品] タブは、次のプロセスで使用します。 

• 外部の Microsoft Excel スプレッドシートからコア材料のリストをアップロード 

• 新たなコア材料を [BOM コア部品] グリッドに追加 

• [BOM コア部品] グリッドの既存のコア材料を変更（編集）  

• [BOM コア部品] グリッドから既存のコア材料を削除（消去）  

• コア材料のリストを Microsoft Excel スプレッドシートに抽出 

これらのプロセスについては、以下のサブセクションで詳しく説明します。 

 

スプレッドシートのアップロード 

スプレッドシートをアップロードするには、[ファイルを選択] ボタンをクリックして、スプレッドシート

を選択します。スプレッドシートを選択したら、[アップロード] ボタンをクリックします。スプレッドシ

ートの内容が [BOM コア部品] グリッドに入力されます。 

メモ：スプレッドシートは、このユーザーガイドの「コア材料を抽出」セクションで挙げられている抽出

可能なスプレッドシートと同じ形式である必要があります。 
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コア材料の追加 

新しいコア材料を追加するには、[コア材料の追加] ボタンをクリックします。 

 

すると、グリッドの上部に読み取り/書き込みのフィールド行が表示されます。必要な情報（部品、コン

ポーネント、HTS は必須）を入力し、[挿入] をクリックします。 
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コア材料の編集 

既存のコア材料を編集するには、[BOM コア部品] グリッドからコア材料を選択し、その行にある [編集] 

ボタンをクリックします。 

 

すると、コア材料の行フィールドが、読み取り/書き込み形式になります。必要な変更を加えた後、[更新] 

をクリックします。 

 

コア材料の削除 

既存のコア材料を削除するには、グリッドからコア材料を選択し、その行にある [削除] ボタンをクリック

します。 
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すると、確認のポップアップが画面に表示されます。コア材料の削除を確認するには、[OK] をクリックし

ます。 

 

[OK] をクリックすると、グリッドからコア材料が削除されます。さらに、コア材料が正常に削除されたこ

とを知らせるシステムメッセージが画面に表示されます。 

 

スプレッドシートへの抽出 

すべてのコア材料の完全なリストを抽出するには、[スプレッドシートへの抽出] ボタンをクリックしま

す。このボタンをクリックすると、グリッドのすべての内容を含む Microsoft Excel スプレッドシートが

生成されます。このスプレッドシートをダウンロードすると、システム外で作業できるようになります。 

スプレッドシートを変更して保存しておくと、システムに再ロードすることができます。このタスクを実

行する手順は、本章の「スプレッドシートのアップロード」セクションに記載されています。 
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フレックスフィールド 

フレックスフィールドはオプションの補足フィールドで、[BOM コア部品] グリッドへの追加が可能で

す。これらのフィールドでコア部品を識別し、USMCA 協定の軽量要件を満たすことができるようになり

ます。フレックスフィールドの使用が未設定で、追加を希望する場合、システム管理者にお問い合わせく

ださい。 

 

スーパーコア BOM 部品 
[スーパーコア BOM 部品] タブは、次のプロセスで使用します。 

• スーパーコア BOM の作成 

• スーパーコア BOM の分析 

• スーパーコア BOM の抽出 
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スーパーコア BOM の作成 

スーパーコア BOM を作成するには、[スーパーコア BOM の作成] ボタンをクリックします。これによ

り、コア部品が含まれるすべての BOM が引き出されます。[スーパーコア BOM の作成] では、スーパーコ

ア BOM の作成方法のオプションを選択できます。 

 

平均化カテゴリによるスーパーコア 

[開始日]、[終了日]、およびカテゴリ（複数可）を選択します。[保存] をクリックします。 

 

 

平均化カテゴリ別の新しいスーパーコアを作成すると、同じ内容が表示されます。 
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[日付の範囲] 別スーパーコア 

[開始日] と [終了日] を選択し、[保存] をクリックします。 

 

 
 

選択した[日付の範囲] に一致するスーパーコア BOM 部品がリロードされてページに表示されます。 

 

 

BOM 別スーパーコア 

[開始日] と [終了日] を選択し、[保存] をクリックします。 
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前回のモーダルですべての BOM が選択されていると、各 BOM はそれぞれのスーパーコアに対して個別

に作成されます。 
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スーパーコア BOM の分析 

スーパーコア BOM を分析するには、[スーパーコア BOM の分析] ボタンをクリックします。 

 

これにより、スーパーコア BOM RVC が計算され、ワークフローが開始されます。ワークフローが実行中

であることを示す検証メッセージが画面に表示されます。右上隅の [リフレッシュ] 画面をクリックして、

いつでも画面をリフレッシュできます。 
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スーパーコア BOM の抽出 

スーパーコア BOM を抽出するには、[スプレッドシートへの抽出] ボタンをクリックします。Excel スプ

レッドシートが生成され、ローカルにダウンロードできるようになります。 

 

概要モーダル 

[概要] をクリックすると、選択した期間のスーパーコア BOM を入力するモーダルが開きます 
 

 
[選択したスーパーコア BOM をリフレッシュ] リンクがあります。前回のワークフロー実行後に BOM コア

部品が追加されている場合、このリンクによりワークフローが起動し、RVC が再計算されます。ここで

は、特定のスーパーコア BOM を選択するか、すべてを選択するかのオプションがあります。 
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FTA 監査ログ 
[FTA 監査ログ] 画面には、ONESOURCE FTA 管理ソリューションの部品表に関連付けられたアクティビテ

ィとメトリクスの監査ログが表示されます。 

また、この画面には分析番号、指定された完成品が追加された顧客証明書、最新の分析結果、および分析

実行時の BOM も表示できます。 

この画面では、[FTA] メニューから [FTA 監査ログ] を選択して開くことができます。 

 

 

BOM 分析監査ログ 
BOM 分析パラメータの設定 

[BOM 分析監査ログ] タブを使用するには、[検索] ドロップダウンから検索条件を選択するか、[検索] の入

力欄に値を入力します。次に、[検索] をクリックします。以下の検索条件を使用してレコードを検出でき

ます。 

• 製品 

• 部品表 

• 分析番号 

• FTA 

• ステータス 

• 実行日 

 
検索条件を選択すると画面に結果が表示されます。表示される情報は以下のとおりです。 
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製品番号 選択した部品表（BOM）の製品番号。 

部品表 分析時に使用した部品表（BOM）。 

BOM 範囲 各部品表（BOM）の日付の範囲。 

分析実行日 部品表（BOM）の分析を実行した日付。 

分析番号 部品表（BOM）に対して実行した FTA 分析の番号。ONESOURCE FTA Management での 1 回の

一括分析または単一分析ごとに 1 つずつ増加します。 

分析 部品表（BOM）の最新の分析の結果。 

ステータス 部品表（BOM）分析のステータス（適合、不適合など）。 

理由 [ステータス] が [適合] の場合、部品表（BOM）の部品が適合になった理由。また、BOM に複数

の規則部品が使用されている場合も表示されます。 

 

製品の [レポート] と [顧客証明書] の詳細を表示するには、下のグリッドで製品を選択し、その行の左端

にある矢印をクリックします。詳細には、分析理由も表示されます。 

 

詳細を非表示にするには、矢印をもう一度クリックします。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   215 

© 2026 Thomson Reuters 
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[BOM ワークシート] リンクをクリックすると、レポート生成用のモーダルが表示されます。これらのリ

ンクについては、以下のサブセクションで詳しく説明します。 

 

 

BOM（資格）ワークシート 

BOM 資格ワークシートは BOM 分析の結果を統合してレビューできる便利なツールです。レポートの [完

成品] には以下のフィールドが表示されます。 

• 部品番号 

• 発効日 

• 有効期限 

• 部品の説明 

• HS の分類 

• 部品表名 

• 生産国 

• 工場 

• FG 値 

• ステータス 

• 原産地規則 

• 分析日 

[BOM ワークシート] には [完成品] のデータに加えて以下の 3 つのセクションが表示されます。 

部品コスト 部品表（BOM）の購入部品と、その HS の分類、原産国（COO）、コスト、必要数量、拡張コ

スト、および総コストが表示されます。 

適合の根拠 部品表（BOM）が適合または不適合になった理由が表示されます（RVC、料金変更、デミニミ

スなど）。 

原産地規則のテ

キスト 

部品表（BOM）に対して実行した原産地規則のテキストが表示されます。 
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リンクをクリックすると、文書が開きます。 

 

[PDF をダウンロード]  をクリックし、この文書の印刷用バージョンをダウンロードすることができます。 
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BOM 詳細ビュー 

[BOM 詳細ビュー] リンクでは、グリッド形式の BOM をオンラインで表示でき、完成品の情報が上部、部

品の情報が下部に表示されます。グリッドの完成品と部品は、グリッドの左側にある矢印を使用して展開

または縮小できます。 

[BOM 詳細ビュー] では、各 FTA に合わせて列の設定を変更できます。 

サブスクリプションに、英国-インド間の協定または EU-インド間の協定が含まれている場合、[BOM 詳細

ビュー] には、それらの協定で利用可能な新しい域内原産割合（RVC）および原産資格割合（QVC）の計

算方法も表示されます：EXW ビルドダウン、 EXW ビルドアップ、 および FOB ビルドアップ。 
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HS が相関している場合、[HS] 列は [HS（使用中の HS 番号）] となり、相関している HS 番号が括弧内に

表示されます。 

 

 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   220 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

詳細な BOM 概要 

[詳細な BOM 概要] リンクをクリックすると、BOM 概要がグリッド形式で表示されます。 
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BOM 詳細を抽出 

一度に最大 500 個の BOM を Microsoft Excel に抽出することができます。この機能により、BOM をレビ

ューするだけでなく、システム外で日々の BOM 分析タスクを簡単に実行できます。 

BOM 詳細を Excel に抽出するには、検索パラメータを設定してから、[検索] をクリックします。 

 

次に、グリッドの BOM をレビューして、抽出するすべての BOM の対応するチェックボックスをオンに

します。また、[エクスポート] の下にあるチェックボックスをクリックすると、画面に表示されているす

べての BOM を選択することができます。 

抽出するすべての BOM が選択されたら、[BOM 詳細を抽出] をクリックします。 

 

BOM 分析メトリック 
[BOM 分析メトリック] タブには BOM 分析の実行回数、システムに追加された新しい BOM、適合する新

しいレコードがユーザーの指定した開始日と終了日のパラメーターに基づいて表示されます。 

[開始日] のデフォルトは現在の日付ですが、変更する場合は、フィールドに新しい日付を入力するか

（mm/dd/yyyy 形式）、ポップアップカレンダーを使用することができます。[時間枠] ドロップダウンの

デフォルトは [過去 7 日間] ですが、変更する場合は、ドロップダウンをクリックして別の範囲を選択する

ことができます。 
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一括分析結果レポート 
[一括分析結果レポート] タブには、特定の分析番号のすべての [一括 BOM 分析結果] を表示できます。 

このレポートには、すべての部品表の [一括 BOM 分析結果]、分析番号に含まれるすべての協定、および

分析番号に含まれる協定に固有の情報が含まれます。 

 
 

一括結果レポートをダウンロードするには、そのレポートのリンクをクリックしてモーダルを開きます。

[レポートをキューに送信] リンクをクリックします。 
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E メールがユーザーのメールボックスに送信されます。 

 

[PDF をダウンロード] をクリックします。 

 

 

以下で一括 BOM 分析の [複数結果レポート] の例を参照してください。HS 番号が相関している場合は、

レポートに [規則で使用される HS] セクションが表示されます。 
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失敗した BOM レポート 
[不適合 BOM レポート] タブには、不適合の BOM のすべての BOM 分析結果が表示されます。このタブに

は以下が含まれます。 

• 不適合 BOM を含む分析番号 

• 分析実行日 

• 分析した BOM 合計数 

• BOM を検証した協定 

• 不適合 BOM を含むレポートリンク 

[不適合 BOM レポート] をレビューするには、グリッドから [不適合 BOM レポート] を選択し、その行の

右端にあるハイパーリンクをクリックします。 

 

ハイパーリンクをクリックすると、リンクを含むポップアップが開きます。[レポートをキューに送信] を

クリックします。 

 

[レポートをキューに送信] を選択すると、レポートをダウンロードするためのリンクが記載された E メー

ルが送信されます。リンクをクリックすると、[不適合 BOM レポート] タブに移動して PDF をダウンロー

ドできます。 
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PDF を表示するには、[PDF をダウンロード] をクリックします。 

 

以下は分析の [不適合 BOM レポート] の例です。 

 

リンク協定（オプション） 
協定が WCO 関税の最新バージョンに更新されていない場合、完成品の特定の HS 番号について原産地規

則が欠落していることがあります。[リンク協定] タブ（システムに設定されている場合）を使用すると、

過去の HS 番号とリンクさせて、原産地規則を見つけることができます。 

累積（このタブの動作方式）は、リンクされた協定を識別し、他の協定から証明書を認定プロセスに取り

込む機能です。協定により別の協定の認定商品を認定プロセスに含めることができる場合、累積機能を使

用すると、協定をリンクして既存の証明書を検索できるようになるので、認定の向上にもつながります。 

新しいリンク協定の作成 

2 つの協定をリンクさせるには、グリッドの上にある 2 つのドロップダウンを使用して 2 つの協定を選択

します。2 つの協定を選択したら、[FTA をリンク] ボタンをクリックします。リンクされた協定は、下の

グリッドにライン品目として表示されます。 
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カーソルをヒントに合わせると、追加情報が表示されます。 
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リンク協定の削除 

リンクされた協定を削除するには、グリッドからリンクされた協定を選択し、その行にある [削除] ボタン

をクリックします。 

 

確認のポップアップが画面に表示されます。[OK] をクリックして削除します。リンクされた協定はグリッ

ドに表示されなくなります。 
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FTA の証明書と書類 
製品の適合性と有効期限が確立されたら、[FTA の証明書と書類] 画面を使用して、顧客の証明書と非証明

書類を完成させることができます。 

この画面を開くには [FTA] メニューから [FTA の証明書と書類] を選択します。 

 

ランディングページの画面は以下のとおりです。 

 

 

既存の証明書のロード 

既存の証明書をロードするには、[書類を選択] をクリックします。 

 

[書類を選択] をクリックすると、既存のすべての証明書を含む [ドキュメントを選択] ポップアップが開き

ます。グリッドから証明書を選択し、その行の左端にある [選択] リンクをクリックします。 

 

必要な証明書がすぐに表示されない場合、このポップアップの列をフィルタリングして結果をさらに絞り

込むことができます。 
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[選択] をクリックすると、ポップアップが閉じて画面が [ヘッダー情報] タブに戻ります。以前に証明書に

関連付けられた情報は、3 つのタブすべてに表示されます。既存の証明書を編集、生成、無効化、または

コピーする方法については、以下の「証明書の新規作成」のセクションを参照してください。 

 

証明書の新規作成 
[FTA] メニューから [FTA の証明書と書類] 画面を開いた場合、最初に [FTA] と [関連書類タイプ] の情報を

入力する必要があります。[自由貿易協定] ドロップダウンから協定を選択します。選択可能な協定は顧客

の設定によって異なります。 
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2 番目のドロップダウン（[関連書類タイプ]）が画面に表示されます。[関連書類タイプ] のドロップダウン

から選択します。使用可能な [関連書類タイプ] は協定によって異なりますが、[適合証明書] と [NQ/原産

地レター] が含まれる場合があります。 

 

これらの 2 つの入力欄に入力すると、[ヘッダー情報] タブが表示されます。[ヘッダー情報] タブを完了す

るには以下の入力欄に入力します。 

書類名 証明書の名前を入力します。 

開始日 カレンダーボタンを使用して開始日を選択します。 

終了日 カレンダーボタンを使用して終了日を選択します。 

署名情報 ドロップダウンリストを使用して、証明書に署名する個人の名前を選択します。このボックスは 

[電子署名を含める] がオンの場合にのみ入力します。 

署名日 カレンダーボタンを使用して署名の日付を選択します。このボックスは [電子署名を含める] がオン

の場合にのみ入力します。 

電子署名を含

める 

文書に電子署名を使用する場合はこのチェックボックスをオンにします。このボックスがオンであ

るにもかかわらず [署名情報] ドロップダウンで名前が指定されていない場合、エラーメッセージが

画面に表示され、名前が選択されるまで操作を続行できません。 

すべての情報を入力したら [保存] をクリックして続行します。 

 

 

画面上部に以下のメッセージが表示されます。 
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さらに、3 つのタブのすべてに [当事者情報] が表示されます。ただし、[NQ/原産地レター] を [関連書類タ

イプ] に指定すると、[当事者情報] は表示されることも必要とされることもありません。 

 

当事者情報の変更 

[当事者情報] セクションのデータを変更するには、[当事者のタイプ] の上にある [編集] をクリックしま

す。各当事者のタイプのポップアップが開きます。 

 

事前に入力されたデータを読み込むには、[利用可能な企業] ドロップダウンから企業を選択します。次

に、その [当事者のタイプ] で表示された必須フィールドに入力します。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   233 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

輸出業者 [利用可能な企業] ドロップダウンから適切な輸出者を選択して、その当事者用に保存されている [輸出者

名]、[住所]、および [輸出者納税 ID] 情報を自動入力します。輸出業者が複数の場合は [その他] と入力

し、FTA の許可に従って対応する [住所] と [納税者番号] の入力欄を空白のままにします。 

輸入業者 [利用可能な企業] ドロップダウンから適切な輸入者を選択して、その当事者用に保存されている [輸入者

名]、[住所]、および [輸入者納税 ID] 情報を自動入力します。 

輸入者が複数の場合は [その他] と入力し、FTA の許可に従って対応する [住所] と [納税者番号] の入力欄

を空白のままにします。 

生産者 [利用可能な企業] ドロップダウンから適切な生産者を選択して、その当事者用に保存されている [生産者

名]、[住所]、および [生産者納税 ID] 情報を自動入力します。また、自由貿易協定で許可されている場合

は、代わりに [依頼に応じて税関に提供可] チェックボックスをオンにすることもできます。 

必要な情報をすべて入力したら、ポップアップの下部にある [保存] をクリックして変更を保存します。 

変更を保存せずにポップアップを閉じるには、ポップアップの右上にある [キャンセル] または [X] をクリ

ックします。情報が保存されている場合、画面上部に以下のメッセージが表示されます。 

 

[製品情報] タブの入力 

次の手順では [製品情報] タブに必要なデータを入力します。なお、一部の補足フィールド（「累積非原産

価額」など）は協定に固有のものであり、選択する協定（例: CPTPP）によって表示される場合とされな

い場合がありますのでご注意ください。 

NQ/Origin Letter 

[NQ/原産地レター] を生成するには、ドロップダウンから [製品ソースの場所] を選択します。[製品ソース

の場所] では、製品情報をシステムの NQ 証明書から取得するか、ONESOURCE Global Classification デー

タから直接取得するかを指定します。 

 

適合証明書 

適合証明書を生成する場合、このドロップダウンは編集できません。適合レコードが自動的に検索されま

す。 
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製品を証明書に追加するには、[製品を選択] をクリックします。 

 

[製品を選択] をクリックするとポップアップが開きます。 

[説明/HS 番号ソース] ドロップダウンを使用すると、Global Classification の適切な国を選択して、製品説

明と HS 番号のデータを読み込むことができます。 

[検索] ドロップダウンを使用すると、テキストボックスに入力した値を検索する列を選択できます。右側

のテキストボックスに値を入力して [実行…] をクリックします。 

 

検索条件を入力して [実行…] をクリックすると、条件に一致するすべてのデータがグリッドに表示されま

す。 

グリッドでは、これらの一致データでフィルタリングすることができます。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   235 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

証明書に製品を追加するには、グリッドで証明書を選択し、その行の左端にあるチェックボックスをオン

にします。 

すべての製品を証明書に追加するには、グリッドの左上にある [すべて選択] をクリックします。 

データの列を並び替える場合、ヘッダーを 1 回クリックするとデータが昇順でロードされます。2 回クリ

ックすると降順で並べ替えられます。3 回クリックすると列が元の順序に戻ります。 

列をフィルタリングするには、列のフィールドにフィルタリング条件を追加します。 

 

マルチソーシング 

マルチソーシングが有効になっている場合、GC からの製品は、そのすべてのサプライヤーに Q レコード

がある場合にのみポップアップ内に表示されます（適合証明書を生成する際に）。いずれかの製品に NQ 

レコードがある場合や適格レコードがまったくない場合、それらの製品のインスタンスはグリッド内にい

っさい表示されません。 
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[HS コードソース] 列では、グリッドの各製品の HS 番号のソースを特定します。 

依頼 [HS 番号] はサプライヤー証明書にあります。 

BOM [HS 番号] は BOM ファイルにあります。 

分類 HS 番号は Global Classification モジュールの部品データにあります。 

一度に多数の製品を選択する場合、[保存] をクリックすると処理中の一覧をいつでも保存できます。必要

なデータをすべて選択したら、ポップアップの上部にある [保存] をクリックしてから [閉じる] または [保

存して閉じる] をクリックします。 

 

選択した製品はすべて [製品情報] タブのグリッドに表示されます。 

 

 

製品情報の更新またはメモの追加 

証明書は更新やメモの追加（印刷時）が必要になることがあります。 

そのような場合、[製品情報] タブのグリッドから製品を選択し、その行にある [編集] リンクを選択しま

す。その画面から以下のフィールドを編集できます。 

• 説明 
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• HS 番号 

• 生産者 

• インボイス  

• インボイス発行日 

• メモ（証明書に印刷） 

• RVC 開始日 

• RVC 終了日 

• 累積非原産価額 

• 証明書指標 

• 鉄鋼 

• アルミニウム 

• パッケージ_フラグ 

• 梱包_フラグ 

• Option1 

• オプション_B 

 

 

必要な変更を加えます。 

変更を保存するには、[更新] をクリックします。 
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変更を破棄するには、[キャンセル] をクリックします。 

 

証明書からの製品の削除 

証明書から製品を削除するには、 

1. 削除する製品に対応するチェックボックスをオンにします。 

 

メモ：[すべて選択] チェックボックスをオンにすると、すべての製品を削除できます。 

 

2. [選択した製品を削除] をクリックします。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   239 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

3. 確認を求めるポップアップが表示されます。[OK] をクリックして確認するか、[キャンセル] をクリックして削

除を取り消します。 

 

4. [OK] をクリックすると、次のメッセージが表示されます。 

 

 
 

[文書] タブの入力 

[文書] タブは依頼に顧客情報を追加するために使用します。この情報が必要な場合は、製品にレコードを

追加します。これは、[顧客を追加] ボタンなどのボタンをクリックして実行できます。 

 

以下のフィールドを編集できます。必要な情報をすべて入力します。 

• 企業名 

• 従業員 

• メール 

行に項目を追加するには、[追加] をクリックします。 

行に項目を追加せずにグリッドを終了するには、[キャンセル] をクリックします。 
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顧客情報の変更 

顧客情報を編集するには、グリッドでレコードを選択し、その行にある [編集] リンクをクリックします。 

 

フィールドは読み取り/書き込みが可能になります。必要な変更を加えたら [更新] をクリックします。 

 

顧客情報の削除 

顧客情報を削除するには、グリッドでレコードを選択し、その行の右端にある [削除] リンクをクリックし

ます。 

 

文書の生成 

文書の準備ができたら [生成] をクリックします。 
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文書を生成すると、指定した文書が [顧客] グリッドのすぐ上の新しい [文書] グリッドに自動的に添付され

ます。 

[文書] グリッドには以下の情報が表示されます。 

作成日 文書が生成された日付。形式は MM/DD/YYYY HH:MM AM/PM 

改訂番号 リクエスト管理ページから文書を再印刷しようとすると、同じ文書に新しい改訂が生成されま

す。 

改訂番号は連番になっており、同じ文書の複数のバージョンを持たせることができます。そのた

め、顧客に送り返す際に、それらのバージョンを E メールに添付することができます。 

関連書類 レポート名は、[レポートタイプ] で設定した表示名に基づいて表示されます。 

ただし、いくつかの例外があります。 

• 証明書: レポートタイプで設定された表示名がそのまま名前になります。例: USMCA New。表示名が

入力されていない場合、レポートタイプのファイル名が代わりに使用されます。 

• 継続: 証明書の名前に「Continuation」という単語を連結した名前です。例: USMCA New 
Continuation 

• カスタム: カスタムレポートの名前は、「Custom」という単語の後にレポートの表示名を連結した

ものです。例: Custom My Favorite 

• カスタム継続: カスタム継続には、カスタムレポート名の後に「Continuation」を連結した名前が付

けられます。例: Custom My Favorite Continuation 

• 書簡: レポートタイプの表示名が名前になります。例: My Letter 

ただし、レポートタイプが設定されていない場合は、デフォルトのレポートではなく、デフォル

トの名前が選択されます。 

• 証明書: certificate 

• 継続: certificate continuation 

• 書簡: NQ/Origin Letter 

• 宣誓供述書: affidavit 

生成される文書タイプはユーザーが選択した文書タイプによって異なります。顧客情報が提供されなかっ

た場合、[顧客] グリッドには情報も生成された文書も表示されません。 

また、文書が生成されると、ページの上部に次のような通知メッセージが表示されます。 
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文書を表示、保存、印刷、または署名するには、文書のリンクをクリックします。文書が新しいタブまた

はウィンドウで開きます。 

 

署名済み文書のアップロード 

ヘッダー情報を入力するときに [電子署名を含める] をオンにして電子署名を追加すると、[署名されたド

キュメントのアップロードと保存] セクションは [文書] タブに表示されません。 

電子署名を使用しない場合、署名が必要な文書を印刷し、手書きで署名し、スキャンしてから 

ONESOURCE FTA Management にアップロードして、証明書を依頼した顧客に送信します。 

[文書] タブの [署名されたドキュメントのアップロードと保存] セクションで [参照] をクリックし、署名入

りの証明書をシステムにアップロードします。文書は [参照] ポップアップで選択すると自動的にアップロ

ードされます。アップロードが完了すると、「ファイルが正常にアップロードされました」というメッセ

ージが画面上部に表示されます。[文書] グリッドの既存の証明書はこの新しくアップロードした文書に自

動的に置き換えられます。 

文書のメール送信 

FTA 証明書または書類を E メールで送信するには、[顧客] グリッドの [文書のメール送信] リンクをクリッ

クします。 
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[文書のメール送信] をクリックするとメールのポップアップが開きます。受信者の情報には [顧客] タブか

ら企業の E メールが自動的に入力されます。[件名] には生成した文書の協定と年が自動的に入力されま

す。 

必要に応じて受信者の情報と件名を編集し、E メールにメッセージを追加します。 

添付ファイルを追加するには、[添付ファイル] をクリックします。E メールに添付できるすべての文書が

小さなグリッドに表示されます。 

文書を選択するには、対応するチェックボックスをオンにします。スクロールバーを使用して下にスクロ

ールするか、[添付ファイル] リンクをもう一度クリックして [送信] リンクを表示します。メールを送信す

る準備ができたら、ページの下部にある [送信] をクリックします。 
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証明書のコピー 

文書の情報は証明書や文書を作成するときにいつでもコピーできます。コピーにはコピーの時点までに入

力した情報（部分的な入力または完全な入力）が含まれます。 

文書データをコピーするには、[ヘッダー情報] タブの右上にある [コピー] をクリックします。 

 

[コピー] をクリックすると [コピー] ポップアップが開きます。コピーした文書情報の新しい名前を入力し

ます。 

コピーを作成するには、[コピー] をクリックします。 

コピーを保存せずに [ヘッダー情報] タブに戻るには、[キャンセル] をクリックします。 

 

[コピー] をクリックすると画面は [ヘッダー情報] タブに戻り、コピーした文書が開いた状態で表示されま

す。「情報が正常にコピーされました」というメッセージが画面上部に表示されます。 

 

この時点から、証明書と文書の生成を通常どおり続けます。 
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証明書の無効化 

正常に生成された証明書または文書を無効にする必要がある場合は、[FTA の証明書と書類] 画面で証明書

または文書を開いて [ヘッダー情報] タブに移動します。タブの右上の [無効] をクリックします。 

 

[無効] をクリックすると [無効基準] ポップアップが開きます。ドロップダウンから [無効理由コード] を選

択し、必要に応じて [無効の説明] を入力します。無効の理由は以下のとおりです。 

COMPL 不適合 

SUPLR サプライヤーの問題 

DATA データ入力ミス 

XSUPL ソースの変更 

文書を無効にするには、[無効] をクリックします。変更内容を破棄して [ヘッダー情報] タブに戻るには、

[キャンセル] または [X] をクリックします。 

 

[無効] をクリックすると、別のポップアップ（[無効を確認]）が開いて文書の無効化を確定するよう求め

られます。 

文書を無効にするには、[OK] をクリックします。 

変更内容を破棄して [無効基準] ポップアップに戻るには、[キャンセル] または [X] をクリックします。 
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[OK] をクリックすると [ヘッダー情報] タブに移動します。 

文書のステータスは印刷ではなく「無効」と表示されます。[ヘッダー情報] タブの上部に [無効理由コー

ド] と [無効の説明] が表示されます。 

 

長期サプライヤー申告書（LTSD）の作成 
欧州自由貿易協定において、長期サプライヤー申告書（LTSD）の生成が設定されている場合、追加のヘ

ッダーフィールドを入力する必要があります。 

規制要件に従って、LTSD の [開始日] は [発行日]（申告書を作成した日付）の 12 か月前または 6 か月後を

超えることはできません。[終了日] は [開始日] から 24 か月を超えることはできません。 

また、この画面で複数製品、複数協定の LTSD を生成することもできます。これらのシナリオでのスクリ

ーンショットおよび詳細な説明については、以下のセクションで複数製品の LTSD プロセスを参照してく

ださい。単一の製品/協定の LTSD の場合、[ヘッダー情報] タブのみが必要になります。 

 

ヘッダー情報 

[追加のヘッダーフィールド] に入力するには、[国を選択] をクリックします。 
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[国を選択] をクリックすると [国] ポップアップが開き、参加しているすべての累計国の 2 文字の ISO 国コ

ードが入力されます。国を選択するには、左側にある該当のチェックボックスをオンにします。必要な国

をすべて選択したら、[選択した国を使用] をクリックします。 

 

選択した国が [累積国] の入力欄に表示されます。 

 

該当する場合は [第二言語] ドロップダウンから言語を選択します。 

 

[ヘッダーフィールドの追加] セクションで入力欄に入力したら、[保存] をクリックして続行します。 
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製品情報 

複数製品の LTSD の場合、[製品情報] タブを開き、[製品を選択] ボタンをクリックします。 

 

[製品を選択] ボタンをクリックすると、ポップアップが開き、LTSD に含める製品を選択（複数可）する

ことができます。説明/HS ソースと検索する列を選択して、値を入力します。次に、[実行...] をクリック

します。 

 

パラメータを設定すると、そのパラメータに一致するすべての製品がグリッドに表示されます。LTSD に

含める製品を選択し、[保存して閉じる] をクリックします。 

 

選択されたすべての製品がグリッドに表示されます。再度 [製品を選択] をクリックし、上記の手順を繰り

返すことで、製品を追加することができます。 
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製品を編集するには、グリッドから製品を選択し、その行にある [編集] ボタンをクリックします。 

 

必要な変更を加えた後、[更新] をクリックします。 

 

 

 

製品を削除するには、 
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1. 削除する製品に対応するチェックボックスをオンにします。 

2. [選択した製品を削除] をクリックします。 

 

メモ：[すべて選択] チェックボックスをオンにすると、すべての製品を削除できます。 

 

 

3. 確認を求めるポップアップが表示されます。[OK] をクリックして確認するか、[キャンセル] をクリックして削

除を取り消します。 

 

 

[OK] をクリックすると、次のメッセージが表示されます。 
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関連書類 

[文書] タブを使用して複数のお客様やメールアドレスを追加しておくと、作成した文書をすぐに送ること

ができるようになります。 

新規顧客を追加するには、[顧客を追加] ボタンをクリックします。 

 

[顧客] グリッドのフィールドが読み取り/書き込みになります。顧客情報を入力し、[挿入] をクリックしま

す。 

 

既存顧客を修正するには、[顧客] グリッドから顧客を選択し、その行にある [編集] ボタンをクリックしま

す。 

 

必要な変更を加えた後、[更新] をクリックします。 

 

顧客を削除するには、グリッドから顧客を選択し、その行にある [削除] ボタンをクリックします。 
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リセット 

[顧客の依頼] 画面から [FTA の証明書と書類] 画面を開くと、[リセット] をクリックしていつでも前のペー

ジに戻ることができます。[FTA の証明書と書類] で行った変更はすべて保存されます。 

LTSD の生成プロセスでは、過去と現在の文書がある場合に 2 つの文書を印刷するか、2 年以内の場合は 1 

つの文書に印刷するように設定できます。 

 

FTA の証明書と書類（顧客の依頼への対応） 
[FTA の証明書と書類] 画面へのアクセスには以下の 2 つの方法があります。 

1. [FTA] メニューから [FTA の証明書と書類] を選択します。 

2. [リクエスト管理] 画面を開き、[依頼の詳細] タブを開きます。[要件非該当書類を生成する] または [証明書の生成] 
をクリックします。 

[依頼の詳細] タブから [FTA の証明書と書類] 画面を開くと、以下が自動的に入力されます。 

• 自由貿易協定 

• 生成時に選択した関連書類タイプ  

• 書類名(依頼の名前になります) 

• 証明書有効期間 

[製品情報] タブには、適合証明書または不適合証明書の対象となるすべての製品が表示されます。 

[文書] タブには [顧客の依頼] の企業情報が表示されます。 
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顧客から原産地証明書を依頼された場合の
対応 
顧客から原産地証明書を依頼された場合、ONESOURCE FTA Management を使用して対応プロセスを自

動化できます。ONESOURCE FTA Management には顧客依頼の作成と管理をサポートする 2 つの画面が

あります。 

• 顧客依頼の生成 

• 顧客依頼管理 

これら 2 つの画面は [FTA] メニューの下にあります。 

 

顧客依頼の生成（顧客依頼の作成） 
[顧客依頼の生成] メニューアイテムを選択すると [顧客依頼の作成] 画面が開きます。この画面は以下に使

用します。 

• 原産地証明書の顧客依頼の新規作成 

• 既存リクエストのコピー 

• 既存リクエストの変更 

• エクスポート機能による MS Excel スプレッドシートから依頼への製品のロード 

• 原産地証明書の請求 
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依頼を作成 

新しい依頼を作成するには、[依頼の新規作成] をクリックします。 

 

[依頼の新規作成] をクリックすると、[依頼の新規作成] ポップアップが開きます。[名前]、[企業]、[開始

日]、[終了日]、[依頼タイプ] の入力欄に適切なデータを入力します。企業はアルファベット順に表示され

ます。 

依頼を作成するには、[依頼の新規作成] をクリックします。 

すべての変更を破棄して [顧客依頼の生成] 画面に戻るには、[X] または [キャンセル] をクリックします。 

 

[依頼の新規作成] をクリックすると画面上部に以下のメッセージが表示されます。 

 

依頼の作成後、手動で依頼に製品を追加するか、またはスプレッドシートのアップロード機能を介してこ

のタスクを実行できます。次の 2 つのセクションではこの 2 つの方法について説明します。 

製品を依頼に追加（手動で入力） 

手動で製品を依頼に追加するには、[製品を依頼に追加] をクリックします。 
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[製品を依頼に追加] をクリックすると、ポップアップが開いて選択可能なすべての製品が表示されます。 

特定の製品を迅速に検出するには、画面上部の [検索] と [検索条件] の入力欄を使用します。製品は [製

品] 、[製品説明] 、または [HS 番号] でフィルタリングできます。グリッドで製品を選択し、その行の左端

にある [選択] リンクをクリックします。これで製品が依頼に追加されます。 

必要な製品がすべて選択されるまでこの操作を繰り返します。 

 

製品を依頼に追加（スプレッドシートを抽出） 

エクスポート（スプレッドシートのアップロード）機能を使用して製品を追加するには、[製品をエクス

ポート] をクリックします。 

 

[開く] または [保存] のプロンプトが表示されたら [開く] をクリックします。 

 

ダウンロードしたファイルを Excel で開いたら、[ファイル]、[名前を付けて保存] の順に選択し、[ファイ

ルの種類] として [.xls] または [.xlsx] を選択します。 
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新しい依頼 

新しい依頼の場合、追加のデータをスプレッドシートに追加します。ヘッダー行を削除したり列を追加し

たりしないでください。アップロードする前に、以下のレビューと確認を行います。 

• [ProductNum（製品番号）] のすべての新しい行に正しいデータが入力されている。 

• 各行に一覧の [ProductNum（製品番号）] が入力されている。 

既存リクエスト 

既存リクエストの場合、スプレッドシートのデータを編集します。列を追加したり削除したりしないでく

ださい。 

新しい製品の追加 

新しい製品を追加するには、新しい行を追加し、[ProductNum（製品番号）] の入力欄に製品番号を入力

します。その行の他の入力欄はすべて空白のままにします。 

アップロードする前に、[ProductNum（製品番号）] の新しい行に正しい製品番号を入力しているかレビ

ューと確認を行います。スプレッドシートを保存します。 

 

スプレッドシートのアップロード 

編集したスプレッドシートをアップロードするには、[顧客依頼の作成] に戻り、[スプレッドシートをアッ

プロード] をクリックします。 

 

[スプレッドシートをアップロード] をクリックすると、[スプレッドシートからアイテムデータをアップロ

ード] ポップアップが開きます。[参照...] ボタンをクリックしてアップロードするファイルを選択します。 
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ファイルを選択すると、ポップアップに「ファイルは正常にアップロードされました」というメッセージ

が表示されます。次に、[アップロードされたデータを適用] をクリックします。これで既存リクエストの

製品データが更新されます。 

 

データが正しいか確認します。 

既存リクエストからの依頼の新規作成 

既存リクエストから依頼を新規作成するには、[依頼] ドロップダウンから既存リクエストを選択し、[依頼

をコピー] をクリックします。 

 

[依頼をコピー] をクリックすると [依頼をコピー] ポップアップが開きます。コピーする依頼の名前を選択

し、[名前] の入力欄に入力します。他の必須フィールドに入力して [依頼をコピー] をクリックします。 

 

新しい依頼が [顧客依頼の作成] 画面に表示されます。画面上部に以下のメッセージが表示されます。 

 

必要に応じて追加の変更を加えます。 
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製品を依頼に追加する場合は、このユーザーガイドの「製品を依頼に追加（手動で入力）」または「製品

を依頼に追加（スプレッドシートを抽出）」のセクションを参照してください。すべての製品を追加した

ら [証明書を依頼] をクリックします。 

 

依頼ステータスが [送信済み] に変わります。 

 

顧客依頼管理 
[顧客依頼管理] 画面は提出されたすべての顧客の依頼の表示管理を行うために使用します。ユーザーは依

頼をフィルタリングしてレビューに割り当てることができます。この画面は以下の 3 つのタブに分かれて

います。 

• 依頼要約 

• 依頼作業キュー 

• 依頼詳細 

 

以下のフィールドが表示され、[依頼要約] タブと [依頼作業キュー] タブでフィルタリングできます。 
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• 編集 

• 依頼のキャンセル 

• 依頼名 

• 依頼ステータス 

• ビジネスステータス 

• 企業 ID 

• リクエストタイプ 

• 依頼日 

• 期日 

• 依頼開始日 

• リクエスト終了日 

• リクエストからの経過日数  

• 製品数 

• メモ 

• 依頼者 

• 依頼者のメール 

• 割り当て先 

• 文書番号 

 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   262 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

依頼要約 

[依頼要約] タブには、[企業名]、[依頼日（依頼レコードの有効日）]、[期日]、[メモ] など、未完了の顧客

依頼に関する高レベルの情報がすべて表示されます。これらのフィールドが直接表示されない場合、画面

を左または右に切り替えると、さらに列を確認できます。 

 

依頼を開くには、[依頼の要約] グリッドから依頼を選択し、左側にある対応する [依頼名] をクリックしま

す。 

 

表示するように設定されている場合、[ビジネスステータス] ドロップダウンを使用して、以下のような特

定の依頼に対する通関ステータスを選択できます。 
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依頼の編集 

既存リクエストを編集することもできます。これを行うには、[依頼要約] グリッドから依頼を選択し、対

応する [編集] ボタンをクリックします。 

 

追加のフィールドを含める設定でない限り、[メモ] のみが編集可能な状態で表示されます。必要な変更を

加えた後、[更新] をクリックします。 
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別の依頼のレビュー（クリア） 

[依頼要約] タブで依頼を選択すると、その情報が [依頼詳細] タブに入力されます。 

別の依頼をレビューしたり、[依頼の要約] タブに戻ったりするには、[クリア] をクリックします。 

 

依頼作業キュー 

[依頼作業キュー] タブは、個人に割り当てられた依頼のリストを表示するのに使用します。右端の [割り

当て先] 列の名前ごとにサブタブがあります。 

依頼を開くには、グリッドから依頼を選択し、左端にある対応する [依頼名] をクリックします。 
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表示するように設定されている場合、[ビジネスステータス] ドロップダウンを使用して、以下のような特

定の依頼に対する通関ステータスを選択できます。 

 

依頼の詳細 

[依頼要約] または [依頼作業キュー] タブで [依頼名] をクリックすると、[依頼の詳細] タブに依頼の詳細が

表示されます。 

ヘッダー 

ヘッダーセクションには、以下の情報が記載されています。 

ステータス 依頼のステータス。[新規]、[進行中]、[キャンセル]、[送信済み]、[生成済み] がありま

す。 

割り当て先 依頼を割り当てられたユーザー。 

企業名 依頼の企業名。 

日付 依頼の日付パラメータ。 

完了 完了した依頼のパーセンテージ。 
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コマンドボタン 

[依頼詳細] タブには、以下のコマンドボタンがあります。 

依頼のキャンセル このボタンをクリックすると、依頼がキャンセルされ、ステータスが [キャンセ

ル] に変わります。 

要件非該当書類を

生成する 

このボタンをクリックすると、[要件非該当書類] が事前に選択され、チェックが

オンになっているすべての製品を含む依頼の情報が項目に入力された状態で、

[FTA の証明書と書類] 画面が開きます。製品が選択されていない場合、グリッド

内のすべての製品に対し適合証明書が生成されます。 

この画面の詳細については、このユーザーガイドの「FTA の証明書と書類」のセ

クションを参照してください。 

証明書の生成 このボタンをクリックすると、[適合証明書] が事前に選択され、チェックがオン

になっているすべての製品を含む依頼の情報が項目に入力された状態で [FTA の

証明書と書類] 画面が開きます。製品が選択されていない場合、グリッド内のす

べての製品に対し適合証明書が生成されます。 

この画面の詳細については、このユーザーガイドの「FTA の証明書と書類」のセ

クションを参照してください。 

製品を依頼する このボタンをクリックすると、[依頼の管理] 画面に戻り、依頼の作成や改訂を行

うことができます。この画面の詳細については、このユーザーガイドの「依頼の

管理」のセクションを参照してください。 

抽出 このボタンをクリックすると、依頼グリッドの内容が Microsoft Excel レポート

ファイルに抽出されます。 

リフレッシュ このボタンをクリックすると、画面がリフレッシュされます。 
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[依頼の詳細] グリッド 

依頼に関する特定の情報をすばやく検索できるように、高度なフィルタリング機能を備えた [依頼の詳細] 

グリッドが有効になっています。フィルターを使用するには、右端の [フィルターの表示/非表示] をクリ

ックします。グリッドには各列で有効なフィルターが表示されます。この機能を使用すると、ユーザーは

特定の製品/日付/証明書タイプに関する重要な情報を検索できます。 

 

文書を依頼に追加（文書の追加） 

文書は、要件非該当書類の依頼に追加することができます。これらの依頼では、以下のように依頼の [証

明書] 列に [N] や [NQ] の値が表示されます。 

 

適合証明書の依頼の場合、[追加] ボタンは無効になり、グレーで表示されます。これらの依頼では、依頼

の [証明書] 列に [Q] の値が表示されます。 
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文書を追加するには、グリッドから要件非該当の依頼を選択し、その行の左側にある対応する [追加] ボタ

ンをクリックします。 

 

[追加] をクリックすると、[依頼の詳細文書をアップロード] ポップアップが開きます。文書が [適合] また

は [要件非該当] のどちらであるかを選択し、[ファイルを選択] ボタンをクリックします。 

 
ローカルドライブからファイルを選択します。ファイルが正常にロードされると、「ファイルが正常にア

ップロードされました」というメッセージがポップアップ表示されます。次に、[保存して閉じる] をクリ

ックします。 
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[保存して閉じる] をクリックすると、確認のポップアップが画面に表示されます。文書の追加を続行する

には、[OK] をクリックします。 

 

[OK] をクリックすると、選択した製品の [生成済み] の欄が [Y] の表示に変わり、[追加] ボタンが [文書を

削除] ボタンに変わります。このボタンは、文書を削除する必要がある場合に使用します。 

 

 

 

[文書を削除] ボタンをクリックすると、確認のポップアップが画面に表示されます。[OK] をクリックして

削除します。 

 

依頼されていない製品の依頼（製品の依頼） 

依頼していない製品の依頼を新規作成するには、[製品を依頼] をクリックします。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   274 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

[依頼の管理] ページが表示されて依頼を作成できます。[依頼の管理] 画面でデータを入力する方法の詳細

については、このユーザーガイドの「依頼の管理」のセクションを参照してください。 

[依頼の管理] 列には依頼に製品が存在するかどうかが表示されます。製品がすでに依頼されている場合、

[依頼の管理] 列にはハイパーリンクが表示されます。 

依頼を開くには、ハイパーリンクをクリックします。 
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文書の生成 

証明書と要件非該当書類は、依頼の中の特定の製品に対して生成することもできます。文書が生成されて

いない場合、「完了」率は 0% と表示されます。 

単一の FTA 証明文書に関してアドホックな証明書/書類や複数文書を生成するには、 

1. グリッドから文書を生成する製品を選択し（複数可）、左端にある対応するチェックボックスをオンにしま

す。 

2. [要件非該当書類を生成する] または [証明書の生成] をクリックします。 

 

3. 文書が生成されると、完了率が変わります。[証明書] 列の値が該当する証明書タイプ（要件非該当書類の場合

は [NQ]、適合証明書の場合は[Q]）に変わり、「生成済み」列の値が [Y] に変わります。 

 

4. [依頼要約] タブでは、適合証明書または要件非該当書類がまだ生成されていない製品が依頼に含まれているた

め、依頼は [進行中] と表示され、クローズされません。 
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FTA 製品レコード 
[FTA 製品レコード] 画面を使用して、保存されている証明書を製品番号で検索できます。この画面の 

[FTA] メニューから [FTA 製品レコード] を選択して開くことができます。 

 

既存の製品の検索 
製品を検索するには、[製品の検索] の入力欄に製品番号の一部または全部を入力します。入力補助機能の

ドロップダウンが開きます。製品を選択します。 

 

製品を選択すると、以下のデータフィールドが下のグリッドに表示されます。一部のフィールドが表示さ

れないこともあります。また、フィールドの順序が異なることもあります。項目の表示は実装時のシステ

ムの設定によって異なります。 

• 製品 

• 製品説明 

• HS 番号 

• 日付を挿入 

• サプライヤー  

• 証明書の開始日  

• 証明書の終了日  

• 協定  

• メモ  

• PC  

• 生産者  

• 純費用  

• CoO  

• トレース値  

• BOM 

• 書類 

• ステータス 

• 累積非原産価額 

• オプション 1 の値 

• オプション B の値 

• LVC インジケータ 

• テーブル C インジケータ  
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新しい製品レコードの追加 
新しい製品レコードを追加するには、[新規レコード] をクリックします。 

 

[新規レコード] をクリックすると、[新しい製品レコードを追加] ポップアップが開きます。 

[製品説明]、[HSNum（HS 番号）]、[追加日]、[BOM]、[書類] を除き、上記の入力欄に必要なすべての情

報を入力します。これらの入力欄には ONESOURCE FTA Management の他の領域のデータが自動的に入

力されます。 

メモ 1：[人件費] や [間接費] などの原産地に関係する材料以外の項目のレコードを追加する場合、関連す

る情報のみを入力します。 

メモ 2：協定に [CPTPP] が選択され、サプライヤー証明書の [製品] タブにある [テーブル C インジケータ] 

項目で [Y] が選択された場合、[新しい製品レコードを追加] ポップアップに [テーブル C インジケータ] ド

ロップダウンフィールドが表示されます。提供された情報は、[FTA 製品レコード] 画面の [協定] 列と [累

積値] 列に表示されます。 

すべてのデータを適切に入力したら [保存] をクリックします。レコードは [FTA 製品レコード] グリッドに

表示されます。 

 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   280 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   281 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

既存の製品レコードの変更 
既存の製品レコードを変更するには、グリッドからレコードを選択し、その行の左端にある [編集] リンク

をクリックします。 

 

 

[編集] をクリックすると、[製品レコードを編集] ポップアップが開きます。一覧のフィールドに必要な変

更を加えてから [保存] をクリックします。 

メモ：フィールド（[累積値] など）によっては協定固有のものがあります。これらの項目は、影響のある

協定（[CPTPP] など）が [FTA] ドロップダウンから選択された場合にのみ表示されます。 
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指定した製品番号に関連するすべての証明書が表示されます。サプライヤーが提供し、依頼者が承認した

証明書には [メモ] に「文書依頼により追加」と表示されます。 

 

承認プロセス中に添付した証明書は [書類] 列にリンクが表示されます。 
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関連する部品表は、[BOM] 列のリンクをクリックするとリンクされます。 

 

ワークシートレポートをダウンロードするには、[BOM] リンクをクリックします。 

 

モーダルが開いたら、[レポートをキューに送信] をクリックします。 

 

 

E メールがユーザーのメールボックスに送信されます。 
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E メール内のリンクをクリックすると新しいページが開き、そこで pdf ファイルをダウンロードできま

す。 
 

 

[書類] 列の [追加] リンクをクリックして追加の書類を追加することもできます。 

[追加] をクリックすると [文書の添付] ポップアップが開きます。以下の情報を入力して文書を添付しま

す。 

フォームのタイプ デフォルトの FTA が自動的に入力されます。 

識別子 [検索] をクリックして製品番号を選択します。 

ドキュメントアクセ

スタイプ 

[パブリック] と [プライベート] から選択します。 

ドキュメントタイプ さまざまな文書のタイプから選択します。 

ファイルの場所 [参照] ボタンを使用してローカルのハードドライブからファイルを選択します。 

メモ 文書内に保存される追加情報です。 

文書を選択し、必要なすべての入力欄に入力したら [文書を添付] をクリックします。 
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[文書を添付] をクリックすると、入力欄に入力した文書の情報とともに文書が添付ファイルの一覧に追加

されます。 

文書を更新または削除する場合は [編集] または [削除] リンクをクリックします。 

[製品 FTA レコード] 画面には、BOM 分析で適合したすべての完成品も保存されます。対象製品には [FTA 

分析] の説明が追加されます。 

適合レコード用のスプレッドシートのアップロード 
適合レコード用のスプレッドシートをアップロードすれば、システム外で依頼/分析できるレコードを一

括作成できます。 

製品レコードにアクセスする際に、使用するテンプレートをダウンロードすることができます。 

 

リンクをクリックすると、以下の Excel ファイルのダウンロードが開始されます。 

 

スプレッドシートへの記入が完了したら、[スプレッドシートのアップロード] リンクをクリックします。 
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以下のモーダルが表示され、そこで完成した Excel ファイルを参照することができます。 

 

ファイルの場所を確認するとメッセージが表示され、データを適用できるようになります。 

  

[X] アイコンをクリックしてモーダルを閉じます。 
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FTA 検索 
[FTA 検索] 画面は、システム内の FTA データの検索に使用する強力な検索/レポート作成ツールです。こ

の画面を開くには、[FTA] メニューから [FTA 検索] を選択します。[FTA 検索] 画面の検索機能を使用する

と、FTA データの検索、カスタムのクエリ作成、クエリの保存と共有、他のユーザーまたは第三者へのレ

ポートのエクスポートが行えます。 

[FTA 検索] の利点は、ユーザーだけでなく組織全体にとって重要なクエリとレポートを簡単に作成できる

ことにあります。 

 

[ソースを選択] ドロップダウンでは以下を含む複数のオプションから選択できます。 

• 適合の製品  

• 証明書  

• 適合性監査ログ  

 

FTA 検索の使用  
[FTA 検索] 画面は複数のセクションに配置され、各セクションはクエリ作成の異なる目的に使用します。 

ソースを選択 

[FTA 検索] 画面を使用するには、[ソースを選択] ドロップダウンをクリックして検索する適合の製品、証

明書または適合判定監査ログを選択します。 
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ソースを選択したら画面の [表示フィールド] セクションに進みます。[表示フィールド] セクションはクエ

リのデータセットを作成するために使用します。 

[ソース列] フィールドには、[ソースを選択] ドロップダウンで選択したソース表で使用可能なすべての列

ヘッダーを使用できます。 
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表示フィールド 

データセットを作成するには、[ソース列] セクションからクエリに追加する列を選択します。 

[ソース列] セクションから [表示列] セクションにフィールドを移動する方法は 2 つあります。ソース列を

クリックして [表示列] セクションにドラッグする方法か、ソース列をクリックして矢印ボタンで列を前後

に移動する方法です。 

[表示列] の順序を変更するには、フィールド名をドラッグするか、列が正しい順序になるまで上下の矢印

ボタンを押します。必要なフィールドを選択して並べ替えると、画面の [レポートフィールド] セクション

にフィールドが表示されます。 

 

作成した新規検索はすべて、画面下部の [新規検索] タブに表示されます。ここに表示された検索はまだ保

存されていません。検索の保存の詳細については「検索を保存」セクションで説明します。 
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フィールドの検索（パラメーター） 

データセットを作成すると、[フィールドの検索] セクションの検索機能を使用してデータセットに含まれ

る重要な情報を検索できます。 

[現在の検索条件] セクションでは、[検索パラメータ]（[ProductNum（製品番号）] など）、[比較]（[下記

を含む] など）、および [値]（[CRTD] など）を使用して検索条件を追加できます。 

パラメータを設定するには、[新規パラメータを追加] をクリックします。検索条件の入力欄が使用可能に

なります。それらの入力欄に必要なパラメーターを設定し、[追加] をクリックします。 

[検索パラメータ] ドロップダウンで使用可能なオプションは、画面の [表示列] セクションで選択したフィ

ールドと一致することに注意してください。 

 

[追加] をクリックすると、指定した検索パラメータに基づいてクエリが実行されます。[新規検索] タブで

はクエリに一致するデータが強調表示されます。 

 

上記の手順に従って、追加の検索パラメータをクエリに適用できます。 

検索パラメータ 

検索パラメータを編集するには、画面の [フィールドの検索] セクションに戻ります。編集するパラメータ

を選択し、その行にある [編集] ボタンをクリックします。 

 

[検索パラメータ]、[比較]、[値] のフィールドは読み取り/書き込みが可能になります。必要な変更を行

い、[更新] をクリックします。 
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検索の保存 
検索は次回使用するために保存できます。保存機能は、特定の検索を定期的に実行する場合に特に役立ち

ます。 

検索を保存するには、[検索を保存] を選択します。 

 

[検索を保存] をクリックすると [検索を保存] ポップアップが開きます。検索に名前を付けて、すべての必

須フィールドに入力し、[検索条件を保存] をクリックします。 

 

既存のカテゴリへの検索の保存 

検索は「カテゴリ」に保存できます。カテゴリは関連する検索のフォルダとして機能します。 

既存のカテゴリで検索を保存する場合は、[既存を使用] ボタンをクリックしてから対応する右側のドロッ

プダウンをクリックします。使用するカテゴリを選択して [検索条件を保存] をクリックします。 

 

「レポートフィールド」セクションに表示されるタブ名が、新たに保存した検索の名前に変わります。 
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保存した検索の検索方法については、次の「保存した検索の取得」のセクションで詳しく説明します。 
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保存した検索の「カテゴリ」の作成 

新しい検索カテゴリを作成するには、[FTA 検索] 画面の上部にある [検索条件を保存] をクリックします。 

 

[検索条件を保存] ポップアップが開いたら、[新規作成] ボタンをクリックしてカテゴリ名を追加します。 

 

保存する前に、他のユーザーに検索の使用または編集を許可するオプションを選択できます。これら 2 つ

のオプションの対応するドロップダウンで [はい] をクリックします。 

 

検索可能な説明を含めると、保存した検索を簡単に検出できます。[説明] の入力欄に入力したキーワード

は類似の検索や保存した検索を検出するのに使用できます。 

保存した検索の取得 
保存した検索は、[検索を選択] をクリックすると再び開くことができます。 

 

[検索を選択] をクリックすると [保存した検索] ポップアップが開きます。使用可能なタブは、ユーザーが

作成したカテゴリまたは保存するときに共有するオプションを選択した検索です。 
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保存した検索の編集/コピー 
検索を保存したら、編集またはコピーして新規検索のベースラインとして使用できます。 

既存の検索の編集 

既存の検索を編集するには、[検索を選択] をクリックして保存した検索を選択します。 

 

検索がロードされたら、[検索を編集] をクリックします。 

 

[検索を編集] をクリックすると [検索を編集] ポップアップが開きます。必要な変更を加えます。[検索を更

新] をクリックして変更を保存します。 

 

保存された検索のコピー 

保存した検索をコピーするには、[検索を選択] をクリックして保存した検索を選択します。保存した検索

を選択したら、[検索を新規検索にコピー] をクリックします。[検索を新規検索にコピー] をクリックする

と、保存した検索がコピーされ、そのコピーを使用して新規検索を作成できます。新規検索を作成した

ら、前述の手順に従って検索を作成して保存します。 
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新規検索の作成 
新しい検索を作成するには、[FTA 検索] 画面の [レポートフィールド] セクションに移動し、[新規検索] を

クリックします。このユーザーガイドの「FTA 検索の使用」のセクションの説明に従って、そこから新規

検索を作成して新規パラメータを追加します。 

 

抽出 

検索結果をスプレッドシートに抽出するには、[抽出] をクリックしてください。スプレッドシートをダウ

ンロードしてローカルに保存できます。 

 
検索を終了 

画面のすべての検索パラメータや保存した検索をクリアするには、[検索を終了] をクリックします。この

機能を使用すると、いつでも新しい検索を開始できます。 
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Global Classification 
ONESOURCE FTA Management は、Global Classification 、Global Trade Content などの他の 

ONESOURCE ソリューションと統合できます。統合することにより、自由貿易協定をサポートするのに必

要な分類データを 1 つの、統合された中央のレポジトリで保存、管理および共有できます。 

Global Classification は 1 つの共通の場所で製品データを管理することで以下が可能になり、自由貿易協

定を効果的に管理できます。 

• 製品の正しい分類 

• 調達場所の決定の支援（適用される自由貿易協定、輸入国の分類と関税率に基づいて最適な場所を選択） 

• 自由貿易協定の適合製品に必要なすべてのデータ（HS 番号、原産国、サプライヤーなど）の提供 

ONESOURCE Global Classification ソリューションの使用方法の詳細は、Global Classification のユーザー

ガイドを参照してください。 

Global Trade Content 
ONESOURCE FTA Management ソフトウェアを使用すると、ソリューションを拡張して、ONESOURCE 

Content（参加政府機関（PGA）を含む 200 以上の国の規制データの中央リポジトリ） と統合できます。 

Free Trade Agreement Management と Global Trade Content を実装すると、最新の分類データ、優遇関

税、関税率、および自由貿易協定の原産地規則をリアルタイムで受信できるため、最新の情報を使用して

製品の適合性を判断できます。 

        Global Trade Content と自由貿易協定管理ソフトウェアを同時に導入すると、以下のような利点がありま

す。 

• すべての自由貿易協定の最新の原産地規則へのアクセス  

• 複数の自由貿易協定の維持とサポート 

• 現在の実行関税率表を活用した各製品の正しい HS 番号と関税率の検索 

• 優遇関税率と適用される自由貿易協定を使用した戦略的調達決定のサポート 
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保守 
企業情報管理 
[企業情報管理] テーブルには、サプライヤー名、住所、納税者番号データなどのサプライヤー情報が入力

されています。FTA サプライヤ-証明書の依頼では、このテーブルを使用して [製品マスター] の各製品に

関連付けられているサプライヤーの ID とメールアドレスを指定します。 
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ツール 
[ツール] メニューには、システムの利用を便利にする多様な文書ストレージ、データアップロード、デー

タマイニングなどのユーティリティが表示されます。 

このメニューは、画面右上のユーザー名のドロップダウンをクリックすると開きます。 

[ツール] メニューの内容はパートナーによって異なり、実装中に設定したツールに完全に依存していま

す。 

 

関連書類の添付 
製品または HS 番号の文書を指定して、ONESOURCE FTA Management で添付できます。 

添付できる文書は、原産地証明書、サプライヤー証明書、依頼されたり必要とされるその他の一般的な文

書などです。 
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スプレッドシートのアップロード 
[スプレッドシートのアップロード] 画面は、ONESOURCE FTA Management にスプレッドシートをインポ

ートするために使用します。このツールを開くには、[ツール] メニューから [スプレッドシートのアップ

ロード] を選択します。 

FTA Management データベースにスプレッドシートをアップロードするには、[参照...] をクリックします 

 

ソースファイルのスプレッドシートを選択し、[仕向国テーブル] の入力欄にテーブルの一時的な名前を入

力します。[データのアップロードとインポート] をクリックします。 

 

スプレッドシートが ONESOURCE FTA Management にアップロードされます。スプレッドシートがアッ

プロードされると、ユーザー指定のテーブル名に「usr」というプレフィックスが追加されます。 
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File Load Manager（ファイルロードマネー
ジャー） 
ときには、ONESOURCE システムにインポートまたはアップロードされたファイルにエラーが含まれてい

ることがあります。このような場合、[File Load Manager（ファイルロードマネージャー）] 画面を使用し

て、ファイルの問題を管理および解決することができます。 

この画面を開くには、ご自身のプロフィール名をクリックし、[ツール] から [File Load Manager（ファイ

ルロードマネージャー）] を選択します。検証中に送信されるメール通知の記載のリンクからこの画面を

開くこともできます。 

 

この機能の詳細については、File Load Manager（ファイルロードマネージャー）のユーザーガイドを参照

してください。 

 

https://trten.sharepoint.com/sites/GTMIntegrationPoint/Shared%20Documents/Release%20Documents/Bug%20Busters/File%20Management/0_Archive/23.4/FileLoadManagerUserGuide.docx
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メール返送管理 
概要 
依頼プロセスにおいて、ONESOURCE Free Trade Agreement Management は、第三者のユーザーに追加

情報を要求するために、そのユーザーに E メールを送信します。このような場合、グローバルな貿易プロ

セスをタイムリーに遂行するためには、これらのユーザーに適切に通知することが重要です。 

しかし、場合によっては、第三者のメールアドレスが、配信プロセスの失敗や、無効/無効化されたメー

ルアドレスが原因で送信できないことがあります。これを「返送」といいます。 

E メールが返送になる最も一般的な理由は以下のとおりです。 

無効な E メ

ールアカウン

ト 

• E メール受信者が無効化されたか、E メールドメインから削除されたため、存在し

ていない可能性があります 

• E メール受信者の指定アドレスに入力ミスまたはスペルミスがある可能性がありま

す 

無効な E メ

ールドメイン

/サーバー 

• E メールドメインアドレスに入力ミスまたはスペルミスがある可能性があります 

• メンテナンス中で、E メールドメインサーバーが一時的にオフラインになっている

可能性があります 

メールボック

スがいっぱい 

E メール受信者アカウントのメールボックスがいっぱいで、容量の空きができるまで 

E メールを受信できない状態です 

E メールのブ

ロック 

受信者の E メールサーバーが、担当ドメインが設定したポリシーにより、送信したメ

ールの受信をブロックしています。（E メールデーモン） 

E メールが返送されると、ONESOURCE Global Trade チームでは、ユーザーに対し次の手順を実行するこ

とを推奨します。 

• まず、受信者の E メールおよびドメインアドレスに入力ミスやスペルミスがないかチェックしま

す。ミスがあった場合は、必要な修正を行います。 

• 次に、ユーザーの E メールアカウントから（ONESOURCE Global Trade を介さずに）、指定の受信

者宛にテストメールを送信します。これにより、E メール受信者が接続先サーバー/ドメインに存在

しているかどうかを確認できます。      

この章には、以下の情報が含まれています。 

• [返送メール] 画面で送信に失敗した E メールを表示 

• [メール通知] 画面でメール通知を受信/設定 

送信に失敗したメールの表示（返送メール） 
[返送メール] 画面を使用して、未配信のメールをモニターすることができます。これにより、ユーザーは

状況に応じた対応ができるようになります。この画面にアクセスするには、ユーザーメニューから [ツー

ル] を選択し、次に [返送メール] を選択します。 
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この画面から、ONESOURCE FTA Management ユーザーは [FTA 依頼の返送メール] ドックにアクセスし

ます。アクセスすると、返送されたメールに関する追加情報が表示され、[送信先アドレス] 列または [CC 

アドレス] 列にメールを受信できなかった受信者が表示されます。 

 
この画面では、特定の情報を含むメール、または特定の期間に返送されたメールのみを表示するようにフ

ィルタリングすることができます。 
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[FTA 依頼の返送メール] ドックで [表示] リンクをクリックすると、未配信の E メールに接続された指定の

サプライヤーダッシュボードまたは企業情報管理レコードに移動します。 
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E メールによる通知の受信（メール通知） 
メール返送が発生した際に、社内の一連のユーザーグループが自動通知を受信するように E メール通知を

設定することも可能です。これらの未配信メールは、ONESOURCE Global Trade の中央のメールボックス

内で毎日チェックされ、設定されているユーザーに転送されます。 

メモ：標準の通知周期は [日次] に設定されています。しかし、必要に応じて、通知をより短い期間に設定

することもできます。より頻繁な通知をご希望の場合は、サポートチーム

（ IntegrationPoint@ThomsonReuters.com）にお問い合わせください。 

E メールの未配信を通知するユーザーを設定するには、[ツール] メニューをクリックし、[メール通知] を

選択します。 
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画面に、[メール返送] のドックがあります。このドックを選択すると、メール返送機能が表示されます。

このドックでは、メール返送機能が利用可能なすべての処理の通知情報を表示できます。 
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受信者 

受信者とは、メール返送のときに自動通知メールを受け取るユーザーおよび追加で指定された担当者のこ

とです。現在の受信者リストを表示および変更するには、グリッドから通知を選択し、[受信者] 列の対応

するアイコンをクリックします。 

初めて返送通知を設定するときは、受信者リストは空です。必要なユーザーのリストや追加担当者を追加

してください。 

 

このアイコンをクリックすると、指定した通知の [受信者の追加] ポップアップが開きます。[指定可能な

受信者] リストから受信者を選択（複数可）し、[→] ボタンをクリックすると、そのユーザーが [現在の受

信者] リストに移動します。また、リストにないメールアドレスを手動で入力することも可能です。その

場合は、リストの上のテキストボックスにアドレスを入力します。 

受信者名をすべて選択後、[新しい受信者を作成] ボタンをクリックします。 

また、[現在の受信者] リストから名前を削除することもできます。削除するには、名前を選択して、[現在

の受信者] テーブルの右側にある [X] ボタンをクリックします。 
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スケジュール設定 

メール通知の他の機能では自動通知メールを日次、週次、月次、または特定の日付範囲でスケジュール設

定することができます。なお、この機能はメール返送管理ではサポートされていません。デフォルトで

は、通知は日次で送信されます。 
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メッセージ 

[メッセージ] セクションには、自動通知メールのヘッダーと本文が含まれています。標準的なメール本文

が用意されているため、表示や変更は任意です。 

既存のメッセージテキストを表示して変更するには、グリッドからメール通知を選択して、以下のように 

[メッセージ] 列の対応するアイコンをクリックします。 

 

このアイコンをクリックすると、[メール本文] ポップアップが開きます。既存のメールテンプレートを選

択することも、以下に示すツールを使用して新しい通知を最初から作成することもできます。メール本文

の下書きができたら、[保存] をクリックしてすべての変更を保存します。 

 

E メールに URL が含まれている場合、送信すると受信者側ではハイパーリンクとして表示されます。この

リンクをクリックすると（ログイン後）、メール返送のルックアップに移動します（以下のスクリーンシ

ョットを参照）。 
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トレーニングビデオ 
FTA サプライヤー応答 
ユーザーガイドに無料トレーニングとしてビデオを追加しています。CTRL キーを押しながら下

記リンクをクリックするか、コピーしてブラウザに貼り付けてください。 

 https://vimeo.com/572619601/5f7794ea55 

 

FTA コンテンツの保守手順 
このユーザーガイドは、当社が FTA コンテンツを維持管理するために使用する方針、プロセス、および手

順をご理解いただくために作成されています。当社が管理するデータは 2 種類あります。1 つは、コンテ

ンツグローバル関税画面で表示される原産地規則、もう 1 つは、FTA 製品のすべてのモジュールを制御す

る設定です。ここでは、その両方について説明します。 

重要な点として、当社は FTA に関連する大量の情報を維持/管理していますが、過去に締結されたすべて

の FTA に対応しているわけではございません。これは、お客様にとって最も有用で価値のあるコンテンツ

にリソースを集中するためです。ただし、毎年、お客様が利用する国とコンテンツツールを分析し、最も

検索頻度の高い国と規則カテゴリのリストを決定しています。（最新の国/カテゴリリストをご希望の場

合は、FTA コンテンツチームに直接お問い合わせください） 

これは、FTA 製品でサポートする一部の機能にも適用されます。たとえば、現在どの FTA についても、繊

維関連の類は条件付きでのみ対応しています。繊維製品に関する規則では通常、重量や体積を価値よりも

優先し、非常に複雑な要件を有しており、現在、それらを処理するフレームワークが整っていないためで

す。この開発投資を行う機会が得られるまで、TS と属性に基づいて規則を実行し、規則の特別な条件を

表現することができます。この場合、繊維関連の類に適用されるデミニミス値が他の類に適用されるデミ

ニミス値とは明らかに異なるため、通常のデミニミスを適用することはできません。この問題への対処も、

今後の繊維関連の設計修正に含められる予定です。 

https://vimeo.com/572619601/5f7794ea55
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業界特有の要件 - 農業、食品・飲料、繊維 
農業、食品・飲料、および/または繊維業界に関連する類の複雑性には、現時点では対応できていません。

しかし、主としてこれらの業界に属していないにも関わらず、これらの類に分類される製品や商品を扱う

お客様の事例が散見されます。このような場合、当社は規則の要件を精査し、重量ベースの計算および/

または属性を使用して、自動的な対応ができない特殊な要件への準拠を全力で支援します。食品・飲料お

よび繊維関連の類については、将来的に対応する計画があります。 

 

セット/キット 

USMCA（および他の FTA）で定められたセットに関する規定に対応するため、セットが適用される特定

の HS コードに基づいて、複数の属性を使用してお客様が設定可能なローカル規則を作成します。これに

より、セットまたはキットの規定の対象となる商品品目と材料品目を特定できます。BOM の set_flag フ

ィールドは、その商品にセットのロジックを適用すべきであることを示します。その後、set_good 属性

が、その品目がセットの必須特性品目であるかどうかを示します。これにより、セット内の非原産価額の

許容量に関する特定の条項を適用し、準拠性を確保できます。通常、協定に応じて非原産材料は 10% また

は 15% 以下です。ただし、現在の BOM ワークシートでは、適用された規則の名前以外では、セットロジ

ックが適用されたことを特定できません。このロジックは要求に応じて提供されます。 

さらに、特定の協定（EFTA - インドネシア包括的経済連携協定など）では、各セットコンポーネントを

個々の完成品として分析し、個々の結果をセットとして一括で分析する自動化された単一スレッドプロセ

スが必要ですが、現在のシステムでは対応できません。各セット品目はまず個別に分析され、その結果を

セット BOM に統合し、その後手動で操作する多段階プロセスとして再分析する必要があります。 

 

完全原産/完全生産 
当社は完全原産製品について完全にカバーする能力を有しておりますが、最近、完全生産製品に対応する

機能を導入しました。これらの姑息には「PE」の接尾辞を付与し、規則の条文に「完全原産」または「完

全生産」の記載があるすべての規則に適用します。これは、現時点で農業分野のお客様がいないため、お

よび/または当社の FTA 製品が製造業界のお客様向けに調整されているため、無難な方法であると考えま

す。さらに、結果マッピングのロジックが実装されている場合は、BOM が完全生産規則で資格を満たし

た場合、システムは自動的に PE の特恵基準を割り当てます。 

将来的に完全原産をサポートする機能を提供する場合、ユーザーがロジックを設定して値を自動的に設定

できるフラグまたはチェックボックスとなる可能性があり、または BOM から本質的に導き出せたり計算

できないため、手動で設定する必要がある可能性があります。 

 

一般規則と製品固有の規則 
アジア太平洋地域地域では、製品固有規則（PSR）が定義されていない場合に適用される一般規則が存在

し、一部のケースでは製品固有規則の追加オプションとして適用される場合もあります。 
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BOM 分析時、規則エンジンは、BOM 内の HS 番号と規則の HS 番号を規則名で照合し、階層順に規則を適

用しようとします。PSR が存在しないため一般規則が適用される場合、BOM 内の HS FG 番号に対して 

PSR が見つからない場合に適用されるように、規則名を XX_Section 999（XX は類）として読み込みます。 

PSR に加えて一般規則が適用可能な場合、現在の当社の標準製品ではこの設計をサポートできません。以

下の協定のいずれかを購入されており、このオプションが必要な場合は、この機能のためのカスタマイズ

された回避策を調整するため、当社までご連絡ください。 

• シンガポール - インド 

• シンガポール - スリランカ 
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例外規則 
FTA の大半の規則は通常、TS または RVC ベース、またはその組み合わせです。ただし、単純な数学的計

算や変更では対応できない特殊な加工条件が適用される場合や、製造工程において特定の材料の使用が要

求される、または除外される場合もあります。さらに、同じ HS 項/号などに複数の規則が適用される場合

もあります。 

このような場合、当社のシステムでは例外フラグを使用して、当該規則の適用を「ブロック」します。こ

れにより、実装時にお客様の BOM に影響する規則を特定でき、特殊な要件についてお客様との間で調整

を行って、お客様の製品ラインにどの条件が適用されるかをよく理解することができます。必要な情報を

調整した後、その規則をお客様のパートナーにローカルで保存し、規則が適切な製品ラインにのみ適用さ

れるようにします。また例外フラグを規則から削除するか、またはお客様の指示に従ってルールを適用す

るように他の変更を加えます。 

実装プロセス中にすべての例外規則を初期設定した後、まれに、まだ例外としてマークされている規則に

該当する新しい規則がトリガーされる場合があります。この場合、BOM 分析中に「規則が例外としてマ

ークされました。システム管理者にご連絡ください」というメッセージが表示されます。この時点で、そ

の規則に関する調整プロセスを開始するためのサポートチケットを作成できます。 

 

関税率表と FTA の条文/規則の条文の更新 
関税率表は、通常は FTA の原産地規則よりも頻繁に更新されます。たとえば HS 番号 3402.20 が 3402.50 

に再分類される場合などが該当します。以下の表を見ると、現行の HS 関税率表では 3402.20 が関税分類

として使用できなくなっていますが、現バージョンの規則はまだ更新されていません。これは珍しいこと

ではありません。このような場合、当社はお客様と協力し、税関のベストプラクティス/ガイドラインに

従って、お客様のパートナーシステムにローカルに設定されたルールを作成し、新しい HS 番号を使用し

てこのシナリオに対応します。 
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部品条項 dii  
お客様からのご要望に応じて、材料品目がその完成品と同じ項/号に分類される場合、4.2(d)(ii) 条項を適用

するための標準設定規則を作成できます。この機能が必要であることをお知らせいただき、規則を設定す

る HS 番号を特定してください。 

以下の画像は、同条項の文言を正確に示しています。 

 

 

梱包/パッケージに関する要件 
一部の FTA には、梱包/パッケージ材料の取り扱いに関する特定の要件があります。当社では、材料の種

類を特定し、FTA 条件（TS/RVC の許可/除外）に応じて適切な処理を適用する機能を提供しています。こ

れなの品目は、BOM ワークシートに添え字付きで表示されます。 

この機能はご要望に応じて追加できます。 
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デミニミス（一般許容限度）条項 
デミニミスの標準的な比率  

ほとんどの協定では、単一のデミニミス比率（通常は 10%）が使用されます。この比率は、特に指定がな

い限り、すべての類に適用されます。 

類ごとのデミニミス比率の違い  

繊維関連の類（50～63）では、異なるデミニミス割合が適用される場合があります。重量基準で 7% また

は 10% が一般的で、価額基準ではありません。他の類では、標準の価額ベースのデミニミス比率が使用さ

れます。当社のシステムでは現在、協定ごとに 1 つのデミニミス比率のみ対応可能です。複数の比率が存

在する場合、システムがアップデートされるまでメインの比率が使用されます。現在、1 つの協定につき

複数のデミニミス比率を許可する機能の追加が検討中です。これにより、第 1～24/27 類および 50～63 類

における異なる比率に対応可能となります。 

以下の FTA では複数のデミニミス比率が使用される可能性がありますが、現在の当社のシステムでは 1 つ

に制限されています。 

ASEAN - 日本 日本 - シンガポール 

EU - コートジボワール 日本 - スイス 

EU - 南アフリカ 日本 - ベトナム 

英国 - コートジボワール ノルウェー - GSP 

インド - アラブ首長国連邦 ノルウェー - GSP プラス 

日本 - チリ ノルウェー - LDC 

日本 - インド タイ - 日本 

 

デミニミス適用除外規則  

多くの FTA には、デミニミスが適用されない特定の材料を定義する条項や、号変更要件のような異なるデ

ミニミスアプローチが使用される材料を定義する条項があります。これらの規則について、当社では基本

的に、指定された項/号に対する包括的なデミニミス条項の適用をブロックするか、非原産材料に対して

号レベルでの分類変更を要求するか、その両方を行います。そのために、デミニミス規則に除外リストを

読み込みます。日米間の協定からの事例を以下に示します。この事例には、デミニミス基準を満たさない

異なる項/号の非原産材料に関するサブパラグラフがあります。 

 

記述に基づくデミニミス適用除外  

多くの協定では、適用除外規則のリストに記述文の例外が組み込まれています。当社は分類の専門家では

なく、商品のすべての側面を把握しているわけではないため、具体的に記述された材料/品目に対応して 

HS 番号を提供することはできません。したがって、お客様から使用する HS 番号の提供がない限り、デミ

ニミスの適用から除外するための適切な方法がありません。HS 番号が提供された場合は、その HS 番号を

追加したお客様独自の規則をローカルで保存します。たとえば前述のパラグラフの場合は、「processed 

cheese of subheading 0406.30（第 0406.30 号のプロセスチーズ）」を示す HS 分類をご提供いただき、
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その具体的に記述された材料のみを除外する必要があります。お客様からの提供がない場合は、慎重を期

して第 0406.30 号全体をデミニミス条項の適用対象から除外します。 

 

製品別規則における記述に基づくデミニミス適用除外 

同様に、製品固有の規則（PSR）内の号除外規則に対する記述文の例外を含む協定もあります。これらは

上記のケースと同様に、明確に記述された材料を示す具体的な HS 番号をお客様からご提供いただくか、

当社が慎重を期して項/号レベルで適用を除外するという方法で処理されます。ただし、PSR に基づく適

用除外は、主に食品および飲料の類を対象としますが、当社ではこのような FTA を使用している食品/飲

料業界のお客様がいないため、通常は問題になりません。 

 

記述に基づくデミニミス適用除外を有する協定 

 

オーストラリア - 韓

国 

ペルー - 米国 カナダ - チリ EFTA - 韓国 

オーストラリア - 米

国 

シンガポール - 米

国 

カナダ - コロンビア 韓国 - チリ 

CAFTA - DR 米国 - オーストラ

リア 

カナダ - コスタリカ ニカラグア - 台湾 

CPTPP  米国 - チリ カナダ - ホンジュラ

ス 

シンガポール - パナマ 
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オーストラリア - 韓

国 

ペルー - 米国 カナダ - チリ EFTA - 韓国 

日本 - モンゴル 米国 - コロンビア カナダ - ヨルダン 台湾 - エルサルバドル - ホンジュラ

ス 

日本 - 米国 米国 - 韓国 カナダ - 韓国 台湾 - グアテマラ 

韓国 - 中国 USMCA  カナダ - パナマ 台湾 - ニカラグア 

韓国 - 米国 米国 - パナマ カナダ - ペルー CAFTA - 韓国 

メキシコ - 日本 - EPA 米国 - ペルー コロンビア - 韓国   

パナマ - 台湾  米国 - シンガポー

ル 

EFTA - コロンビア   
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Annex 4-A 第 4.12 条（デミニミス）の例外 
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これは、関税分類表が原産地規則よりも頻繁に更新されるケースです（3402.20 が 3402.50 に再分類され

るなど）。これは珍しいことではありません。このような場合、当社はお客様と協力し、税関のガイドラ

インに従って、お客様のパートナーシステムにローカルに設定されたルールを作成し、新しい HS 番号を

使用してこのシナリオに対応します。現在の米国関税表および CAFTA - DR 法文の抜粋を添付していま

す。これらは HS の変更を反映していますが、原産地規則の変更は含まれておりません。 

 

デミニミス - 複数の基準  

ほとんどの協定では、単一のデミニミス比率（通常は 10%）が使用されますが、類によっては他の比率が

使用される場合があります。たとえば、繊維の類（第 50～63 類）では、重量の 7% または 10% が適用さ

れます。 

当社のシステムで現在取り扱えるのは、協定ごとに 1 つのデミニミス比率のみですが、第 1～24/27 類およ

び 50～63 類の異なる比率に対応するために複数の比率を取り扱えるようにするための要求が出されてい

ます。FTA の例を以下に示します。これらのケースでは、複数の比率に対応できるようになるまで、メイ

ンの比率のみを使用します。 

• ASEAN - 日本 

• 日本 - チリ 

• 日本 - インド 

• 日本 - シンガポール 

• 日本 - スイス 

• 日本 - ベトナム 

• EU - コートジボワール 

• ノルウェー - GSP 

 

積み替え/直送条件 
積み替えまたは直送条件に関する条項に特化した製品機能は実装されていません。ただし、これらの要件

を規定する規則がある場合（例：USMCA）は、規則名に接尾辞「TRANS」を付けて、お客様の設定規則

ファイルに参考情報として含めます。 

 

お客様独自のカスタム規則の条文 
規則の条文に関しては、常に公式版の FTA の条文に準拠することを方針としています。政府機関による公

式の更新がない場合は、既存版の協定の規則条文を継続して使用します。また、当社は現時点では、お客

様固有の規則条文を管理するための専用の画面や、条文自体を管理/修正する手段を提供していません。

したがって、変更はローカルデータベースに直接追加する必要があります。新しい HS 番号を反映したカ

スタム規則の条文を使用する場合は、アカウント/カスタマーエクセレンスマネージャーへご連絡くださ

い。 

 

重量ベースの計算 
食品・飲料や繊維に関連する類については、現在のソフトウェアの設計意図から外れた要件が含まれてい

るため、現時点では完全にはサポートしていません。ただし原産地規則で重量計算が要求されている場合
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は、データセット内の重量ベースの計算を使用することで、両方とも条件付きでサポートできます。将来

的にはソフトウェアで完全サポートを実現する予定ですが、それまでは標準設定として処理することがで

きます。 

 

外国語への対応 
各 FTA の規則条文については英語版を優先してアップロードしますが、英語版が利用できない場合は代替

言語をアップロードします。FTA によっては、複数の言語（スペイン語、日本語、フランス語、ロシア語

など）の条文が存在する場合があります。 

たとえば、日本 - チリ FTA などです。 

 

 

 

他の言語の規則条文が読み込まれる FTA の例： 

FTA 言語 

ASEAN - 日本 英語 -日本語 

オーストラリア - 日本 英語 -日本語 

CIS ロシア語 

CPTPP 英語 -日本語 

EU - 日本 英語 -日本語 

ジョージア - ロシア ロシア語 
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FTA 言語 

インドネシア - 日本 英語 -日本語 

日本 - チリ 英語 -日本語 

日本 - インド 英語 -日本語 

日本 - マレーシア 英語 -日本語 

日本 - フィリピン 英語 -日本語 

日本 - シンガポール 英語 -日本語 

日本 - スイス 英語 -日本語 

日本 - ベトナム 英語 -日本語 

メキシコ - 日本 - EPA 英語 -日本語 

ペルー - 日本 スペイン語 - 英語 - 日

本語 

ロシア - アゼルバイジャン ロシア語 - 英語 

ロシア - トルクメニスタン ロシア語 - 英語 

ロシア - ウズベキスタン ロシア語 - 英語 

スイス - GSP フランス語 - 英語 

スイス - LDC フランス語 - 英語 

タイ - 日本 英語 -日本語 

TRA - ブラジル - コロンビ

ア No.59 

スペイン語 

TRA - メルコスール - チリ

No.35 
スペイン語 

米国 - オーストラリア 英語 

米国 - コロンビア 英語 

米国 - シンガポール 英語 

 

原産地規則と特恵税率のマッピング 
目的 - FTA の原産地規則を [グローバル関税] ページの [関税の詳細] 画面に表示される特恵税率にマッピン

グします。 

仕組み： 

1. FTA の原産地規則を、[関税の詳細] 画面内の関連する特恵税率にマッピングします。これにより、

特恵税率の適用に必要な要件を確認できるようになります。 

例 - 中国 - 韓国 FTA が関連する特恵税率にマッピングされ、原産地規則の情報が提供されます。 
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メトリクス 

• 97% 以上の特恵税率がマッピングされ、システム内の関連付けられた原産地規則が表示されます。 

制限事項 

• 当社の最優先国リストおよび販売済みの協定に該当する国に適用される税率に対してのみ規則を読

み込みます。 

• FTA を締結した国が両方とも最優先リストにない場合は、お客様から要望がない限り、規則と税率

のマッピングは行いません。たとえば、中国 - ニカラグア FTA は中国がリストに含まれているため

表示されますが、ウズベキスタン - ジンバブエ FTA は両国とも最優先国リストに含まれていないた

め表示されません。 

• 特殊なケース： 
o EFTA（アイスランド、リヒテンシュタイン、ノルウェー、スイス）は最優先国リストに含まれ

ていませんが、販売済みの協定であるためマッピング可能です。 
o GCC（アラブ首長国連邦、バーレーン、サウジアラビア、オマーン、カタール、クウェート）は

最優先国リストに含まれていますが、国ごとに個別の特恵税率が設定されています。 

最優先国リスト 

コード 国/地域 

AR アルゼンチン 

AU オーストラリア 

BR ブラジル 

CA カナダ 

CL チリ 

CN 中国 

CO コロンビア 

CR コスタリカ 

DO ドミニカ共和国 

EC エクアドル 
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コード 国/地域 

EU 欧州連合 

GB 英国 

GCC-AE GCC（湾岸協力会議） 

GCC-BH GCC（湾岸協力会議） 

GCC-KW GCC（湾岸協力会議） 

GCC-OM GCC（湾岸協力会議） 

GCC-QA GCC（湾岸協力会議） 

GCC-SA GCC（湾岸協力会議） 

GT グアテマラ 

HK 香港 

HN ホンジュラス 

コンテナ ID インドネシア 

IN インド 

JP 日本 

KR 韓国 

MX メキシコ 

MY マレーシア 

NZ ニュージーランド 

PA パナマ 

PH フィリピン 

SACU 南部アフリカ関税同盟 

SG シンガポール 

TH タイ 

TR トルコ 

TT トリニダード・トバゴ 

US 米国 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   329 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

コード 国/地域 

VN ベトナム 

 

FTA ごとに複数のレポート 
現在、FTA ごとに 1 セットのレポートしか処理できません。この機能を拡張して 1 つの FTA につき複数の

レポートを扱えるようにする計画はすでにロードマップに含まれていますが、この計画がいつ優先される

ようになるかは未定です。 

 

OSGT FTA ルールカテゴリの追加/更新 
このチャートは、FTA コンテンツに対するすべての更新および追加の包括的なリストを、それらが OSGT 

ソフトウェアに読み込まれた日付とともに示しています。 

 

2025 年 1 月 1 日 

EFTA EU - アルバニア EU - ボスニア 

EU - EFTA EU - エジプト EU - フェロー諸島 

EU - ジョージア EU - アイスランド EU - ヨルダン 

EU - コソボ EU - 北マケドニア EU - モルドバ 

EU - モンテネグロ EU - ノルウェー EU - パレスチナ 

EU - セルビア EU - スイス EU - ウクライナ 

汎欧州・地中海 TRA - EU - トルコ  

2025 年 4 月 21 日 

AANZFTA   

2025 年 6 月 3 日 

TRA - EU - トルコ（取り消し）   

2025 年 6 月 5 日 

EU - チュニジア   

2025 年 6 月 5 日 

TRA - メキシコ - アルゼンチン 
No.55 

TRA - メキシコ - ブラジル No.55  
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ONESOURCE™ Free Trade Agreement 
Management (最新版) 
ONESOURCE™ Free Trade Agreement Management は、輸入業者、製造業者、輸出業者向けに設計され

ています。あらゆる自由貿易協定（FTA）のライフサイクル全体にわたって、その管理に必要な時間と労

力を削減します。 

主要タスクの自動化とレコードの一元管理 

• サプライヤーに対して特恵原産地証明書を簡単に依頼できます。 

• 最新の原産地規則に基づいて、FTA の対象となる製品の適合性を判断します。 

• 原産地証明書を迅速かつ簡単に生成できます。 

自動化により、FTA の対象となる商品の認定にかかる時間を大幅に短縮 

• サプライヤーへの依頼 

• 部品表（BOM）分析 

• 証明書の生成 

 

ONESOURCE™ Free Trade Agreement Management の利点 

• すべての FTA を単一の使いやすいシステムから管理できます。 

• サプライヤーからの原産地証明書発行依頼を自動化して一元管理できます。 

• サプライヤーに証明書を作成するための専用画面が用意されています。 

• 複数の協定に照らして BOM を評価することで、FTA コンプライアンスを簡素化します。 

• 顧客向けの証明書を自動生成できます。 

• FTA 申請のすべての関連書類を一元的に管理できます。 

• 統合された ONESOURCE  Content を活用して、最新の原産地規則、特恵関税率、および利用可能な FTA にア

クセスできます。 

 

このユーザー ガイドでは、ONESOURCE™ Free Trade Agreement Management ソリューションについて

詳しく説明します。システム内で利用可能なすべての機能をフルに活用するための情報が網羅されていま

す。 

 

関連記事 

• ONESOURCE™ Global Trade とは 
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メインメニュー 
ログインして [FTA 新] メニューを選択すると、使用可能なオプションのリストが表示されます。 

複数の製品を所有している場合は、そのすべてがこのタブに一覧表示されます。製品はいつでも切り替え

ることができます。 

 

 

FTA Management の一般的な機能 
一部の機能は複数の画面に共通の機能です。この概要では一般的な利用方法を説明していますが、そのと

き使用している画面によって若干の違いがある場合があります。 

ボタン アクション 

アクション  

FTA Management の画面の主要なコンポーネントの 1 つで、画

面のコンテンツに関連する多様なオプションを提供します。 

ヒント：以下のボタンの一部は、[アクション] ボタン内にある

ことがあります。 

一括編集  

複数の品目を一度に編集 

大量のデータセットを効率的に管理できるように、

ONESOURCE™ Global Classification には一括編集機能がありま

す。これにより、一度に複数の品目に対して変更を加えること

ができます。 

1. 左端にある対応するチェックボックスをオンにして、編集する

製品を選択します。 

一括編集機能は、2 つの異なる場所で選択できます。 

• [アクション] ボタン内 

• ボタン自体として 

2. [一括編集] を選択します。 

[一括編集] を選択すると、画面の右側にサイドパネルが表示さ
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ボタン アクション 

れます 

3. 更新するフィールドを選択します。 

4. 新しい値を入力します。 

5. [適用] を選択します。 

メモ：[一括編集] 画面で [フィールドを追加] を選択すること

で、一度に複数の情報を編集できます。 

すべてダウンロードする  

製品の Excel®️ スプレッドシートをダウンロード 

メモ：画面によってはこの機能が利用できない場合がありま

す。 

1. テーブルボタンを使って表示設定をカスタマイズします。 

2. [すべてダウンロードする] を選択します。 

フィルターと列の設定に基づいて現在表示されているすべての製品デ

ータを含む Excel®️ スプレッドシートが、ローカルデータベースにダ

ウンロードされます。 

フィルター  

選択した値に基づいて結果を絞り込むことができます。 

利用可能なフィルターオプションは以下のとおりです。 

• 含む 

• 以下 

• データなし 

• データあり 

• 含まない 

• 前方一致 

• 後方一致 

• 等しい 

• 異なる 

• より大きい 

• より小さい 

• 以上 

メモ：特定のケースでは、値のみに基づいてフィルタリングを行うこ

とができます。値はそれぞれ個別の行に書き込んでください。 

 

隣接するパネルを隠して、テーブル全体を表示します。 

指定ページへ移動:  

ページ番号に基づいて特定のページへ移動します。 

グループ  

ニーズに合った基準に従って結果をグループ化できます。 
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ボタン アクション 

ページ当たり品目数 

 

このドロップダウンメニューを使って、ページごとに表示され

る品目の数を調整できます。 

列の管理  

必要に応じて列の追加、削除、並び替えができます。 

追加できる列の数には制限があり、制限に達した場合は以前の

オプションを編集できなくなります。 

前へ/次へ  

これらのボタンを使って、前の結果ページまたは次の結果ペー

ジへ移動できます。 

検索 

 

 

検索結果を絞り込むには、条件を選択して数値や短い語句を入

力した後、[検索]  を選択します。 

サプライヤーを選択: 

 

 

サプライヤーを選択すると、そのサプライヤーに関連する依頼

が表示されます。 

 

表示:*  

 

依頼を個別に表示するか、FTA 別にグループ分けして表示する

かを選択できます。 

 

関連書類の有効期間内:* 

 

 

正しい有効期間を選択して結果を絞り込むことができます。 

以下のオプションがあります： 

• すべての期間：利用可能なすべての期間が表示されます。 

その他の期間：時系列で整理されており、閲覧が容易です。 

 

利用可能なページ 

ONESOURCE™ Free Trade Agreement (FTA) Management の導入時の設定に応じて、メニューから以下の

画面をすべて利用できる場合と一部しか利用できない場合があります。一部のページは、システム管理者

がどのように許可を設定したかによって、ユーザーレベルで使用できない場合があります。 

画面 情報 

依頼の管理 [依頼の管理] 画面では、依頼を個別に、または自由貿易協定（FTA）別にグループ化し

て、作成および管理することができます。 
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画面 情報 

サプライヤ

ーダッシュ

ボード 

サプライヤーダッシュボードでは、未処理の依頼、証明書、および応答にアクセスして

管理できます。ここでは、クライアントから送信された証明書の作成、確認、編集がで

きます。 
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依頼の管理 
[依頼の管理] 画面は、依頼の開始から終了まで、依頼の作成と管理をワンステップで行うことができま

す。依頼は、個々の依頼ごとに、あるいは自由貿易協定（FTA）ごとにグループ化して、表示および管理

することができます。 

この画面には、2 つのメインビューがあります。 

• 依頼ビュー：個々の依頼に焦点を当てて詳細を表示し、応答を管理し、ステータスに基づくアクションを実行

することができます。 

• FTA ビュー：自由貿易協定（FTA）と有効期間ごとに依頼をグループ化して、効率的に管理できます。 

このビューへ移動するには、メインメニュー > [FTA 依頼（新規）] > [依頼の管理] の順に選択します。 

 

関連記事 

• 依頼ビュー 

• FTA ビュー 

 

依頼の作成 
依頼を作成することは、サプライヤーから情報を取得するための最初のステップです。このプロセスは、

特定の製品に関する詳細が必要な場合にも、より広範な協定の条件が必要な場合にも適用されます。 

1. [依頼の管理] 画面の任意のタブから、[+ 依頼の作成] を選択します。 

2. フォームが表示されます。次の情報を入力します。 

フィールド 必要な情報 

タイトル 依頼の内容がわかりやすいタイトルを入力します。 

メモ：ここで指定した名前が今後の他のアクションの鍵になるため、わかりやすい

名前を入力してください。 

期日 サプライヤーの応答期限を指定します。 

メモ：デフォルトでは、この日付は現在の日付から +30 日です。 

関連書類開始日 有効期間の開始日を指定します。 

関連書類終了日 有効期間の終了日を指定します。 

FTA を選択 該当する貿易協定を選択します。 

3. [保存] を選択します。 

[依頼案] 画面では、3 つのタブにアクセスできます: 

• 利用可能な製品 

• 選択された製品 

• 不足しているサプライヤー情報 

4. 必要な製品の横にあるチェックボックスをオンにして、その製品を選択します。利用可能な製品については、

以下の情報が表示されます。 
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列 情報 

製品番号 製品の一意の識別子。 

製品説明 製品の簡単な説明。 

サプライヤー 
ID 

サプライヤーの一意の識別子。 

サプライヤー

のメール 

サプライヤーのメール アドレス。 

サプライヤー

情報の編集 

このリンクを選択すると、[企業情報管理] 画面に移動し、メールアドレスなどのサ

プライヤー情報を編集できます。 

ヒント：検索バーを使用して、特定の製品をすばやく検索できます。 

5. 目的の製品が [利用可能な製品] タブにリストされていない場合は、Excel スプレッドシートを使用してアップ

ロードできます。方法は以下のとおりです。 

a. [選択された製品] タブに移動します。 

b. [製品をアップロード] を選択します。 

ポップアップウィンドウが表示されます。 

c. スプレッドシートテンプレートをダウンロードします（最初は「レポート」という名前になっている場合

があります）。 

d. ダウンロードしたファイルを開き、「製品番号」と「サプライヤー ID」をそれぞれの列に入力します。 

e. 完成したスプレッドシートを保存します。 

f. ポップアップウィンドウで、ファイルをドラッグアンドドロップするか、参照して選択します。 

g. [保存] を選択します。 

メモ：製品を追加した後で依頼を管理する場合、選択内容を簡単に表示および変更できます。[選

択された製品] タブに移動して、選択したすべての製品を確認します。品目を削除する場合は、こ

のタブで製品の横にある対応するチェックボックスをオンにし、[選択した製品から削除] を選択

して削除します。依頼の詳細を変更する場合は、画面の右上にある [依頼の編集] ボタンを選択

し、必要な情報を更新します。さらに、サプライヤーの詳細を調整する必要がある場合は、編集

が必要な行に移動し、[サプライヤー情報の編集] 列を選択します。 

6. 依頼に製品を追加するには、[選択した製品に移動] を選択します。 

7. [選択された製品] タブに移動し、依頼に追加された品目を確認します。 

8. 必要な変更をすべて完了したら、[依頼を送信] を選択します。 

9. この操作で開いた画面で、依頼を送信するための簡単な 2 ステップのプロセスを実行します。 

ステップ 1：メッセージを追加 

10. サプライヤーへのメッセージを入力します。（このステップはオプションです。） 

ステップ 2: メールをプレビュー 

11. サプライヤーに送信するメールを確認します。 

12. [依頼を送信] を選択します。 

この操作により、次のフェーズに依頼が送られ、レビュープロセスとサプライヤーへの通知が実行され

ます。 
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依頼ビュー 
依頼 ビューでは、一度に 1 つの依頼を管理できます。 

[表示:*] ドロップダウンで[依頼] が選択されていることを確認してください。 

 

関連記事  

• [アクティブ] タブ 

• [下書き] タブ 

• [アーカイブ] タブ 

 

[アクティブ] タブ 

[アクティブ] タブでは、進行中のすべての依頼の概要が一目でわかるほか、以下のフィールドを使用し

て、依頼のステータスに応じてさまざまなアクションを実行することもできます。 

列 情報 

依頼タイトル タイトルを選択すると、個々の依頼にアクセスして詳細な管理を行うことができま

す。 

サプライヤー名

（ID） 

依頼に関係するサプライヤーの識別子。 

ステータス 必要なアクション：サプライヤーの応答が受信され、決定を待っています。 

完了：すべての手順が完了しました。 

未完了：サプライヤーがまだ応答していません。 

期限超過：未完了の依頼が期限を超過しています。 

拒否：依頼が拒否されました。 

送信済み：サプライヤーの応答を待っています。 

完成品 依頼に関連付けられている製品が表示されます。 

送信日 依頼に関連する重要な日付。 

期日 依頼に関連する重要な日付。 

リマインダー日

付 

依頼に関連する重要な日付。 

資格期間開始日 依頼の期間を決める日付。 

資格期間終了日 依頼の期間を決める日付。 

メッセージ 依頼に関するメッセージを送受信するエリア。 
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関連記事  

• 依頼を作成する 

• 依頼をアーカイブする 

• 新しいアクセスリンクを含むリマインダーを送信する 

• 依頼にメッセージを追加する 

 

依頼にメッセージを追加する 

依頼にメッセージを追加することで、サプライヤーとのコミュニケーションを強化し、詳細を明確にする

ことができます。 

1. [依頼の管理] 画面で [アクティブ] タブを選択します。 

2. [メッセージ] 列が見つかるまで右にスクロールします。 

3.  アイコンを選択します。 

4. この操作により、右側の [メッセージ] パネルが開きます。 

5. [メッセージを追加] を選択します。 

6. メッセージを入力します。 

7. [保存] を選択します。 

メモ：通知インジケータ  により、サプライヤーから受信した新しいメッセージや返信が通知されま

す。 

 

依頼をアーカイブする 

1. [依頼の管理] 画面で [アクティブ] タブを選択します。 

2. アーカイブする依頼の左端にあるチェックボックスをオンにします。 

3. [アクション] を選択します。 

4. [アーカイブ] を選択します。 

メモ：まだ完了していない依頼をアーカイブすることはできますが、完了した依頼と未完了の依頼の

両方を同時にアーカイブしようとすると、「完了した依頼のみがアーカイブされます」というシステ

ムメッセージが表示される場合があることに注意してください。これを避けるには、未完了の依頼を

アーカイブする場合は未完了の依頼のみを選択してください。 

5. 確認のために、もう一度 [アーカイブ] を選択します。 

アーカイブが成功すると、操作が成功したことを示すメッセージが表示され、選択した依頼がアーカイブ

に移動されたことを確認できます。 

 

新しいアクセスリンクを含むリマインダーを送信する 

想定された期間内にサプライヤーが応答しなかった場合は、依頼への新しいアクセスリンクを含むリマイ

ンダーを送信できます。 

1. [依頼の管理] 画面で [アクティブ] タブを選択します。 

2. 依頼の行の左端にあるチェックボックスをオンにします。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   339 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

3. [アクション] を選択します。 

4. [新しいアクセス権限でリマインダーを送信する] を選択します。 

ポップアップが表示され、個別のメモを追加できます。 

5. [メールを送信] を選択します。 

メールを送信すると、リマインダーと新しいアクセスリンクがサプライヤーに正常に送信されたことを知

らせる確認通知が画面に表示されます。 

 

[下書き] タブ 

[下書き] タブでは、サプライヤーに送信する前のすべての依頼を閲覧できます。このタブは、送信前に正

確性と完全性を確保するための最終チェックと編集を行うためのスペースです。 

列 情報 

依頼タイトル 識別のために依頼に付けられた名前。 

  

期日 サプライヤーからの応答を待つ期間の最終日。 

関連書類開始日 依頼文書の有効期間の開始日。 

関連書類終了日 依頼文書の有効期間の終了日。 

 

[アーカイブ] タブ 

依頼がアクティブでなくなった場合、記録保存の目的でアーカイブすることができます。 

列 情報 

依頼タイトル 依頼の名前。 

サプライヤー名

（ID） 

サプライヤーの識別子。 

送信日 依頼が最初にサプライヤーに送信された日時。 

期日 サプライヤーの応答期限。 

資格期間開始日 依頼がアクティブだった期間を示す日付。 

資格期間終了日 依頼がアクティブだった期間を示す日付。 

 

単一依頼ビュー 
このセクションでは、[依頼の管理] 画面で特定の依頼の詳細にアクセスして管理する方法について詳しく

説明します。方法は以下のとおりです。 

1. 依頼ビューが表示されていることを確認します。 
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2. 目的の依頼の依頼タイトルを選択します。 

すると、依頼の名前とその基本情報が表示された画面が開きます。この画面には、依頼を管理するための

タブがいくつかあります。これらのタブについて、以下で説明します。 

 

関連記事  

• [レビューの準備が整いました] タブ 

• [未完了] タブ 

• [拒否] タブ 

• [承認] タブ 

• [中止/廃止] タブ 

 

[レビューの準備が整いました] タブ 

[レビューの準備が整いました] タブには、添付された関連書類の承認、拒否、ダウンロードに役立つさま

ざまなフィールドがデフォルトで用意されています。 

グリッドには以下の情報が表示されます。 

列 情報 

提出 サプライヤーの識別子。 

ヒント：グリッドの左側にある矢印を使用して、依頼に関する情報を展開できま

す。 

提出された関

連書類 

依頼に対してサプライヤーが提出した関連書類の数。 

製品数 依頼に含まれる製品の総数。 

提出日 依頼が提出された日付。 

製品番号 依頼に含まれる各製品を識別する一意の番号。 

HS 番号 国際貿易分類に使用される、製品に関連する HS 番号。 

サプライヤー 

HS 番号 

サプライヤーが提供した HS 番号。検証の対象となる場合があります。 

HS 検証 サプライヤーの HS 番号が公式分類に照らして検証されているかどうかを示すステ

ータス。 

製品説明 製品の簡単な説明。 

適合性 製品が FTA に基づく優遇措置の対象となるかどうかを示します。 

純費用 製品の純費用。特定の原産地規則基準に関連する場合があります。 

原産国 製品が製造された国、または大幅な加工が行われた国。 
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列 情報 

サプライヤー

の原産国 

サプライヤーが申告した原産国。 

原産国の検証 申告された原産国が検証済みかどうかを示すステータス。 

通貨 純費用の通貨。 

特恵基準の検

証 

製品が FTA の特定の特恵基準を満たしているかどうかを示すステータス。 

添付ファイル 原産地証明書、インボイス、その他の裏付け資料など、依頼に添付された関連書類

のアイコンまたはリンク。 

 

関連記事  

• 依頼に追加された情報を承認する 

• 依頼に追加された情報を拒否する 

• 提出された関連書類をダウンロードする 

 

依頼に追加された情報を承認する 

サプライヤーが依頼に応答したときに、製品に追加された情報を以下の手順で承認することができます。 

1. [依頼の管理] 画面で、レビューする依頼のタイトルを選択します。 

2. グリッドに表示された情報をチェックして、その正確性と完全性を確認します。 

メモ：提出された関連書類内のリンクを選択して、そこから承認または拒否することができます。 

3. チェックボックスを使用して承認する製品を選択するか、一括承認の場合は [すべて選択] オプションを使用し

ます。 

4. [アクション] を選択します。 

5. [承認] を選択します。 

情報が正常に承認されたことを示す確認メッセージが表示されます。 

 

サプライヤーが提出した製品詳細をレビューして拒否する 

サプライヤーが依頼に応答したときに、製品に追加された情報を以下の手順で拒否することができます。 

1. [依頼の管理] 画面で、レビューする依頼のタイトルを選択します。 

2. [レビューの準備が整いました] タブで、グリッドに表示された詳細を精査します。 

メモ：提出された関連書類内のリンクを選択して、そこから承認または拒否することができます。 

3. チェックボックスを使用して拒否する製品を選択するか、[すべて選択] を使用します。 

4. [アクション] を選択します。 

5. [拒否] を選択します。 

拒否の成功を知らせるメッセージが画面に表示されます。 
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拒否を実行すると、成功メッセージが表示され、その製品の情報が [拒否] タブに戻ります。サプライヤー

に拒否を通知するメール通知が送信されます。 

 

提出された依頼の関連書類をダウンロードする 

依頼に添付された証明書をダウンロードするには、以下の手順に従います。 

1. [依頼の管理] 画面で、関連書類をダウンロードする依頼のタイトルを見つけて選択します。 

2. [レビューの準備が整いました] タブで、関連書類をダウンロードする製品をチェックボックスを使用して選択

するか、[すべて選択] を使用します。 

3. [アクション] を選択します。 

4. [提出された関連書類をダウンロード] を選択します。 

システムが自動的に、指定した場所またはデータベースに、依頼に添付された関連書類のダウンロードを

開始します。 

 

ヒント：[レビューの準備が整いました] タブには、レビュープロセスに関連する個別の関連書類がほかに

も含まれている場合があります。これらの関連書類は、通常は [添付ファイル] 列にあり、ダウンロードし

てさらに参照または分析することができます。 

 

[未完了] タブ 

[未完了] タブには、サプライヤーに送信されたものの、まだ応答されていない依頼が表示されます。この

ページ内のグリッドには、以下の列が含まれます。 

列 情報 

製品番号 依頼に含まれる各製品に割り当てられた一意の識別子。この番号により、特定の製

品を簡単に追跡および参照できます。 

HS 番号 各製品の HS 分類番号。HS 番号は、貿易品を分類するための名称と番号を決める国

際的に標準化されたシステムです。 

製品説明 製品の詳細に関する簡単な説明。この説明は、製品の性質と用途を理解するのに役

立ちます。 

 

[拒否] タブ 

[拒否] タブでは、サプライヤーから応答を受けたものの、その後拒否された依頼の概要を確認できます。

このタブでは、これらの拒否を簡単に追跡し、必要なフォローアップを管理することができます。情報

は、[拒否] タブに依頼ごとに分けて表示されます。このタブの各列には、以下のような情報が表示されま

す。 

列 情報 

提出 拒否された依頼の一意の識別子。 
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列 情報 

提出された関

連書類 

サプライヤーが依頼とともに提出した関連書類のリストまたは数。 

製品数 拒否された依頼に含まれる製品の総数。 

提出日 サプライヤーが最初に依頼を提出した日付。 

拒否の理由 依頼が拒否された具体的な理由。サプライヤーのフィードバックや是正の参考にな

ります。 

製品番号 拒否された依頼に含まれる各製品を識別する一意の番号。 

HS 番号 国際貿易分類に使用される、各製品の HS 分類番号。 

サプライヤー 

HS 番号 

サプライヤーが提供した HS 番号。正しくない場合は拒否に関係している可能性が

あります。 

HS 検証 サプライヤーが提供した HS 番号が検証済みか、問題が見つかったかを示すステー

タス。 

製品説明 製品の詳細な説明。拒否に関連する情報が含まれる場合があります。 

適合性 FTA に基づく優遇措置に対する製品の適合性のステータス。拒否の要因となった可

能性があります。 

純費用 製品の純費用。特定の原産地規則に関連し、適合性に影響する可能性があります。 

原産国 製品が製造された国、または大幅な加工が行われた国。適合性に影響する可能性が

あります。 

サプライヤー

の原産国 

サプライヤーが申告した原産国。検証する必要があります。 

原産国の検証 申告された原産国が検証済みか、拒否の原因となったかを示すステータス。 

通貨 製品の純費用の通貨。正確な財務管理とレポート作成に重要です。 

特恵基準の検

証 

製品が FTA の特定の特恵基準を満たしているかどうかを示すステータス。拒否に関

連する可能性があります。 

添付文書 依頼に添付された原産地証明書などの関連書類へのリンク。 

 

[承認] タブ 

[承認] タブには、サプライヤーから送信されたレコードのうち、承認されたものが表示されます。 

列 情報 

提出 承認された依頼の一意の識別子。 
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列 情報 

提出された関

連書類 

サプライヤーが依頼とともに提出した関連書類のリストまたは数。 

製品数 依頼に含まれる製品の総数。 

提出日 依頼がサプライヤーに最初に提出された日付。 

製品番号 依頼に含まれる各製品の一意の識別子。 

HS 番号 各製品の HS 分類番号。HS 番号は国際貿易における標準化された命名法です。 

サプライヤー 

HS 番号 

各製品についてサプライヤーが提供した HS 番号。 

HS 検証 サプライヤーが提供した HS 番号が正しいと確認されたかどうかを示すステータ

ス。 

製品説明 依頼に含まれる各製品の簡単な説明。 

適合性 各製品が FTA に基づく優遇措置の対象となるかどうかを示すステータス。 

純費用 各製品の純費用。特定の原産地規則の決定に重要です。 

原産国 製品が製造された国、または大幅に加工された国。 

サプライヤー

の原産国 

各製品についてサプライヤーが申告した原産国。 

原産国の検証 各製品の申告された原産国が検証済みかどうかを示すステータス。 

通貨 取引に使用される通貨、または純費用の通貨。 

特恵基準の検

証 

各製品が FTA の特定の特恵基準を満たしているかどうかを示すステータス。 

添付文書 依頼に添付された原産地証明書やインボイスなどの関連書類にアクセスするための

リンク。 

 

関連記事  

• 製品を無効にする 

• 提出された関連書類をダウンロードする 

 

製品を無効にする 

製品を無効にすることで、再度依頼できるようにすることができます。 

1. [依頼の管理] 画面で、レビューする依頼のタイトルを選択します。 
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2. [承認] タブで、チェックボックスを使用して無効にする製品を選択するか、[すべて選択] オプションを使用し

ます。 

3. [アクション] を選択します。 

4. [製品を無効にする] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示され、製品が [レビューの準備が整いました] タブに再度表示されます。 

 

提出された依頼の関連書類をダウンロードする 

依頼に添付された証明書をダウンロードするには、以下の手順に従います。 

1. [依頼の管理] 画面で、関連書類をダウンロードする依頼のタイトルを見つけて選択します。 

2. [承認] タブで、関連書類をダウンロードする製品をチェックボックスを使用して選択するか、[すべて選択] を
使用します。 

3. [アクション] を選択します。 

4. [提出された関連書類をダウンロード] を選択します。 

システムが自動的に、指定した場所またはデータベースに、依頼に添付された関連書類のダウンロードを

開始します。 

ヒント：[レビューの準備が整いました] タブには、レビュープロセスに関連する個別の関連書類がほかに

も含まれている場合があります。これらの関連書類は、通常は [添付ファイル] 列にあり、ダウンロードし

てさらに参照または分析することができます。 

 

[中止/廃止] タブ 

このセクションでは、サプライヤーから入手できなくなった製品を管理します。これはさまざまな理由で

発生する可能性がありますが、以下に例を示します。 

中止：これらの製品はサプライヤーから提供されなくなり、更新やサポートを受けられなくなる可能性が

あります。 

廃止：サプライヤーはまだ存在している可能性がありますが、これらの製品に関する情報は提供されなく

なっています。情報提供を依頼しても失敗する可能性があります。 

列 情報 

製品番号 各製品に割り当てられた一意の識別子。 

依頼タイトル 製品がリンクされている依頼のタイトルまたは名前。 

 

HS 番号 国際貿易で製品を識別および分類するために使用された HS 分類番号。 

製品説明 製品の簡単な説明。 

 

製造中止/廃止製品情報のレビューと拒否 

ここでは、サプライヤーが追加した製造中止または廃止製品に関する情報を拒否する方法について説明し

ます。 
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1. [依頼の管理] 画面で、レビューする依頼のタイトルを選択します。 

2. [中止/廃止] タブで、グリッド内の情報をレビューします。 

3. チェックボックスを使用して拒否する製品を選択するか、[すべて選択] を使用します。 

4. [アクション] を選択します。 

5. [拒否] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

拒否後、その製品の情報は [未完了] タブに移動され、サプライヤーにメールで拒否が通知されます。 

 

FTA ビュー 
FTA ビューでは、左の [協定ごとの依頼された製品] パネルを使用して依頼を管理し、目的の FTA を選択

することができます。 

[表示:*] ドロップダウンで FTA が選択されていることを確認してください。 

グリッドには以下の情報が表示されます。 

列 情報 

サプライヤー名

（ID） 

サプライヤーの識別子。 

完成品 依頼の完了した部分に関連付けられている製品が一覧表示されます。 

依頼 これを選択すると、まとめられた依頼ビューにアクセスして詳細な管理を行うこと

ができます。 

 

関連記事 

• まとめられた依頼ビュー 

o レビューの準備が整いました 

o 未完了 

o 拒否  

o 承認 

o 中止/廃止 

 

まとめられた依頼ビュー 
ここでは、[依頼の管理] 画面で複数の依頼を表示および編集する方法について説明します。 

1. [表示：**] ドロップダウンで、FTA ビューになっていることを確認します。 

2. 左の [協定ごとの依頼された製品] パネルで、目的の FTA を選択します。 

3. [依頼] 列で [まとめられた依頼を表示] を選択し、適切なサプライヤーを選択します。 

この画面には、FTA 名といくつかの基本情報が表示されます。依頼を管理するために、他のタブを使用す

ることもできます。 
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関連記事 

• レビューの準備が整いました 

• 未完了 

• 拒否  

• 承認 

• 中止/廃止 

 

[レビューの準備が整いました] タブ 

[レビューの準備が整いました] タブには、添付された関連書類の承認、拒否、ダウンロードに役立つさま

ざまなフィールドがデフォルトで用意されています。 

グリッドには以下の情報が表示されます。 

列 情報 

提出 サプライヤーの識別子。 

ヒント：グリッドの左側にある矢印を使用して、依頼に関する情報を展開できま

す。 

依頼タイトル 製品がリンクされている依頼のタイトル。 

提出された関

連書類 

依頼に対してサプライヤーが提出した関連書類の数。 

製品数 依頼に含まれる製品の総数。 

提出日 依頼が提出された日付。 

製品番号 依頼に含まれる各製品を識別する一意の番号。 

HS 番号 国際貿易分類に使用される、製品に関連する HS 番号。 

サプライヤー 

HS 番号 

サプライヤーが提供した HS 番号。検証の対象となる場合があります。 

HS 検証 サプライヤーの HS 番号が公式分類に照らして検証されているかどうかを示すステ

ータス。 

製品説明 製品の簡単な説明。 

適合性 製品が FTA に基づく優遇措置の対象となるかどうかを示します。 

純費用 製品の純費用。特定の原産地規則基準に関連する場合があります。 

原産国 製品が製造された国、または大幅な加工が行われた国。 
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列 情報 

サプライヤー

の原産国 

サプライヤーが申告した原産国。 

原産国の検証 申告された原産国が検証済みかどうかを示すステータス。 

通貨 純費用の通貨。 

特恵基準の検

証 

製品が FTA の特定の特恵基準を満たしているかどうかを示すステータス。 

添付ファイル 原産地証明書、インボイス、その他の裏付け資料など、依頼に添付された関連書類

のアイコンまたはリンク。 

ヒント：デフォルトのビューでは、提出に関する情報の一部が非表示になっています。提出の詳細を表示

するには、矢印をクリックして展開します。 

[未完了] タブ 

[未完了] タブには、サプライヤーに送信されたものの、まだ応答されていない依頼が表示されます。この

ページ内のグリッドには、以下の列が含まれます。 

列 情報 

依頼タイトル 製品がリンクされている依頼のタイトル。 

製品番号 依頼に含まれる各製品に割り当てられた一意の識別子。この番号により、特定の製

品を簡単に追跡および参照できます。 

HS 番号 各製品の HS 分類番号。HS 番号は、貿易品を分類するための名称と番号を決める国

際的に標準化されたシステムです。 

製品説明 製品の詳細に関する簡単な説明。この説明は、製品の性質と用途を理解するのに役

立ちます。 

 

[拒否] タブ 

[拒否] タブでは、サプライヤーから応答を受けたものの、その後拒否された依頼の概要を確認できます。

このタブでは、これらの拒否を簡単に追跡し、必要なフォローアップを管理することができます。情報

は、[拒否] タブに依頼ごとに分けて表示されます。このタブの各列には、以下のような情報が表示されま

す。 

列 情報 

提出 拒否された依頼の一意の識別子。 

依頼タイトル 製品がリンクされている依頼のタイトル。 
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列 情報 

提出された関

連書類 

サプライヤーが依頼とともに提出した関連書類のリストまたは数。 

製品数 拒否された依頼に含まれる製品の総数。 

提出日 サプライヤーが最初に依頼を提出した日付。 

拒否の理由 依頼が拒否された具体的な理由。サプライヤーのフィードバックや是正の参考にな

ります。 

製品番号 拒否された依頼に含まれる各製品を識別する一意の番号。 

HS 番号 国際貿易分類に使用される、各製品の HS 分類番号。 

サプライヤー 

HS 番号 

サプライヤーが提供した HS 番号。正しくない場合は拒否に関係している可能性が

あります。 

HS 検証 サプライヤーが提供した HS 番号が検証済みか、問題が見つかったかを示すステー

タス。 

製品説明 製品の詳細な説明。拒否に関連する情報が含まれる場合があります。 

適合性 FTA に基づく優遇措置に対する製品の適合性のステータス。拒否の要因となった可

能性があります。 

純費用 製品の純費用。特定の原産地規則に関連し、適合性に影響する可能性があります。 

原産国 製品が製造された国、または大幅な加工が行われた国。適合性に影響する可能性が

あります。 

サプライヤー

の原産国 

サプライヤーが申告した原産国。検証する必要があります。 

原産国の検証 申告された原産国が検証済みか、拒否の原因となったかを示すステータス。 

通貨 製品の純費用の通貨。正確な財務管理とレポート作成に重要です。 

特恵基準の検

証 

製品が FTA の特定の特恵基準を満たしているかどうかを示すステータス。拒否に関

連する可能性があります。 

添付文書 依頼に添付された原産地証明書などの関連書類へのリンク。 

 

[承認] タブ 

[承認] タブには、サプライヤーから送信されたレコードのうち、承認されたものが表示されます。 

列 情報 

提出 承認された依頼の一意の識別子。 
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列 情報 

依頼タイトル 製品がリンクされている依頼のタイトル。 

提出された関

連書類 

サプライヤーが依頼とともに提出した関連書類のリストまたは数。 

製品数 依頼に含まれる製品の総数。 

提出日 依頼がサプライヤーに最初に提出された日付。 

製品番号 依頼に含まれる各製品の一意の識別子。 

HS 番号 各製品の HS 分類番号。HS 番号は国際貿易における標準化された命名法です。 

サプライヤー 

HS 番号 

各製品についてサプライヤーが提供した HS 番号。 

HS 検証 サプライヤーが提供した HS 番号が正しいと確認されたかどうかを示すステータ

ス。 

製品説明 依頼に含まれる各製品の簡単な説明。 

適合性 各製品が FTA に基づく優遇措置の対象となるかどうかを示すステータス。 

純費用 各製品の純費用。特定の原産地規則の決定に重要です。 

原産国 製品が製造された国、または大幅に加工された国。 

サプライヤー

の原産国 

各製品についてサプライヤーが申告した原産国。 

原産国の検証 各製品の申告された原産国が検証済みかどうかを示すステータス。 

通貨 取引に使用される通貨、または純費用の通貨。 

特恵基準の検

証 

各製品が FTA の特定の特恵基準を満たしているかどうかを示すステータス。 

添付文書 依頼に添付された原産地証明書やインボイスなどの関連書類にアクセスするための

リンク。 

 

関連記事 

製品を無効にする 

提出された依頼の関連書類をダウンロードする 

 

製品を無効にする 

製品を無効にすることで、再度依頼できるようにすることができます。 
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1. [依頼の管理] 画面で、レビューする FTA を選択します。 

2. [依頼] 列で [まとめられた依頼を表示] を選択し、適切なサプライヤーを選択します。 

3. [承認] タブで、チェックボックスを使用して無効にする製品を選択するか、[すべて選択] オプションを使用し

ます。 

4. [アクション] を選択します。 

5. [製品を無効にする] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示され、製品が [レビューの準備が整いました] タブに再度表示されます。 

 

提出された依頼の関連書類をダウンロードする 

依頼に添付された証明書をダウンロードするには、以下の手順に従います。 

1. [依頼の管理] 画面で、レビューする FTA を選択します。 

2. [依頼] 列で [まとめられた依頼を表示] を選択し、適切なサプライヤーを選択します。 

3. [承認] タブで、関連書類をダウンロードする製品をチェックボックスを使用して選択するか、[すべて選択] を
使用します。 

4. [アクション] を選択します。 

5. [提出された関連書類をダウンロード] を選択します。 

この操作により、依頼に添付された利用可能な関連書類が自動的にデータベースにダウンロードされま

す。 

ヒント：[レビューの準備が整いました] タブには、レビュープロセスに関連する個別の関連書類がほかに

も含まれている場合があります。これらの関連書類は、通常は [添付ファイル] 列にあり、ダウンロードし

てさらに参照または分析することができます。 

 

[中止/廃止] タブ 

このセクションでは、サプライヤーから入手できなくなった製品を管理します。これはさまざまな理由で

発生する可能性がありますが、以下に例を示します。 

中止：これらの製品はサプライヤーから提供されなくなり、更新やサポートを受けられなくなる可能性が

あります。 

廃止：サプライヤーはまだ存在している可能性がありますが、これらの製品に関する情報は提供されなく

なっています。情報提供を依頼しても失敗する可能性があります。 

列 情報 

依頼タイトル 製品がリンクされている依頼のタイトル。 

製品番号 各製品に割り当てられた一意の識別子。 

依頼タイトル 製品がリンクされている依頼のタイトルまたは名前。 

 

HS 番号 国際貿易で製品を識別および分類するために使用された HS 分類番号。 

製品説明 製品の簡単な説明。 
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製造中止/廃止製品情報のレビューと拒否 

ここでは、サプライヤーが追加した製造中止または廃止製品に関する情報を拒否する方法について説明し

ます。 

1. [依頼の管理] 画面で、レビューする FTA を選択します。 

2. [依頼] 列で [まとめられた依頼を表示] を選択し、適切なサプライヤーを選択します。 

3. [中止/廃止] タブで、グリッド内の情報をレビューします。 

4. チェックボックスを使用して拒否する製品を選択するか、[すべて選択] を使用します。 

5. [アクション] を選択します。 

6. [拒否] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

拒否後、その製品の情報は [未完了] タブに移動され、サプライヤーにメールで拒否が通知されます。 

 

サプライヤーダッシュボード 
サプライヤーダッシュボードでは、未処理の依頼、証明書、および応答に簡単にアクセスして管理できま

す。ここでは、クライアントから送信された証明書の作成、レビュー、編集が可能で、依頼を最初から最

後まで監視できます。 

ダッシュボードには追加の補足情報フィールドが表示されるため、個々のレコードを開かなくても、依頼

の詳細を確認できます。 

補足フィールドは協定に固有で、大部分はオプションであり、すべての顧客や業界に適用されるとは限ら

ないため、デフォルトでは表示されません。補足フィールドを表示するには、[列の管理] ボタンを使用す

ると、協定や業界に関連する補足フィールド列が追加されます。セル内で補足フィールドの値を直接編集

したり、複数行を選択して一括編集オプションを使用することで、選択したすべての行に同じ値を一度に

適用することもできます。 

この画面には、2 つのメインビューがあります。 

• 依頼ビュー：個々の依頼に焦点を当てて詳細を表示し、応答を管理し、ステータスに基づくアクションを実行

することができます。 

• FTA ビュー：自由貿易協定（FTA）と有効期間ごとに依頼をグループ化して、効率的に管理できます。 

これは、メールで依頼を受け取ったときに表示される画面ですが、メインメニュー > [FTA 依頼（新規）] 

> [サプライヤーダッシュボード] からアクセスすることもできます。 

 

依頼の自動入力 

画面が開くと、「この依頼にある製品について自動入力を利用できます」というメッセージが表示される

場合があります。 

1. 以前に入力した情報に基づいて依頼に情報を追加するには、[今すぐ製品を自動入力する] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 
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[キャンセル] を選択した場合でも、後から  メニューでいつでもこのオプションにアクセスで

きます。 

 

依頼ビュー 
依頼ビューでは、個々の依頼を表示できます。 

このビューにアクセスするには、[依頼の管理] で [表示：**] ドロップダウンメニューから [依頼] を選択し

ます。 

ヒント：  

結果を絞り込むには、[関連書類の有効期間内] ドロップダウンメニューから有効期間を選択するか、[検

索] を使用してグリッドの任意の列でレコードを検索します。 

列 説明  

依頼タイトル この列の依頼リンクを選択すると、個々の依頼の詳細を管理できる画面

が開きます。 

ステータス 依頼のステータスに応じて、実行する必要があるアクションが決まりま

す。 

• 必要なアクション：クライアントが応答し、依頼側の決定を待っていま

す。 

• 完了：すべての手順が正常に完了しました。 

• 未完了：依頼はまだ情報待ちの状態です。 

• 期限超過：依頼はまだ完了しておらず、期限を過ぎています。 

• 拒否：依頼は拒否されました。 

• 送信済み：クライアントの応答を待っています。 

完了した FTA 依頼の FTA 部分の数と、完了した数。 

完成品 依頼から完了した製品の数。 

期日 依頼の完了までの期限。 

メッセージ 
クライアントにメッセージを送信するには、 （メッセージ）を選択

します。クライアントからメッセージを受信すると、このアイコンに緑

色のバッジが表示されます。 

 

単一依頼ビュー  
このセクションでは、[依頼の管理] 画面で特定の依頼の詳細にアクセスして管理する方法について詳しく

説明します。 

 このビューにアクセスするには、以下の手順に従います。 
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1. [サプライヤーダッシュボード] 画面で、[表示：**] ドロップダウンで [依頼ビュー] が選択されていることを確

認します。 

2. 目的の依頼の依頼タイトルを選択します。 

 

[未完了] タブ 

[未完了] タブには、クライアントから送信された、まだ情報待ち状態の依頼が表示されます。ドロップダ

ウン選択があるこのグリッドでは、以下の情報を使用して依頼情報を編集できます。 

重要*：[生産者]、[純費用]、および [特恵基準] の列では、各列の説明を提供する [ヒントを表示] ボタンを

利用して手動で情報を入力します。 

列 説明 

製品番号 依頼に含まれる各製品を識別する一意の番号。 

製品説明 製品の簡単な説明。 

HS 番号 国際貿易分類に使用される、製品に関連する HS 番号。 

生産者* NA - 上記のいずれでもない 

いいえ (1) - 製品が原産品として適合していることがわかっている 

いいえ (2) - 生産者/輸出者からの原産地証明書以外の関連書類 

いいえ (3) - 原産地証明書がある 

はい - 商品の生産者である 

適合性 製品が FTA に基づく優遇措置の対象となるかどうかを示します。 

原産国 製品が製造された国、または大幅な加工が行われた国。 

通貨 純費用の通貨。 

添付ファイル この列の [書類] リンクを選択すると、[ファイルを添付] 機能を使用して依頼

に添付された関連書類（原産地証明書、インボイス、その他の裏付け資料な

ど）のアイコンまたはリンクが表示されます。 

純費用* この列に表示されるドロップダウンから、次のいずれかを選択できます。 

NC - 域内原産割合の計算に純費用方式が使用された。 

TS - 関税分類の変更が使用された。 

TV - 域内原産割合の計算に取引価額方式が使用された。 

WO - 完全に取得された。 

特恵基準* A - 完全に取得または生産された。 

B - 完全に非原産材料を使用して生産され、製品固有の原産地規則を満たし

ている。 
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列 説明 

C - 完全に原産材料のみを使用して生産された。 

D(a) - 61 類から 63 類までの商品以外の商品は、次の場合に、USMCA 加盟

国の領土の原産となります。(a) 商品とその材料の両方が同じ号またはそれ

以上細分化されていない同じ項に分類されているため、1 つ以上の非原産材

料が CTC 要件を満たすことができず、(i) 商品が 1 つ以上の USMCA 加盟国

で完全に生産されており、(ii) RVC が 60% 以上（TV 方式を使用した場合）

または 50% 以上（NC 方式を使用した場合）であり、(iii) 商品が他の該当す

る要件をすべて満たしている場合。 

D(b) - 61 類から 63 類までの商品以外の商品は、次の場合に、USMCA 加盟

国の領土の原産となります。(b) 商品が USMCA 加盟国に未組み立てまたは

分解された状態で輸入されたが、組み立て済み商品として分類され、(i) 商品

が 1 つ以上の USMCA 加盟国で完全に生産されており、(ii) RVC が 60% 以上

（TV 方式を使用した場合）または 50% 以上（NC 方式を使用した場合）で

あり、(iii) 商品が他の該当する要件をすべて満たしている場合。 

 

不足している製品を追加する 

データベース内の製品を依頼に追加するには、以下の手順に従います。 

1. （不足している製品を追加）を選択します。 

この操作により、依頼に追加できる製品のリストが表示されます。 

2. 追加する製品のチェックボックスをオンにします。 

3. [依頼に追加] を選択します。 

確認メッセージが画面に表示され、追加した製品が [未完了] タブに表示されます。 

 

依頼にファイルを添付する 

依頼に追加の関連書類を追加できます。 

1.  を選択します。 

2. [ファイルを添付] を選択します。 

3. [ファイルを参照] を選択して関連書類を選択するか、ボックス内にドラッグしてドロップします。ファイルが 
20 MB 未満の Excel ファイル（XLS、XLSX）であることを確認してください。 

4. [保存] を選択します。 

確認メッセージが画面に表示され、添付した関連書類が [添付ファイル] 列に表示されます。 

 

原産地ファイルを作成する 

クライアントに返送する情報の入力を完了する際には、いつでもそのプロセスをスピードアップして、依

頼の原産地ファイルを作成することができます。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   356 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

サプライヤーダッシュボードで、[原産地ファイルを作成] を選択します。 

この操作により、[証明書を作成] が表示されます。 

 

ステップ 1：エンティティと署名を追加 

1. ドロップダウンメニューを使用して必要な情報を入力します。 

• 輸出業者 

• 生産者 

• 輸入業者 

• 認定者 

• 署名者 

2. 以前に割り当てられた情報を変更するには、[変更] を選択します。 

3. [次へ] ボタンを選択します。 

 

ステップ 2：ファイルを準備 

3 つの方法で証明書を生成するために、ファイルを依頼に追加します。 

タイプ 定義 

手書き署名の原産地ファイル 物理的な署名が必要なファイル。 

電子署名の原産地ファイル 電子署名を裏付けるファイル。 

独自のファイルをアップロー

ド 

このタブを使用して、ローカルデータベースから他のファイルをアッ

プロードできます。 

 

画面を開くと、グリッドに以下の情報が表示されます。 

列 定義 

協定 サプライヤーとクライアントの間での自由貿易協定（FTA）の条件。 

製品 エントリに含まれる品目の数。 

適合性 製品が適合するかどうかを判断する基準。「適合」または「両方」のい

ずれかです。 

ステータス 依頼の現在の状態。「署名なし」または「準備完了」のいずれかです。 

署名のない関連書類  
準備は完了しているがまだ署名されていない関連書類。 

署名入りの関連書類 このリンクを選択すると、署名済みの関連書類を依頼にアップロードで

きます。 

 

ステップ 2 から、ファイルの表示、アップロード、削除を行うこともできます。 
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ステップ 3：レビューして提出 

このステップでは、関連書類をレビューします。 

1. [前のファイル] と [次のファイル] を選択して、関連書類をチェックします。 

2. [送信] を選択して、依頼を確認します。 

依頼が [提出済] タブに表示され、送信を確認する通知がクライアントに送られます。 

 

製品を製造中止にする/廃止のマークを付ける 

製品はさまざまな理由で [中止/廃止] タブに移動されますが、その例を以下に示します。 

中止：これらの製品が提供されなくなったため、製品が更新を受けられなくなるか、サポートされなくな

る。 

廃止：これらの製品に関する情報が提供されなくなる。 

1. 製造中止にする/廃止としてマークする製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [中止/廃止へ移動] を選択します。 

3. 変更内容を確認します。 

4. 確認メッセージが画面に表示され、製品が [中止/廃止] タブに移動されます。 

 

品目を編集する 

[編集] を使用して、複数の依頼の複数のフィールドを一度に編集することができます。 

1. 編集する製品のチェックボックスをオンにして製品を選択します。 

2.  （アクション）を選択します。 

3. [編集] を選択します。 

するとサイドパネルが開き、そこで以下の操作を実行します。 

• 編集するフィールドを選択します。 

• 製品に適用する値を入力します。 

 

4. [フィールドを追加] を選択して、さらに変更を入力することもできます。 

5. [適用] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

依頼を完了へ移動する 

依頼の入力が完了すると、レビューしてクライアントに返送する準備が整います。それを実行するため

に、依頼を完了へ移動します。 

1. [未完了] タブで、すべての入力情報を確認します。 

2.  （アクション）を選択します。 
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3. [完了へ移動] を選択します。 

アクションの成功を知らせるメッセージが表示されます。 

警告とエラーの解決 

依頼を完了としてマークしようとすると、警告が表示される場合があります。これらの警告は [未完了] タ

ブに表示されます。警告によって依頼が完了できなくなることはありませんが、警告を確認して対処する

ことが重要です。 

ただし、ハードストップエラーが発生した場合は、依頼を完了する前に [未完了] タブで問題を解決する必

要があります。 

 

製品をアップロードする 

データベースにない製品を依頼にアップロードできます。 

1.  （製品をアップロード）を選択します。 

2. [ファイルを参照] を選択して関連書類を選択するか、ボックス内にドラッグしてドロップします。ファイルが 
20 MB 未満の Excel ファイル（XLS、XLSX）であることを確認してください。 

3. [保存] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示され、製品リストが更新されます。 

 

[中止/廃止] タブ 

このタブでは、もう利用できないとマークした製品を見つけることができます。製品はさまざまな理由で 

[中止/廃止] タブに移動されますが、その例を以下に示します。 

中止：これらの製品が提供されなくなったため、製品が更新を受けられなくなるか、サポートされなくな

る。 

廃止：これらの製品に関する情報が提供されなくなる。 

このタブを選択すると、画面に以下のようなグリッドが表示されます。 

列 説明 

製品番号 依頼に含まれる各製品を識別する一意の番号。 

製品説明 製品の説明。 

HS 番号 国際貿易分類に使用される、製品に関連する HS 番号。 

 

未完了へ移動する 

製品に関する証明書をもう一度提供することにした場合は、以下の手順に従います。 

1. 未完了状態に戻す製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [未完了へ移動] を選択します。 

3. 変更を確認します。 
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画面に確認メッセージが表示されます。 

 

[完了] タブ 

このタブには、クライアントへの返送に必要なすべての情報が記入された製品がすべて含まれています。

このタブを使用して、原産地ファイルの作成、製品の編集、ファイルの添付などを行うこともできます。 

 

依頼にファイルを添付する 

依頼に追加の関連書類を追加できます。 

1.  （アクション）を選択します。 

2. [ファイルを添付] を選択します。 

3. [ファイルを参照] を選択して関連書類を選択するか、ボックス内にドラッグしてドロップします。ファイルが 
20 MB 未満の Excel ファイル（XLS、XLSX）であることを確認してください。 

4. [保存] を選択します。 

確認メッセージが画面に表示され、添付した関連書類が [添付ファイル] 列に表示されます。 

 

原産地ファイルを作成する 

クライアントに返送する情報の入力を完了する際には、いつでもそのプロセスをスピードアップして、依

頼の原産地ファイルを作成することができます。 

サプライヤーダッシュボードで、[原産地ファイルを作成] を選択します。 

この操作により、[証明書を作成] が表示されます。 

 

ステップ 1：エンティティと署名を追加 

1. ドロップダウンメニューを使用して必要な情報を入力します。 

• 輸出業者 

• 生産者 

• 輸入業者 

• 認定者 

• 署名者 

2. 以前に割り当てられた情報を変更するには、[変更] を選択します。 

3. [次へ] ボタンを選択します。 

 

ステップ 2：ファイルを準備 

3 つの方法で証明書を生成するために、ファイルを依頼に追加します。 

タイプ 定義 

手書き署名の原産地ファイル 物理的な署名が必要なファイル。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   360 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

タイプ 定義 

電子署名の原産地ファイル 電子署名を裏付けるファイル。 

独自のファイルをアップロー

ド 

このタブを使用して、ローカルデータベースから他のファイルをアッ

プロードできます。 

 

画面を開くと、グリッドに以下の情報が表示されます。 

列 定義 

協定 サプライヤーとクライアントの間での自由貿易協定（FTA）の条件。 

製品 エントリに含まれる品目の数。 

適合性 製品が適合するかどうかを判断する基準。「適合」または「両方」のい

ずれかです。 

ステータス  依頼の現在の状態。「署名なし」または「準備完了」のいずれかです。 

署名のない関連書類  
準備は完了しているがまだ署名されていない関連書類。 

署名入りの関連書類 このリンクを選択すると、署名済みの関連書類を依頼にアップロードで

きます。 

 

ステップ 3：レビューして提出 

このステップでは、関連書類をレビューします。 

1. [前のファイル] と [次のファイル] を選択して、関連書類をチェックします。 

2. [送信] を選択して、依頼を確認します。 

依頼が [提出済] タブに表示され、送信を確認する通知がクライアントに送られます。 

 

品目を編集する 

[編集] を使用して、複数の依頼の複数のフィールドを一度に編集することができます。 

1. 編集する製品のチェックボックスをオンにして製品を選択します。 

2.  （アクション）を選択します。 

3. [編集] を選択します。 

するとサイドパネルが開き、そこで以下の操作を実行します。 

• 編集するフィールドを選択します。 

• 製品に適用する値を入力します。 

 

4. [フィールドを追加] を選択して、さらに変更を入力することもできます。 
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5. [適用] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

未完了へ移動する 

製品に関する証明書をもう一度提供することにした場合は、以下の手順に従います。 

1. 未完了状態に戻す製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [未完了へ移動] を選択します。 

3. 変更を確認します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

製品を製造中止にする/廃止のマークを付ける 

製品はさまざまな理由で [中止/廃止] タブに移動されますが、その例を以下に示します。 

中止：これらの製品が提供されなくなったため、製品が更新を受けられなくなるか、サポートされなくな

る。 

廃止：これらの製品に関する情報が提供されなくなる。 

1. 製造中止にする/廃止としてマークする製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [中止/廃止へ移動] を選択します。 

3. 変更内容を確認します。 

4. 確認メッセージが画面に表示され、製品が [中止/廃止] タブに移動されます。 

 

[提出済] タブ 

[提出済] タブには、検証のためにクライアントに送信されたすべての製品が含まれています。 

グリッドには以下の列が表示されます。 

列 説明 

提出 提出に関する詳細。 

提出された関連書類 提出された関連書類のリスト。 

製品数 含まれる製品の総数。 

提出日 提出が実行された日付。 

製品番号 各製品の一意の識別子。 

HS 番号 製品分類の HS 番号。 

サプライヤー HS 番号 サプライヤーが提供した HS 番号。 

HS 検証 HS 番号検証のステータス。 
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列 説明 

製品説明 製品の説明。 

適合性 製品が適合するかどうかを判断する基準。 

純費用 製品の純費用。 

原産国 製品が製造された国。 

サプライヤーの原産国 サプライヤーが報告した原産国。 

添付ファイル この列の [書類] リンクを選択すると、[ファイルを添付] 機能を使用し

て依頼に添付された関連書類（原産地証明書、インボイス、その他の

裏付け資料など）のアイコンまたはリンクが表示されます。 

必要な情報がグリッドに表示されていない場合は、 

• 展開アイコンを選択して、依頼に関する詳細情報を表示します。 

 

[承認] タブ 

依頼がクライアントに返送されて承認されると、製品が [承認] タブに表示されます。 

グリッドには以下の情報が表示されます。 

列 説明 

提出 提出に関する詳細。 

提出された関連書類 提出された関連書類のリスト。 

製品数 含まれる製品の総数。 

提出日 提出が実行された日付。 

製品番号 各製品の一意の識別子。 

HS 番号 製品分類の HS 番号。 

サプライヤー HS 番号 サプライヤーが提供した HS 番号。 

製品説明 製品の説明。 

適合性 製品が適合するかどうかを判断する基準。 

純費用 製品の純費用。 

原産国 製品が製造された国。 

サプライヤーの原産国 サプライヤーが報告した原産国。 

添付ファイル この列の [書類] リンクを選択すると、[ファイル

を添付] 機能を使用して依頼に添付された関連書
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列 説明 

類（原産地証明書、インボイス、その他の裏付け

資料など）のアイコンまたはリンクが表示されま

す。 

必要な情報がグリッドに表示されていない場合は、 

• 展開アイコンを選択して、依頼に関する詳細情報を表示します。 

 

[拒否] タブ 

依頼をクライアントに送信すると、クライアントがその情報を拒否する場合があります。この情報は、[拒

否] タブに依頼ごとに分けて表示されます。 

グリッドには以下の列が表示されます。 

列 説明 

提出 提出に関する詳細。 

提出された関連書類 提出された関連書類のリスト。 

製品数 含まれる製品の総数。 

提出日 提出が実行された日付。 

拒否の理由 拒否の理由。 

製品番号 各製品の一意の識別子。 

HS 番号 製品分類の HS 番号。 

サプライヤー HS 番号 サプライヤーが提供した HS 番号。 

添付ファイル この列の [書類] リンクを選択すると、[ファイルを添付] 機能を使用して

依頼に添付された関連書類（原産地証明書、インボイス、その他の裏付

け資料など）のアイコンまたはリンクが表示されます。 

必要な情報がグリッドに表示されていない場合は、 

• 展開アイコンを選択して、依頼に関する詳細情報を表示します。 

 

品目を編集する 

[編集] を使用して、複数の依頼の複数のフィールドを一度に編集することができます。 

1. 編集する製品のチェックボックスをオンにして製品を選択します。 

2.  （アクション）を選択します。 

3. [編集] を選択します。 

するとサイドパネルが開き、そこで以下の操作を実行します。 
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• 編集するフィールドを選択します。 

• 製品に適用する値を入力します。 

 

4. [フィールドを追加] を選択して、さらに変更を入力することもできます。 

5. [適用] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

依頼を完了へ移動する 

依頼の入力が完了すると、レビューしてクライアントに返送する準備が整います。それを実行するため

に、依頼を完了へ移動します。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 

• 拒否 

 

1. [未完了] タブで、すべての入力情報を確認します。 

2.  （アクション）を選択します。 

3. [完了へ移動] を選択します。 

アクションの成功を知らせるメッセージが表示されます。 

警告とエラーの解決 

依頼を完了としてマークしようとすると、警告が表示される場合があります。このような警告は [完了] タ

ブに表示されます。警告によって依頼が完了できなくなることはありませんが、警告を確認して対処する

ことが重要です。 

ただし、ハードストップエラーが発生した場合は、依頼を完了する前に [未完了] タブで問題を解決する必

要があります。 

 

製品を製造中止にする/廃止のマークを付ける 

製品はさまざまな理由で [中止/廃止] タブに移動されますが、その例を以下に示します。 

中止：これらの製品が提供されなくなったため、製品が更新を受けられなくなるか、サポートされなくな

る。 

廃止：これらの製品に関する情報が提供されなくなる。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 

• 完了 

• 拒否 

 

1. 製造中止にする/廃止としてマークする製品のチェックボックスをオンにします。 
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2. [中止/廃止へ移動] を選択します。 

3. 変更内容を確認します。 

4. 確認メッセージが画面に表示され、製品が [中止/廃止] タブに移動されます。 

 

 

FTA ビュー 
FTA ビューでは、[協定ごとの依頼された製品] パネルを使用して依頼を管理し、目的の FTA を選択する

ことができます。 

このビューを選択するには、[サプライヤーダッシュボード] 画面で [表示：**] ドロップダウンリストから 

[FTA] を選択します。 

ヒント：[関連書類の有効期間内：*] ドロップダウンリストでオプションの 1 つを選択して正しい有効期間

を選択することで、結果を絞り込むことができます。 

• すべての資格期間。 

• 時系列に整理されるその他の期間。 

 

まとめられた依頼ビュー 
ここでは、[サプライヤーダッシュボード] 画面で複数の依頼を表示および編集する方法について説明しま

す。 

1. [表示：**] ドロップダウンで、FTA ビューになっていることを確認します。 

2. [協定ごとの依頼された製品] パネルで、目的の FTA を選択します。 

3. [依頼] 列で [まとめられた依頼を表示] を選択し、適切なサプライヤーを選択します。 

この画面には、FTA と資格期間別に整理された依頼が表示されます。依頼を管理するために、他のタブを

使用することもできます。 

メモ：異なる行に同じ FTA がある場合は、それぞれ異なる資格期間に属していることを意味します。 

 

列 説明 

FTA 依頼が属する特定の自由貿易協定。 

完成品 完成品の数。 

依頼 依頼の一意の識別子。 

 

[未完了] タブ 

[未完了] タブには、クライアントから送信された、まだ情報待ち状態の依頼が表示されます。ドロップダ

ウン選択があるこのグリッドでは、以下の情報を使用して依頼情報を編集できます。 

重要*：[生産者]、[純費用]、および [特恵基準] の列では、各列の説明を提供する [ヒントを表示] ボタンを

利用して手動で情報を入力します。 
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メモ：ドロップダウン選択を使用してフィールドを編集できるかどうかは、アクセス権の種類によって決

まります。 

列 説明 

製品番号 依頼に含まれる各製品を識別する一意の番号。 

依頼タイトル 依頼の一意の識別子。 

製品説明 製品の説明。 

HS 番号 国際貿易分類に使用される、製品に関連する HS 番号。 

生産者* NA - 上記のいずれでもない 

いいえ (1) - 製品が原産品として適合していることがわかっている 

いいえ (2) - 生産者/輸出者からの原産地証明書以外の関連書類 

いいえ (3) - 原産地証明書がある 

はい - 商品の生産者である 

適合性 製品が FTA に基づく優遇措置の対象となるかどうかを示します。 

原産国 製品が製造された国、または大幅な加工が行われた国。 

通貨 純費用の通貨。 

添付ファイル この列の [書類] リンクを選択すると、[ファイルを添付] 機能を使用して依頼

に添付された関連書類（原産地証明書、インボイス、その他の裏付け資料な

ど）のアイコンまたはリンクが表示されます。 

純費用* この列に表示されるドロップダウンから、次のいずれかを選択できます。 

NC - 域内原産割合の計算に純費用方式が使用された。 

TS - 関税分類の変更が使用された。 

TV - 域内原産割合の計算に取引価額方式が使用された。 

WO - 完全に取得された。 

特恵基準* A - 完全に取得または生産された。 

B - 完全に非原産材料を使用して生産され、製品固有の原産地規則を満たし

ている。 

C - 完全に原産材料のみを使用して生産された。 

D(a) - 61 類から 63 類までの商品以外の商品は、次の場合に、USMCA 加盟

国の領土の原産となります。(a) 商品とその材料の両方が同じ号またはそれ

以上細分化されていない同じ項に分類されているため、1 つ以上の非原産材

料が CTC 要件を満たすことができず、(i) 商品が 1 つ以上の USMCA 加盟国

で完全に生産されており、(ii) RVC が 60% 以上（TV 方式を使用した場合）
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列 説明 

または 50% 以上（NC 方式を使用した場合）であり、(iii) 商品が他の該当す

る要件をすべて満たしている場合。 

D(b) - 61 類から 63 類までの商品以外の商品は、次の場合に、USMCA 加盟

国の領土の原産となります。(b) 商品が USMCA 加盟国に未組み立てまたは

分解された状態で輸入されたが、組み立て済み商品として分類され、(i) 商品

が 1 つ以上の USMCA 加盟国で完全に生産されており、(ii) RVC が 60% 以上

（TV 方式を使用した場合）または 50% 以上（NC 方式を使用した場合）で

あり、(iii) 商品が他の該当する要件をすべて満たしている場合。 

 

不足している製品を追加する 

データベース内の製品を依頼に追加するには、以下の手順に従います。 

1. （不足している製品を追加）を選択します。 

この操作により、依頼に追加できる製品のリストが表示されます。 

2. 追加する製品のチェックボックスをオンにします。 

3. [依頼に追加] を選択します。 

確認メッセージが画面に表示され、追加した製品が [未完了] タブに表示されます。 

 

依頼にファイルを添付する 

依頼に追加の関連書類を追加できます。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 

• 完了  

1.  （アクション）を選択します。 

2. [ファイルを添付] を選択します。 

3. [ファイルを参照] を選択して関連書類を選択するか、ボックス内にドラッグしてドロップします。ファイルが 
20 MB 未満の Excel ファイル（XLS、XLSX）であることを確認してください。 

4. [保存] を選択します。 

確認メッセージが画面に表示され、添付した関連書類が [添付ファイル] 列に表示されます。 

 

原産地ファイルを作成する 

クライアントに返送する情報の入力を完了する際には、いつでもそのプロセスをスピードアップして、依

頼の原産地ファイルを作成することができます。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   368 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

• 完了 

サプライヤーダッシュボードで、[原産地ファイルを作成] を選択します。 

この操作により、[証明書を作成] が表示されます。 

 

ステップ 1：エンティティと署名を追加 

1. ドロップダウンメニューを使用して必要な情報を入力します。 

• 輸出業者 

• 生産者 

• 輸入業者 

• 認定者 

• 署名者 

2. 以前に割り当てられた情報を変更するには、[変更] を選択します。 

3. [次へ] ボタンを選択します。 

 

ステップ 2：ファイルを準備 

3 つの方法で証明書を生成するために、ファイルを依頼に追加します。 

タイプ 定義 

手書き署名の原産地ファイル 物理的な署名が必要なファイル。 

電子署名の原産地ファイル 電子署名を裏付けるファイル。 

独自のファイルをアップロー

ド 

このタブを使用して、ローカルデータベースから他のファイルをアッ

プロードできます。 

 

画面を開くと、グリッドに以下の情報が表示されます。 

列 定義 

協定 サプライヤーとクライアントの間での自由貿易協定（FTA）の条件。 

製品 エントリに含まれる品目の数。 

適合性 製品が適合するかどうかを判断する基準。「適合」または「両方」のい

ずれかです。 

ステータス  依頼の現在の状態。「署名なし」または「準備完了」のいずれかです。 

署名のない関連書類  
準備は完了しているがまだ署名されていない関連書類。 

署名入りの関連書類 このリンクを選択すると、署名済みの関連書類を依頼にアップロードで

きます。 
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ステップ 3：レビューして提出 

このステップでは、関連書類をレビューします。 

1. [前のファイル] と [次のファイル] を選択して、関連書類をチェックします。 

2. [送信] を選択して、依頼を確認します。 

依頼が [提出済] タブに表示され、送信を確認する通知がクライアントに送られます。 

 

製品を製造中止にする/廃止のマークを付ける 

製品はさまざまな理由で [中止/廃止] タブに移動されますが、その例を以下に示します。 

中止：これらの製品が提供されなくなったため、製品が更新を受けられなくなるか、サポートされなくな

る。 

廃止：これらの製品に関する情報が提供されなくなる。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 

• 完了 

• 拒否 

 

1. 製造中止にする/廃止としてマークする製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [中止/廃止へ移動] を選択します。 

3. 変更内容を確認します。 

4. 確認メッセージが画面に表示され、製品が [中止/廃止] タブに移動されます。 

 

品目を編集する 

[編集] を使用して、複数の依頼の複数のフィールドを一度に編集することができます。 

1. 編集する製品のチェックボックスをオンにして製品を選択します。 

2.  （アクション）を選択します。 

3. [編集] を選択します。 

するとサイドパネルが開き、そこで以下の操作を実行します。 

• 編集するフィールドを選択します。 

• 製品に適用する値を入力します。 

 

4. [フィールドを追加] を選択して、さらに変更を入力することもできます。 

5. [適用] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

依頼を完了へ移動する 
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依頼の入力が完了すると、レビューしてクライアントに返送する準備が整います。それを実行するため

に、依頼を完了へ移動します。 

1. [未完了] タブで、すべての入力情報を確認します。 

2.  （アクション）を選択します。 

3. [完了へ移動] を選択します。 

アクションの成功を知らせるメッセージが表示されます。 

警告とエラーの解決 

依頼を完了としてマークしようとすると、警告が表示される場合があります。このような警告は [完了] タ

ブに表示されます。警告によって依頼が完了できなくなることはありませんが、警告を確認して対処する

ことが重要です。 

ただし、ハードストップエラーが発生した場合は、依頼を完了する前に [未完了] タブで問題を解決する必

要があります。 

 

製品をアップロードする 

データベースにない製品を依頼にアップロードできます。 

1.  （製品をアップロード）を選択します。 

2. [ファイルを参照] を選択して関連書類を選択するか、ボックス内にドラッグしてドロップします。ファイルが 
20 MB 未満の Excel ファイル（XLS、XLSX）であることを確認してください。 

3. [保存] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示され、製品リストが更新されます。 

 

[中止/廃止] タブ 

このタブでは、もう利用できないとマークした製品を見つけることができます。製品はさまざまな理由で 

[中止/廃止] タブに移動されますが、その例を以下に示します。 

中止：これらの製品が提供されなくなったため、製品が更新を受けられなくなるか、サポートされなくな

る。 

廃止：これらの製品に関する情報が提供されなくなる。 

列 説明 

製品番号 依頼に含まれる各製品を識別する一意の番号。 

製品説明 製品の説明。 

HS 番号 国際貿易分類に使用される、製品に関連する HS 番号。 

 

未完了へ移動する 

製品に関する証明書をもう一度提供することにした場合は、以下の手順に従います。 
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1. 未完了状態に戻す製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [未完了へ移動] を選択します。 

3. 変更を確認します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

[完了] タブ 

このタブには、クライアントへの返送に必要なすべての情報が記入された製品がすべて含まれています。

このタブを使用して、原産地ファイルの作成、製品の編集、ファイルの添付などを行うこともできます。 

 

依頼にファイルを添付する 

依頼に追加の関連書類を追加できます。 

1.  （アクション）を選択します。 

2. [ファイルを添付] を選択します。 

3. [ファイルを参照] を選択して関連書類を選択するか、ボックス内にドラッグしてドロップします。ファイルが 
20 MB 未満の Excel ファイル（XLS、XLSX）であることを確認してください。 

4. [保存] を選択します。 

確認メッセージが画面に表示され、添付した関連書類が [添付ファイル] 列に表示されます。 

 

原産地ファイルを作成する 

クライアントに返送する情報の入力を完了する際には、いつでもそのプロセスをスピードアップして、依

頼の原産地ファイルを作成することができます。 

サプライヤーダッシュボードで、[原産地ファイルを作成] を選択します。 

この操作により、[証明書を作成] が表示されます。 

 

ステップ 1：エンティティと署名を追加 

1. ドロップダウンメニューを使用して必要な情報を入力します。 

• 輸出業者 

• 生産者 

• 輸入業者 

• 認定者 

• 署名者 

2. 以前に割り当てられた情報を変更するには、[変更] を選択します。 

3. [次へ] ボタンを選択します。 

 

ステップ 2：ファイルを準備 

3 つの方法で証明書を生成するために、ファイルを依頼に追加します。 
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タイプ 定義 

手書き署名の原産地ファイル 物理的な署名が必要なファイル。 

電子署名の原産地ファイル 電子署名を裏付けるファイル。 

独自のファイルをアップロー

ド 

このタブを使用して、ローカルデータベースから他のファイルをアッ

プロードできます。 

 

画面を開くと、グリッドに以下の情報が表示されます。 

列 定義 

協定 サプライヤーとクライアントの間での自由貿易協定（FTA）の条件。 

製品 エントリに含まれる品目の数。 

適合性 製品が適合するかどうかを判断する基準。「適合」または「両方」のい

ずれかです。 

ステータス  依頼の現在の状態。「署名なし」または「準備完了」のいずれかです。 

署名のない関連書類  
準備は完了しているがまだ署名されていない関連書類。 

署名入りの関連書類 このリンクを選択すると、署名済みの関連書類を依頼にアップロードで

きます。 

 

ステップ 3：レビューして提出 

このステップでは、関連書類をレビューします。 

1. [前のファイル] と [次のファイル] を選択して、関連書類をチェックします。 

2. [送信] を選択して、依頼を確認します。 

依頼が [提出済] タブに表示され、送信を確認する通知がクライアントに送られます。 

 

品目を編集する 

[編集] を使用して、複数の依頼の複数のフィールドを一度に編集することができます。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 

• 拒否 

 

1. 編集する製品のチェックボックスをオンにして製品を選択します。 

2.  （アクション）を選択します。 
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3. [編集] を選択します。 

するとサイドパネルが開き、そこで以下の操作を実行します。 

• 編集するフィールドを選択します。 

• 製品に適用する値を入力します。 

 

4. [フィールドを追加] を選択して、さらに変更を入力することもできます。 

5. [適用] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

未完了へ移動する 

製品に関する証明書をもう一度提供することにした場合は、以下の手順に従います。 

1. 未完了状態に戻す製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [未完了へ移動] を選択します。 

3. 変更を確認します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

製品を製造中止にする/廃止のマークを付ける 

製品はさまざまな理由で [中止/廃止] タブに移動されますが、その例を以下に示します。 

中止：これらの製品が提供されなくなったため、製品が更新を受けられなくなるか、サポートされなくな

る。 

廃止：これらの製品に関する情報が提供されなくなる。 

1. 製造中止にする/廃止としてマークする製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [中止/廃止へ移動] を選択します。 

3. 変更内容を確認します。 

4. 確認メッセージが画面に表示され、製品が [中止/廃止] タブに移動されます。 

 

[提出済] タブ 

[提出済] タブには、検証のためにクライアントに送信されたすべての製品が含まれています。 

グリッドには以下の列が表示されます。 

列 説明 

提出 提出に関する詳細。 

依頼タイトル 依頼の一意の識別子。 

提出された関連書類 提出された関連書類のリスト。 

製品数 含まれる製品の総数。 
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列 説明 

提出日 提出が実行された日付。 

製品番号 各製品の一意の識別子。 

HS 番号 製品分類の HS 番号。 

サプライヤー HS 番号 サプライヤーが提供した HS 番号。 

HS 検証 HS 番号検証のステータス。 

製品説明 製品の説明。 

適合性 製品が適合するかどうかを判断する基準。 

純費用 製品の純費用。 

原産国 製品が製造された国。 

サプライヤーの原産国 サプライヤーが報告した原産国。 

添付ファイル この列の [書類] リンクを選択すると、[ファイルを添付] 機能を使用し

て依頼に添付された関連書類（原産地証明書、インボイス、その他の

裏付け資料など）のアイコンまたはリンクが表示されます。 

必要な情報がグリッドに表示されていない場合は、 

• 展開アイコンを選択して、依頼に関する詳細情報を表示します。 

 

[承認] タブ 

依頼がクライアントに返送されて承認されると、製品が [承認] タブに表示されます。 

グリッドには以下の情報が表示されます。 

列 説明 

提出 提出に関する詳細。 

依頼タイトル 依頼の一意の識別子。 

提出された関連書類 提出された関連書類のリスト。 

製品数 含まれる製品の総数。 

提出日 提出が実行された日付。 

製品番号 各製品の一意の識別子。 

HS 番号 製品分類の HS 番号。 

サプライヤー HS 番号 サプライヤーが提供した HS 番号。 
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列 説明 

製品説明 製品の説明。 

適合性 製品が適合するかどうかを判断する基準。 

純費用 製品の純費用。 

原産国 製品が製造された国。 

サプライヤーの原産国 サプライヤーが報告した原産国。 

添付ファイル この列の [書類] リンクを選択すると、[ファイルを添付] 機能を使用

して依頼に添付された関連書類（原産地証明書、インボイス、その他

の裏付け資料など）のアイコンまたはリンクが表示されます。 

 

必要な情報がグリッドに表示されていない場合は、 

• 展開アイコンを選択して、依頼に関する詳細情報を表示します。 

 

[拒否] タブ 

依頼をクライアントに送信すると、クライアントがその情報を拒否する場合があります。この情報は、[拒

否] タブに依頼ごとに分けて表示されます。 

グリッドには以下の列が表示されます。 

列 説明 

提出 提出に関する詳細。 

提出された関連

書類 

このリンクを選択すると、提出に添付された関連書類のリストを開くことができま

す。 

• ZIP ファイルをダウンロードするには、[すべてダウンロードする] を選択します。 

• [ファイル名] 内のリンクを選択すると、その関連書類が別のタブで開きます。 

製品数 提出に含まれる製品の総数。 

提出日 提出が実行された日付。 

拒否の理由 拒否の理由。 

製品番号 各製品の一意の識別子。 

HS 番号 製品分類の HS 番号。 

サプライヤー 

HS 番号 

サプライヤーが提供した HS 番号。 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   376 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

列 説明 

添付ファイル この列の [書類] リンクを選択すると、[ファイルを添付] 機能を使用して依頼に添付

された関連書類（原産地証明書、インボイス、その他の裏付け資料など）のアイコ

ンまたはリンクが表示されます。 

 

必要な情報がグリッドに表示されていない場合は、 

• 展開アイコンを選択して、依頼に関する詳細情報を表示します。 

 

品目を編集する 

[編集] を使用して、複数の依頼の複数のフィールドを一度に編集することができます。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 

• 拒否 

 

1. 編集する製品のチェックボックスをオンにして製品を選択します。 

2.  （アクション）を選択します。 

3. [編集] を選択します。 

するとサイドパネルが開き、そこで以下の操作を実行します。 

• 編集するフィールドを選択します。 

• 製品に適用する値を入力します。 

 

4. [フィールドを追加] を選択して、さらに変更を入力することもできます。 

5. [適用] を選択します。 

画面に確認メッセージが表示されます。 

 

依頼を完了へ移動する 

依頼の入力が完了すると、レビューしてクライアントに返送する準備が整います。それを実行するため

に、依頼を完了へ移動します。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 

• 拒否 

 

1. [未完了] タブで、すべての入力情報を確認します。 

2.  （アクション）を選択します。 

3. [完了へ移動] を選択します。 
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アクションの成功を知らせるメッセージが表示されます。 

警告とエラーの解決 

依頼を完了としてマークしようとすると、警告が表示される場合があります。このような警告は [完了] タ

ブに表示されます。警告によって依頼が完了できなくなることはありませんが、警告を確認して対処する

ことが重要です。 

ただし、ハードストップエラーが発生した場合は、依頼を完了する前に [未完了] タブで問題を解決する必

要があります。 

 

製品を製造中止にする/廃止のマークを付ける 

製品はさまざまな理由で [中止/廃止] タブに移動されますが、その例を以下に示します。 

中止：これらの製品が提供されなくなったため、製品が更新を受けられなくなるか、サポートされなくな

る。 

廃止：これらの製品に関する情報が提供されなくなる。 

この機能は以下のタブに表示されます。 

• 未完了 

• 完了 

• 拒否 

 

1. 製造中止にする/廃止としてマークする製品のチェックボックスをオンにします。 

2. [中止/廃止へ移動] を選択します。 

3. 変更内容を確認します。 

4. 確認メッセージが画面に表示され、製品が [中止/廃止] タブに移動されます。 
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FTA 更新情報とニュース 
 

[FTA 更新情報とニュース] セクションは FTA メニュー内にあり、FTA 関連の最新情報をユーザーが継続的

に確認するための主要な窓口として機能します。ここでは [FTA 規則更新情報] と [FTA ニュースレター] 

にアクセスできます。 

[FTA 規則更新情報] または [FTA ニュースレター] のいずれかを選択すると、新しいブラウザタブが自動的

に開き、ヘルプ＆サポートポータル内の該当ページに移動してコンテンツを閲覧できます。 


